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は じ め に

1981年10月18日 か ら31日 にか け て,(財)日 本情 報 処 理 開発 協会 情 報処

理研 修 セ ンタ ーか ら,情 報 処 理 教 育 の実 態 調査 を 目的 と して,米 国 とカナ ダ に

派遣 され た 。

後 に掲げ た メ ンバー リス トの とお り,従 来 の 調査 団の 構 成 とは 全 く趣 きを異

に し,民 間企 業 の ス タ ッフ を中 心 に調査 委員 が 選 択 され た 。 毎 年 この 調査 が 実

施 されて きたが,今 回 は,違 っ た側 面,ユ ニ ー ク な視 点 で実 態 を把握 す る こ と

が,使 命 で あ る と我 々は 理 解 した。

そ こで,目 的 の大枠 は 「教 育 と コ ン ピュー タのか かわ り」 を見 る こ と と した 。

即 ち,必 ず しも コン ピュ ー タ あ るいは 情 報処 理 の 教 育実 態 だ け で な く,コ ン ビ

、 ユー タを使 っ た教 育,教 育 現場 で コ ンピ ュー タが ど う応 用 さ れ て い るか な ど も,

意 識 して観 察 す る こ とに した 。

実 は,学 生 個人 個 人 の 考 え 方 や 印 象 な ど も十 分 に 知 りた い と考 え たが,我 々

の 能 力が 到 らず,こ の点 での 成 果 は上 が らなか っ た。 これ は,次 の機 会 に果 し

た い。

この報 告 書 は,前 半 が 全 体 と して理 解 で きた こ との ま とめ と,提 案 に なっ て

い る。 後 半 では,各 訪 問 先 ご との概 要 紹 介 で あ る。 何 か の 参=考 に して いた だ け

れば,幸 い で あ る。
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東 レ㈱ シス テ ム機 器 事 業部 事 業 企 画 室 長

フ ァ コム ・ハ イ タ ック㈱ フ ァ コム本 部 営 業 第5部 主 任

情 報 処理 研 修 セ ン ター教 務課 主 任

訪 問 先 リ ス ト

1.SaintMartinCollege

Lacey,Washington98503HenryAlai(同 大 学 土 木 工 学 科 教 授)の 案 内 に よ る 。

2.CarnegieMellonUniversity

SchenleyPark,Pittsburgh,



Pennsylvania15213斉 藤 信 男 先 生 の 案 内 に よ る 。

3.UuniversityofWaterloo

WaterlOo,Ontario,CanadaN2L3Gl徳 田 英 幸 先 生 の 案 内 に よ る
。

4.JAIMS(TheJapan-AmericanInstituteofManagementScience)

6660HawaiiKaiDrive,Honolulu ,Hawaii96825

Y.Okoshi氏 の 案 内 に よ る 。

5.UniversityofHawaiiManoa
,Honolulu,Hawaii96822

Y.Amai氏(JAIMSの 研 究 員)の 案 内 に よ る 。

各訪問先 で丁寧 に案 内 して下 さった方々に,ま ず謝意 を表 します。

また,実 際に説 明を して下 さった訪問先の先生方,な らびに支援下さった関

係者 の皆様 方にお礼 申 し上げ ます。
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1総 論 教 育 と コ ン ピ ュー タ

今 回 の調 査 で,従 来 か ら抱 い てい たい くつか の考 え は,あ る もの は一 層 の確

信 とな り,あ る ものは,大 き く転換 を迫 ま られ る 亡とに な った 。 それ だけ に有

意義 な調 査 で あった 。

勿論 この 報告 書 には 盛 り切 れ ない見 聞 が 多 々 あ り,そ れ ら と併 わせ ての収 穫

で あ る。

'

1.教 育 と コン ピ ュー タ を と らえ る視 点

教 育 と コン ピュー タ との か か わ り方 を見 つ め る視 点 と して,お よそ 次 の五 つ

に整理 して み た。

■

(1)コ ン ピュー タ(情 報 処 理)の 教 育

これ が 直 ぐに あげ られ る項 目で ある。 また情 報 処理 界 で は 最 も力 を入 れて い

るこ とで もある。 今 回 の調 査 にお いて も,こ の視 点 で の と らえ 方が 最 も多か っ

た。そ れ は,こ の こ とが最 も重 要 だか ら とい う理 由に よるの で は な く,こ れ が

最 も体 系 立 っ て よ く行 われ て い るか らとい う実 状 を反映 して い るだけ な のか も

しれ な い。

後 述 の教 養 と して の コン ピ ュー タ教 育 とは は っ き り区 別 した い。 科学 あ るい

は技 術 と して十 分 に身 につ く教 育 で なけ れば な らない 。そ れ に は,実 習 に よる

訓練,自 か らの 創 造活 動 が どれ だけ 実 践 させ られ るか,が 重要 な教 育 の課 題 と

なる 。

(2)コ ン ピ ュー タに よる コ ン ピュー タの 教育

PLATOに 代 表 さ れ る よ うなCAIシ ス テ ムは 勿論 だ が,VTRビ デオデ ィ

ス ク な どの簡 単 な 道具 の利 用 も含 めて よい。

この種 の手 段 に よ る教 育 は,ど ち らか と言 えば,コ ン ピュー タ関 連 分野 外 の

教 科 で の 方が 盛 ん で ある よ うに見受 け られ る。 事 実,今 回 の調査 で もそ の よ う
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な実 感 で あ った。

そ の 理 由は,コ ン ピュー タを教 育 す るた めの 研究 が 十 分 にな され てい ない と

い うことだ ろ う。教 育学 の対 象 に な ってい ないせ い か も しれ な い 。 コ ン ピ ュー

タに直 接携 わ って い る人 々が,教 育体 系,教 育 方法 を適 切 な形 で編 み 出 に到 っ

て い ない 。 これ は,今 後 にお い て も大 きな 問題を残 す こ とに な る だろ う。

St.Martin大 学 で は 教 育 学 の 先 生 が,コ ン ピュー タ教 育 の 中心 に な って い

て,教 材 作成 言語PILOTを 使 っ て コ ー ス ウェ ア を作 り,パ ー ソナ ル コン ピ

ュー タで活 用 して い る 。 これ は ,コ ン ピュー タでは 後 進 の 大学 で あ るが た め の

正 道 実践 につ なが る のか も しれ な い。,

(PrLOTに よっ てコ ン ピュー タを教 え る ため の教材 を作 っ てい るわけ で は な

いが 。)

(3)コ ン ピュー タに よ る他 教 科 の教 育

これ は前 述 の よ うに,コ ン ピ ュー タの 教 育 よりは進 展 普 及 して い る よ うだ 。

これ には,コ ース ウェ ア を中 心 に,知 識,技 術 を研修 生 に身 に つ け させ る とい

う面 と,教 育 の 管理 を効 果 的 に行 うとい う面 が ある 。

この 分野 での 実用 性 の 向上,対 象 の拡 大 は急 速 に行 われ るに違 い ない 。特 に

Hawaii大 学 に お け るPLATOシ ス テ ムの 利 用 を 見て強 い 印象 を受 け た 。

(4)教 養 と して の コ ン ピュー タ教 育

直 接 コン ピュー タを 利用 す る必 要 の あ る人達 の もの で は な く,社 会 人 と して

の 常識 を酒 養す るた め の コ ン ピ ュー タ教 育 で ある。

今 回 の調査 では,こ の面 で の情 報 は あ ま り得 られ なか った 。た だ,PLATO

な どのCAIを 通 じて,コ ン ピ ュー タ以 外 の教 科 を学 び なが ら,結 果 と して コ

ン ピュー タにつ い て本 質 的 な理解 が な され て い くの か も知 れ ない ,と 感 じた 。

また,全 くコン ピュー タ とは無 縁 と思 われ る よ うな学 部 学 科 にお いて も,コ

ン ピ ュー タ応 用 の講 座 があ る所 もあ って,幅 の広 さを感 じさせ る こ と もあ った。

JAIMSに おけ る中 高校 生 向 け コンピュータコー ス も,情 報 処 理 研修 セン ター で

■
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行 っ て い る もの よ リス ケー ルが 大 き く,充 実 して い る よ うに見 受 け られ た 。

4

(5)教 育 の場 にk・け る コ ン ピ ュー タ利用 の実 践 ・研究 ・教育

これ まで あげ て きた四 つ の視 点 は,そ れぞ れ 独 立 しえ る もの では ない 。 こ こ

に あげ た五番 目の 視点 は,さ らに複 合 的 で あ る。 これ は有 機 的 に シス テ マテ ィ

ック に複 合 し効 果 を あげ て い るか を見 る視 点 で ある。

この視 点 で 大 き な印象 を受 け たの は,や は りコン ピュー タ研 究 の メ ッカの一

つ で あ るCarnegeiMellon大 学 で ある 。 大 学 の事 務 システ ム 自体 が,既 に相

当 にOA化 さ れてtoり,コ ン ピ ュー タ利用 の実 際 を,皆 ん な が見 る こ とが で き,

触 れ る こ とが で き,そ の成 果 を受 け る こ とが で きる状況 は,研 究 に と って も,

教 育 に とって も実 に良 い環 境 と言 え よ う。

そ こで,も し欠 陥 が見 出され た り,さ らに改 善,発 展 の ア イデ アが 出 れ ば,

自 らそ れ を通 し実 践 す る こ とが で き るの で あ る。

コ ン ピュー タ利 用 の有 効 性 や重 要性 を い くら講 義 で強 調 して も,そ の教 育 を

維 持 す るの に コン ピュー タの 力が 利 用 さ れ てい な いの な らば,全 く不 自然 で あ

り説 得 性 が 乏 しい 。勿論 コ ン ピ ュー タ利用 の 創成 期 で あ る よ うな場 所 で は い た

し方が ない と言 え るが,コ ン ピュ ー タ利 用 の成 熟期 とも言 え る今 日,コ ンピュー

タの 力 を生 かせ な い コン ピュー タの教 育 な どと言 うの は,大 変 不都 合 で あ る と

言わざるを得ない。

●

●

2.米 国 に おけ る実感

前 節 で 説 明 した よ うな視 点 を念頭 に,実 態 を 見 た。そ の主 な実 感 を ま とめ

た。

(1)偏 在 もあ る 一 個 性 の 多様 化 か

今 回 の 調 査 で は,訪 問 先 の リス トか ら理 解 さ れ る よ うに,訪 問 先 は バ ラエ

テ ィに富ん で い る。Waterloo大 学,CarnegieMellon大 学 の よ うな,コ ン

ピュー タ分野 では 世界 の 最 先端 を行 く大学 と,St.Martin大 学 の よ うな田舎

の小 さ な大学,そ れ か ら ぐっ と特 色 の あ る・・ワイのJAIMSとHawaii大 学 と
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い った具 合 で ある 。

即 ち,最 先 端 を行 く大学 ば か り訪 問 して,米 国 は す ごい所 だ と言 って い た の

では,米 国 に おけ る実 態 を知 りえ た こ とには な らない と思 い ,こ の よ うな訪 問

先 を選ん だ 。

実 際 に訪 問 して み て,そ れぞ れ 相 当の特 徴 が あ り,ま たそ れ な りに工夫 して

い る こ と も分 った 。必 ず しも他 の 大学 な どで や ってい る こ とを マネ し よ うとは

考 え て い ない 。 そ れぞ れ 独 自に判断 し方向 を決 め て い る よ うに 見受 け られ た。

コン ピュー タに は見 向 き も しな い ,と い う大学 を一 つ 選ん で お くこ とが で き

た ら面 白か っ た に違 い な い,と 現 在 は悔 やん で い る所 で あ る。

StMartin大 学 は,学 生 総数 が1000名 に満 た ない小 さ な大学 で ある。 数年

前 か ら教 育 学 部 を中心 に数 台 のパ ー ソナ ル コン ピ ュー タを導 入 して コ ン ピ ュー

タ教育 を してい る。設備の程度か ら言えば我国の商業高校並み といっ てよい 。 しか し

これ らを駆 使 し,DIALOGの 端末 と して研 究 を助 け た り,PILOTを 利用 し

て,教 育 学 部 の 学 生が 中高 生 向け の コー ス ウェ ア を作 る こ とを実 践 した り して

い るの は,コ ン ピュー タの使 い方 と して は,健 全 で あ り,強 くか つ 良 い個性 を

感 ず る こ とが で きる。

(2)設 備 ・資材 の=豊富 さ

一 方 ,先 進 大 学 の設 備 ・資材(研 究 員 の 数 も)の 豊 富 さには 驚 うか され る 。

これ は,後 で述 べ る産 学 協 同 的 な研 究 開 発活 動 が,比 較 的 自由に で きるお国 柄

.に依 存 す る と言 え るで あ ろ う。 この こ とは,Hawaii大 学 のPLATOシ ス テム

で も言 え る。

CarnegieMellon大 学 のComputerScienceの 学 科 では,EthernetにPE

RQを 結 ん で,高 度 の分 散処 理 シス テ ムを 駆 使 してい た 。分 散処 理 方式 の 高 度

化 自体 が 研 究 開発 の一 つ の テ ーマで あ るが.そ の ため の シス テ ムを い ち早 く構

築 して,そ れ を活 用 しなが ら研 究 をす る とい う環 境 が 良 い。

(3)学 校 内 に お け るOAの 実 用

同 じ くCarnegieMellon大 学 で は,教 務関 係 の事 務 用 に も端 末 が使 わ れ て い

b
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る。 どの研 究 室 の端 末 も,国 際 的電 子 メー ルがARPAネ ッ トを介 して可 能 に

な って い る。少 な くとも コン ビ干 一 夕の た め の 資料 は,端 末か らの リク エス ト

に 応 じ て,セ ン ターの ノ ン イ ンパ ク トプ リンタ に よって,綺 麗 な 体裁 で印 刷

され る。

この よ うな環 境 では,OAに つ い て の机 上 空論 は 必要 ない だ ろ う。具 体 的 に

自分 自 身の ニ ーズ を,ど の よ うに して処 理 して い くか,そ のた め に良 い 方法 が

あれ ば 実 践 してみ る,と い うことが着 実 に行 え る。

(4)産 学 協 同 の実行

どの訪 問先 も,外 部の 企 業 との結 び つ きが あ った。StMartin大 学 では,

末 だそ の具 体 的 な実績 は なか ったが,大 学 の コン ピ ュー タセ ン ターの た め に,

大型 コ ン ピュー タを提供 し よ うとい う申 し出が 既 に あ り,検 討 中 との こ とで あ

った 。

目に つ い てた の は,CarnegieMeUon大 学 におけるThreeRiversComputer

社 との結 び つ きで,同 社 の ス ーパ ーパ ー ソナル コン ピュー タPERQを 数 十 台

(同 社 出荷 台 数 の半 数)を 導 入 して い て,お そ ら くソ フ トウエ アま た は シス テ

ム開 発 の成 果 は,そ のま まThreeRiversComputer社 に提 供 され る ことになる

もの と想像 され る。Siemens社 か ら派遣 研 究 員 に も会 っ た。

ハ ー ドメー カだ け で な く,ソ フ トウエ ア ハ ウス との結 び つ き もあ る。 同 大学

の教 授 が,経 営 して い る ソ フ トウエア ハ ウス もある。

Hawaii大 学 で は,PLATOシ ステ ムに よるCD社 との結 び つ きが 大 きい 。

この よ うな産 学 の関 係 は,健 全 に運 営 され てい る限 り,成 果 は大 きい だ ろ う。

聞 く ところ に よれ ば,研 究 を してい る教授 の独 自性 は十 分 に保 たれ て い て,企

業 か らの 介 入 は な い と言 うこ とで あ る。 そ の結,果,よ り先 進 的 な技 術 の 生 まれ

る チ ャ ンス が 大 きい。 とい うこ と ら しい 。

日本 の 場 合 は,特 定 の テ ー マにつ い て 産学 官 の三 位 一体 的 プ ロジ ェク トが 行

われ た りす るが,本 来 の研 究 活動 とは 別 にな るた め,片 手 間 で しか も短 期 的 な

作 業 期 間 に な って,年 末 に質 の悪 い報 告 書 が で き るだけ,と い う結 果 に な るこ
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とが 多 い よ うで あ る。

や は り,大 学 の 研究 者 達 自身 の テ ーマ と してや って いけ る よ うな協 同が 必 要

なの だ ろ うと思 わ れ る 。

(5)教 育 へ の 積 極 的 な コ ン ピ ュ ー タ の取 り入 れ

時 代 の 趨 勢 と言 うこ と も で き よ うが,規 模 の 大 小 は あ っ て も,お そ ら く ど の

大 学 も コ ン ピ ュ ー タ と 教 育 との か か わ りに 注 目 して い る と言 え る だ ろ う。

St.Martin大 学 やHawaii大 学 に 見 ら れ る よ うに,ComputerScienceと

い っ た 看 板 と は か か わ り な く,積 極 的 に コ ン ピ ュー タ を 取 り入 れ て い る例 が あ

るか らで あ る 。

`

(6)中 高 校 生 と コン ピ ュー タ

パー ソ ナ ル コ ン ピ ュー タの ブー ムで ,日 本 では 小学 生 か らコ ン ピ ュー タ熱 に

と りつ か れ て い る人 達 が 居 る。 おそ ら く この傾 向 は,4月 か ら始 ま るNHKの

「マ イ コ ン入 門 」講 座 に よって,さ らに助 長 され るで あ ろ う。

米国 で は,マ イコ ン シ ョップで 聞 く限 り,小 中 高校 生 とい った 人達 が,パ ー

ソナ ル コン ピュー タ を買 って い く こ とは 稀 れ で ある と言 ってい る。表 面 的 に は

日本 の子 供 連 の方 が 積極 的 で あ る よ うに も理解 され る。

しか し,一 方で はJAIMStZCfO・ け る 中 高 校 生 向け コ ン ピュー タコー ス の よ

うな教 育 が,多 く行 われ て い る よ うで あ る。 即 ち,本 格 的 な若手 教 育 で ある 。

この コー ス は,情 報 処 理 研修 セ ン ター が毎 年 行 って い る 「中学 生 コン ピュー タ

教 室 」よ りは るか に長 時 間 かけ て や っ て い る。

小 学 校,中 学 校 自身が パ ー ソナル コ ン ピ ュー タ を導 入 して,教 育 に使 用 して

い る所 も多 い と聞 いた 。

この よ うな点 に おい て,米 国 に は パ ー ソ ナル コン ピュー タの変 な熱 は表 に 出

てい な い が,も っ と しっか り した コ ン ピ ュー タ教 育 の根 が 張 りつつ ある とい う

感 じが した。

●
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3・ 情 報 処理 研 修 セ ン ター と して の試 み の奨 め

今 回 の調 査,見 聞 か ら,情 報処 理 研 修 セ ン ター と して 試 み た ら よい の では な

いか と思 わ れ る事項 を あげ て み た 。

(1)産 学 協 同の 場 の提 供

中立 的 な機 関 で あ る とい う立場 を生 か して,産 学 協 同の 場 と資金 の一 部 を提

供 す る。 日本 の現 状 で は,大 学 の ス タ ッフが 企業 の 中の 活 動 に参 加 した り,逆

に メー カの ス タ ッフが 大学 の 研究 室 で 研究 した りす る ことは,ま ともに は実 行

で きない筈 で あ る。

あ る特 定 の プ ロ ジェク トを決 め,こ れ に メー カ,ユ ーザ,大 学 の 各 ス タ ッフ

が参 加 す る こ とは,情 報 処 理 研修 セ ン ター な ら可 能 で あろ う。 期 間 は最 低 で1

年 は 要 す る に違 い ない 。 チー ム メンバ ー は,で きる だけ フル タイ ムで参 加 して

も らわ な けれ ば な らな い。

情 報処 理 研 修 セ ン ター の 当初 の旗 印 で あ った 「情 報 処理 大学 院 」と しての 機

能 を これ に よ って果 す と考 え て よい。Sコ ー スや か つ て のPコ ー ス の参 加 メン

バ ー ある い はそ の 卒業 生 を ,作 業 者 と して指 導す る こと もで きるか らで ある。

当面考 え られ るテ ー マ と して は 次の よ うな ものが あ る。

a.OAの 実 践 的研 究

この よ うなテ ー マは,メ ー カ に しろ大 学 に しろ,独 自には 適 切 には 実 施

で き な い だ ろ う。 ユー ザ の積 極 的参 画 が あ っ て始 め て可 能 に なる 。電 々

公 社,自 衛 隊,と い った情 研 のお得 意 先 の参 加 は 大 い に歓 迎 さ れ よ う。

昨 今,コ ン ピ ュ ー タ メ ー カ がOAを 盛 ん に あk・ っ て い る が,そ れ

ぞ れ の 社 内で のOAに つ いて は,は ず かし くて 何 も外 に紹 介 で きない とい

った い い かげ ん な状 態 か ら,早 く脱 す る こ と も必 要 な の で あ る。 したが っ

て,メ ー カか らは相 当の機 器 お よび 作 業 支援 の 提 供 を受 け て や る こ とが で

きるだ ろ う。

b.CAIの 実 践 的 研 究

主 に コ ン ピュー タ関 連技 術 の教 育 を 目的 と した コー ス ウ ェア と,そ の サ
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ポー トシス テ ムの 開発 で あ る。

さ し当 り,情 報 処 理技 術 者 試 験 の 受 験者 を対 象 とす るの が よい。 そ して

研修 セ ン ター 内 で,そ れ を実 用 して み る こ とが 大切 で ある 。

機 器 は,必 ず し も汎用 コ ン ピ ュー タに結 び つ い たPLATO流 の シ ス テ

ムを想 定 しな くて も よい 。 パ ー ソナル コ ン ピュー タ とTVの 組 み合 わせ に

よる ス タ ン ドア ロー ン型 の簡 便 な シス テ ム構成 で成 功 すれ ば,よ り普 及 の

機 会 が 大 き くな るだ ろ う。

日頃,研 修 セ ン ター に 出入 り して い る講 師 達 ば か りで な く,教 育 や心 理

学 を専 門 に研 究 して い る よ うな先 生 方 の参 加 を得 るこ とが 望 まれ る。

(2)先 進 的 な シス テ ムの実 践 機 関 と して

研修 セ ン ター全 体 を,教 育 機 関 と して の 目的 に合 わせ て,理 想 的 に シス テ ム

化 す る。機 器 の装 備 率 を最高 に高 め る。

それ 自体 が研 修 セ ン ター の教 育 運 営 に役 立 つが,さ らにそれ を実 施 して い る

ことに よって,い ろ い ろな知 見 が 得 られ て,独 自の 開発 あ るい は教 材 の 展 開 が

で きる よ うにな るだ ろ う。

前項 で述 べ たOAやCAIの 産 学 協 同 研 究 の一 つ の具 体 的成 果 の実 践 場 所 と

す る こ とで よい 。

(3)教 育 とコ ン ピ ュー タの健 全 なか か わ りへ の推 進

特 に 高校 以 下 の学 校 教 育 と コ ン ピ ュー タの か かわ りは,学 校 自 らが や るに し

ては荷 が重 す ぎる。文 部 省 の や る こ とか も しれ な いが,そ れ も無 理 で あ ろ う。

研修 セ ン ター が行 う とすれ ば,実 務 面 か らの ニ ーズ とい った こ とが 背 景 に な

らざ るを得 ない か も しれ ない が,十 分 に指 導 的 立場 に なる だけ の 力 を集 め る こ

とが で き る。

中学校 や高 等学 校(商 業 高校,工 業 高校 を含 む)に お け る コ ン ピュー タの 教

育 お よび コン ピ ュー タに よる他教 育 を支 援 す るた め に,研 修 セ ン ター で は現 在

い くつ か の1コ ー ス を開 いて い る。 しか し,こ れ らは いずれ も教 師 に一 般 的 な

●
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教 育 を して,後 はそ れ ぞ れ 工 夫,努 力 しなさ い,と 言 うもの で あ る。 しか も,

その教 育 の 中で は,殆 ん ど コ ン ピュー タの 力 を借 りな いで や っ てい る。 これ は

ま さに 矛盾 な い しは紺 屋 の 白袴 とい った所 で あ る。

教 師 の前 では,教 師 の仕 方 と して 望 ま しい ス タ イル で教 育 して見せ なけ れば

いけ ない 。 コン ピュー タ を駆 使 した教 育 を示す こ と。 そ の た め には,中 高 レベ

ルの教 科 と コン ピュー タの結 びつ きを積 極 的 に分析 し,そ の教 育 にふ さ わ しい

環 境 は どの よ うな もので あ るか,を 提示 す る ことが で き なけ れ ば いけ ない 。

これ は,前 項 ま で に あげ た事 柄 よ り実 施 しや す い テ ー マ と思 われ る。 是非 こ

の プ ロジ ェク トは実 行 した い もので ある。

そ して,そ の実 験 は 「中学 生 コン ピュー タ教室 」に よって行 え る。 この コン

ピュー タ教 室 は,ハ ワイのJAIMSの 例 に あ る よ うに,も っ と充 実 した コー

ス に して み ては い かが な もの で あ ろ うか 。半 可通 の コン ピュー タ屋 を作 る よ り

は,も う少 し徹底 して,あ や しげ な マ イコ ンブー ムを駆 遂 す る必要 もあ るの で

は ない か と考 え る。

●
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皿 各 論 訪 問 先 別 報 告

ここでは,訪 問先 別 に紹 介 の あ った事項 の報 告 を行 う。実 際 には,訪 問 して

いた 時間 は 短 時間 で あ った た め,手 に入 れ た 資料 に よっ て補足 した部 分 も多 々

あ る。

ま た,他 の 報告 書 や雑 誌 に い くつ も紹 介 され てい る よ うな内容 は,重 複 的 に

は報 告 して い な い。 特 徴 的 な事項 を詳 しく紹介 す るつ も りで ある。

●
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1・SaintMartin大 学

SaintMartin大 学 木 工 学 部 のHenryAlai助 教 授 の案 内 で,教 育 学 担 当 の

DatrideJ.Mclntyre助 教 授 を 尋 ね,説 明 を 受 け た 。

1.1SaintMartin大 学 に つ い て

SaintMartin大 学 は,Washington州 の 首 都01ympiaの 郊 外 に あ る 小 さ

な 大 学 で あ る 。 地 理 的 に も規 模 的 に も,先 進 的 な 情 報 科 学 の 教 育 お よび 研 究 の

中 心 と言 うべ き 大 学 で は な い 。 そ れ だ け に 興 味 が あ っ た 。

、

(1)歴 史

1895年 に,SaintBenedict教 会 の 修 道 工 達 に よ っ て 創 立 さ れ た 大学 で あ

る 。Benedict派 は,も と も と教 育 活 動 に 熱 心 で,米 国 で も1846年 にSaint

Vincent大 学(Pennsylvania)を 創 立 し て以 来,各 地 に 学 校 を 開 設 し て い る 。

い わ ゆ る ミ ッ シ ョ ン ス ク ー ル で,教 派 の メ ン バ ーが キ ャ ン パ ス の 中 で 生 活 し

活 動 を して い る。

この 大 学 の 伝 統 的 な 部 門 は 教 育 学 系 と土 木 工 学 系 で あ る 。 学 士 号 は,文 学 士

(B.A.)と 理 学 士(B.S.)お よ び 土 木 工 学 の 理 学 士(B.S.inCivil

Engineering)が 与 え られ る 。修 士 号 は,教 職 修 工(MA.inTeaching)

と 教 育 修 士(MasterofEducation)し か 与 え られ な い 。

こ の よ うな 関 係 か ら,コ ン ピ ュ ー タ教 育 お よび コ ン ピ ュー タ 利 用 の 主 導 は,

教 育 学 関 係 の ス タ ッ フ が 行 っ て い る も の と思 わ れ る 。

(2)大 学 の 構 成

学 生 数 は 約600名 ほ ど の 小 さ な 大 学 で あ る。専 攻 の コ ー ス は,次 の23あ る 。

Accounting

Biology

Chemistry

CivilEngineering

■

一12一



・

■

●

●

(lbmmti。i、yS。,vice'・

C・iminalJ・ ・tig・

Economies'

ElementaryEducation

English

EnvironmehtalStudies

FineArts

History

HumanStudies

Management

Marketing

Mathematics

Philosophy

Phy、ica口ducati。n

PoliticalSclence

Psychology

S・r・ ・d・ ・yEducati・n

SocialStudies

Sociology

修 士 コ ー ス は,前 述 の と お り

MasterofArtsinTeaching

MasterofEducation

ρ二 つ で あ る・

専 任 の教授,助 教 授,準 教授 の数 が 約50名 で ある。

大学 と して の規 模 の 少 を さは,相 当に 目につ くと ころ で あ る。

L2コ ン ピ ュー タ教 育 に つ いて

写 真 で.見る よ うに,全 く立派 とは言 え ない設備 で ある が(校 舎 全 体 が ひ ど く
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ク ラ シ ック で,床 は 土 造 だ か ら バ ラ ン ス は と れ て い る),McIntyre先 生 が 愛

情 を 持 っ て 育 て て い こ う と し て い る 気 持 が 感 じ られ た 。

(1)パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ 利 用 の 教 育

現 在 は,パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュー タ を 主 た る道 具 と して い る。 数 台 の パ ー ソ ナ

ル コ ン ピ ュー タ を3年 前 に 導 入 し て,ボ ソ ボ ツや っ て き た が
,最 近 こ こ に 教 育

セ ン タ ー が で きた(写 真)。Apple皿5台 を 増 設 す る 予 定 と な っ て い た 。

図1.1教 育 セ ン タ ー の一 角

図1.2教 育 用 に モ デ ィ フ ァ イ さ れ たApplell
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基 本 教 育 と して,

・3時 間/週15週 間

・BASICの 説 明 と演 習

を行 う。

この 教 育 の後 は,指 導 教 官 の 承 認 した 利 用計 画 に したが って,学 生 が 自主 的

に 自学 自習 を行 う。教 材 は 自費 購 入 ま た は備 えつ け の もの を借 りて利 用 す る。

学 生 は,

・教 育 学 関係

・数 学 科

・土 木 工学

・管 理学 科

に所 属 す るの が 多 い 。

BASICを マ ス ターす る と,FORTRAN,PASCALな ど を勉 強 して い る。

φ

(2)設 備 に つ い ての 意 見

教 育 用 に は た った5台 の パ ー ソナ ル コン ピュー タ しか使 って い な い 。 これ で

は い か に も乏 しす ぎる との 印象 が あ っ た 。そ こで,設 備 計 画 につ い て 聞 い てみ

た。 そ れ は 次 の とお り。

パ ー ソ ナル コ ン ピ ュー タを10台 にす る こ とに な ってい るが ,さ らにそ れ を

大 幅 に拡 充 す るか ど うか 未 定 で あ る 。 とい うのは,こ の 大学 の規 模 では,そ ん

な に大 きな設 備 を持 ち得 な い 。 現 に,IBM社 か ら370/125の 寄 贈 申 し入 れ

が あ り検 討 中 で あ るが,そ の 運 用 費 は相 当の もの に な る と思 われ,そ う簡 単 に

受 け 入 れ る わ け には い か ない 。仮 に370/125が 導 入 され て も,パ ー ソナル コ

ン ピュー タに よる教 育 は続 け る。

パ ー ソナ ル コン ピュー タ を導 入 し ,コ ン ピ ュー タ教 育 を組織 的 に 開 始 す る前

か ら,ロ ッキ ー ド社の コ ン ピュー タ セ ン ターが 提供 して い るDIALOGに よる

情 報 サ ー ビス を利用 して いた(DIALOGの ネ ッ トワー ク サ ー ビス は,日 本 で

も受 け られ る)。 科 学 系 お よび 土 木系 の研 究 者,学 生が 文 献検 索 に 活用 して い
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る。 この よ うな関係 か ら,端 末 用 のパ ー ソナ ル コン ピュー タが利 用 され 始 め て

い た 。 したが っ て,小 型 コ ン ピ ュー タの実 際面 で の利 用 は して い た。数 学 科 の

専 用機 と してPDPl1も 従 来 か ら使 われてい る。 た だ し,コ ン ピュー タ専 門 の

研 究 も教 育 も行 って は い ない 。

Apple皿 は,複 数 の ビデオ モ ニ ターが付 け られ る よ うに教 室 用 に改造 され た

もの を用 意 し,講 義 の と きは そ れ を利用 して い る。

(3)パ ー ソナル コ ン ピ ュー タ利 用 の特 徴

我 々が,こ の大 学 の一 つ の特 徴 と理解 した の は,大 学全 体 が教 育学 部 的 な性

格 を持 ってい ることに よると思 わ れ るが,McIntyre先 生が そ うで あ る よ うに,

「教 育 」に主 眼 が あ る ら しい こ とで あ った 。

コ ン ピュー タ教 育 に つ いて の先 生 との意 見交 換 で,強 く印象 に残 った の は,

上 記DIALOGの 利 用 と,CAI教 材 作成 用 言語PILOTの 利 用 に つ い て で

あ った 。

前者 に つ い て は,コ ン ピュー タ シス テ ム を研究 お よび 勉学 のた め に利 用 を拡

大 しつ つ あ る との ことで あった 。 す なわ ち,抽 象 的 な コ ン ピュー タ教 育 とは 別

に,大 学 に お け る活 動 の 中 に,着 実 に役 立 た せ て い こ うと してい る こ とが 分 る。

米 国 の 他 の 大 きな大 学 の よ うに,物 量 的 に で は な く経 済 的 な配 慮 の 下 で行 わ れ

て い るの が よい 。

一 方
,教 育学 系 の研 究者,学 生 は,コ ン ピ ュー タに よって何 か の計 算 をす る

よ りは,教 育 の た め に コ ン ピ ュー タを活 用 す る ことに強 い関心 を持 つ の は 当然

で あ る。(勿 論,他 の 学 科 の研 究 者 や学 生 は,研 究 のた め に コ ン ピュー タを利

用 しに き てい る 。 特 に土 木 関係 が 多い との こ とで あ った 。)現 在,小 ・中学 生

を対 象 と した パ ー ソナ ル コン ピ ュー タを利 用 した 教 育 の教 材 等 を開 発 す る こ と

に 力 を注 い で い る。

た とえ ば,

・小 学 生 … …単 語 の 書 き取 り ,文 章 作 成

・中学 生 … …理 科 ,数 学 の公 式 と計 算 練 習 な ど,

,

●
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で あ る 。

これ らは,い ず れ もPILOT(ProgrammedInquiry,LearningOr

Teaching・1968年 にCalifornia大 学S.F.のJ.A.Starkweather博 士 を

中 心 とす る ス タ ッ フ に よ り開 発 さ れ,そ の 後WesternWashington大 学(QG.

GerholdとL.Kheriatyが,COMMONPILOTと 称 す るPILOTプ ロ グ

ラ ミ ン グ言 語 を 開 発 した 。 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ で は,Applenで そ の 拡 張

版 を 働 か せ る こ とが で き る 。)に よ り開 発 さ れ て い る 。

¶

(4)コ ン ピ ュ ー タ関 連 カ リ キ ュ ラ ム

着 実 に コ ン ピ ュ ー タ の 教 育 お よび 利 用 を 進 め て い る よ う に 見 受 げ られ た が,

コ ン ピ ュ ー タ 科 学 等 の 関 連 専 門 コ ー ス は,現 在 の 所 は 無 い 。 特 別 の ス タ デ ィ と

して,希 望 者 に教 え,単 位 を.与 え て い る とい う程 度 で あ る 。

次 の 二 つ が,コ ン ピ ュ ー タ関 係 の 講 座 で あ る 。

① 管 理 学 科 …ManagementlnformationSystems

経 営 情 報 システム 概 論 。 シ ス テ ム の 分 析 と設 計 。 特 に ビ ジ ネ ス 管 理 分

野 に お け る アプ リケー ション に 重 点 を置 く。

② 数 学 科 …FORTRANProgramming

流 れ 図,ア ル ゴ リズ ム,FORTRANに よ る プログラミング 。 そ の 応 用

■

φ

(5)感 想

小 さ な 大 学 は 小 さ い な りに 熱 心 に コ ン ピ ュー タ に取 り組 ん で い る よ うに 感 じ

た 。

Seatleか ら 車 で2時 間 近 く南 に 下 が っ た 風 光 明 眉 な 閑 静 な 所 に あ り,特 に

周 囲 の 景 色 は,日 本 に 類 似 して い る な ど,大 変 良 い 所 に あ る 。 外 国 人 学 生(日

本 人)も 居 た 。 外 国 人 の 一 年 間 の 学 費(授 業 料,寮 費,小 遣 い な ど全 て で)は

約1万 ドル で,そ う安 くは な い 。 学 校 案 内 を 後 で 読 ん だ と こ ろ に よ る と,特 別

費 用 と して,privatemusiclessonsとlaboratoryfeesとlaboratoryfees

と 並 ん でcomputerfees$5.OO～25.00と い う の が 目 に 入 っ た 。
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1.3他 の パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ利 用 機 関 の 例

McIntyre先 生 の 話 し,そ の 他 の 資 料 に よれ ば,他 の 多 くの 小 規 模 の 学 校 で

パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タが 教 育 の 場 で 利 用 さ れ て い る こ とが 分 っ た
。

(1)パ ー ソナル コ ン ピュー タの 利 点

パ ー ソナル コ ン ピ ュー タは ,安 価 に 手 に入 れ られ る とい う利 点 が あ る こ とは

直 ち に理 解 で きる こ とで あ る。

教 育 の 道具 とい う観 点 か ら して も,い くつ か の特 徴 的 利点 が ある。

① グ ラ フ ィクス お よび音 の利 用 が 容 易

② ダ イナ ミ ック に グ ラフ ィク ス(お よび音)を 描 け る(出 す)こ と

③ 適 当 に遅 い こ と

④ 常 に ア ク セス可 能 で ある こ と

⑤ コン ピュ ー タの実体 が 目の 前 に あ り,手 に触 れ られ る こ と

⑥ 補 助 的 な装 置 を付 け る ことが 容 易 な こ と(マ ル チモ ニ ター,拡 大表 示

装 置,ミ=・ 一 ジ ック シン セサ イザ,etGetc.… …)

後 で 出て くるPLATOシ ス テ ムが 大型 シス テ ムで あ るこ とに よる利 点 が あ る

よ うに,小 型 シス テ ムは また そ れ な りに利 点 が あ る。大 型 シ ステ ム の あ る側 面

に大 い に驚 い たの で あ るが,小 型 の シス テ ムの 融通 性 の豊 さは,や は り相 当 高

く評価 すべ きで あ ろ う。

特 に,自 ら教材 を工 夫,開 発 して い こ うとす る人達 に とって は,パ ー ソナル

コ ン ピュー タの 手軽 さ と融 通性 は 魅 力的 で あ る。そ して ,そ れ を現 場 で簡 単 に

実使 用 してみ る こ とが で き るの で あ る。 教材 の レベ ル,複 雑 さ も 自由 で あ る。

そ して,そ れ に応 じて適 当 な教 育 効 果 が 出て くる 。

PILOTの よ うな小 さ なパ ー ソナル コ ン ピュー タで使 用 で き るCAI支 援 の

プ ・グ ラ ミン グ言 語 が で きた こ とも有効 性 を 高 め て い る。

(2)い くつ か の例 か ら

EDUNET
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EDUCOM(米 国 の,高 等 教 育 で の コ ン ピ ュー タ技 術 利 用 を支 援 す る 大 学

連 合)の 一 つ の 活 動 にEDUNETが あ る 。 こ れ は,高 度 教 育 と研 究 の た め の

国 際 的 ネ ッ ト ワ ー ク で,EASyと い うネ ッ ト ワ ー ク ア ク セ ス の ソ フ ト ウ エ

ア を 中 心 に して 利 用 さ れ る 。

EDUNETの 提 供 者 は,NorthCarolinaEducationalComputingCenter,

Wisconsin大 学,Stanford大 学,Cornel1大 学,Minnesota大 学 で あ る 。

こ の ネ ッ ト ワ ー ク で は,ス タ ン ドア ロ ン でPASCALと グ ラ フ ィ ク ス が 利

用 で き る こ とか ら,AppleHが 端 末 に な っ て い る 。 セ ン タ の 大 型 コ ン ピ ュー

タ も利 用 で き る が,端 末 で あ るApple皿 の パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ と して の

機 能 も利 用 で き る の で,小 規 模 な 教 育 機 関 で も利 用 効 果 が 大 き い 。

■

'

MECC(TheMinnesotaEducationalComputingConsortium)

Minnesota州 は,学 校 教 育 に お け る コ ン ピ ュー タ 利 用 で は,全 米 一 の 州 で

あ る 。 小 学 校 か ら 大 学 に 到 る ま で,MECCが 教 育 の コ ン ピ ュー タ利 用 に つ

い て コ ー デ ィ ネ イ ト し て い る 。MECCのTSSは 世 界 最 大 の 汎 用 教 育 用 コ

ン ピ ュ ー タ利 用 シ ス テ ム で あ る 。

一 方MECCの 指 導 でMinnesota州 の 学 校 ・大 学 に は
,2,000台 のパ ー ソ

ナ ル コ ン ピ ュ ー タ が 導 入 さ れ て い る 。

<背 景>

Minnesota州 の 教 育 当局 が,教 育 の コ ン ピ ュ ー タ利 用 に 手 を 若 げ 始 め た の

は,1960年 代 で あ る 。70年 代 に コ ン ピ ュー タ利 用 の 大 衆 化 が 進 む に つ れ

て,州 の 立 法 府 は,ま ち ま ち な 方 針 で コ ン ピ ュ ー タ 利 用 が 図 られ る の を 防 ぐ

の に,統 一 的 な コ ー デ ィネ イ トが 必 要 で あ る と判 断 した 。 も し ,433の 公 立

学 校 と30の 公 立 大 学 が,別 々 に 自 分 の コ ン ピ ュ ー タ利 用 計 画 を 出 した らば

収 拾 し難 い と考 え た か らで あ る。1973年 に,州 の 四 つ の 教 育 組 織(Minne-

sota大 学,StateUniversitySystem,CommunityCollegeSystem ,

州 教 育 局)の 協 力 合 意 に も と づ き,MECCが 創 立 さ れ た 。

MECCは,教 育 の コ ン ピ ュ ー タ応 用 の た め の 使 用 に つ い て,全 て レビュー
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す る責 任 を持 っ てい る。 さ らに,教 育組織 全 体 に対 して,コ ン ピュー タサ ー

ビス を最 も効 果 的 に 行 き渡 らせ る方 法 を提供 す る こ とに な って い る 。1974

年,MECCはTSSを 利 用 し始 め た。1977年,CDCの 超 大形 コンビL－

夕(Cyber73)が 設 置 され,こ れ に よって強 力な サ ー ビス が,州 全 域 に提

供 で きる よ うに な った 。

〈パ ー ソナル コ ン ピ ュー タの採 用 〉

一 方で ,MECCは パ ー ソナ ル コ ン ピ ュー タの 教 育 目的へ の 利用 に着 目 し

て検 討 を行 った 。 そ して,1978年,Appleilに 決 定 し以 後 導 入 を続 け て い

る。

最 初 に導 入 した の は,小 学 校 用 で まず750台 が使 わ れ た 。子 供 連 に とって

色彩 付 で ア ニ メー シ ョンが で き音 響 効果 もあ る こ とが 魅 力 的 で あ るか らで あ

る。 この種 の機 能 は 大 型 のTSSで は 利用 で きな い 。 また,パ ー ソナ ル コン

ピュー タの 親近 性 が,生 徒 や教 師 に受 け た。 小学 校 では,

・個 人 別 の ド リル と練 習 問題

・ コ ン ビu.一 夕プ ログ ラ ミングのi基礎

・そ の 他 ,希 望 に応 じた 向上 教 育 に 利用 して い る。

中学 校 では,

・読 み 書 きの訓 練

に重 点 的 に利 用 され て い る 。

高 校 では,

・コン ピュー タ プ ログ ラ ミング

が広 く教 え られ て い る。 パ ー ソナル コン ピュー タは,プ ログ ラ ミングに 関 心

の あ る生徒 に とって 使 い や す い コン ピュー タス テ ー シ ョン を,数 多 く提 供 す

る こ とを可能 に した 。 ま た,ク ラス活 動 の大 きな要 素 ともなっている。そ の 他

・理 科教 育 に おけ る シ ミ ュ レー シ ョン

・社会 科 の デ モ ン ス トレー シ ョン

に も有効 に利用 され て い る。

職 業学 校 では,就 職 率 を高 め るた め に も,コ ン ピュー タ教 育 が役 立 て よ う
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と して い る 。 特 に,州 で 開 発 さ れ たMICAS(Microcomputerlntegrated

CumputerizedAccountingSystemPackage)を 活 用 した 教 育 を行 っ て,

実 務 を早 く 身 に つ け さ せ る こ と を 試 み て い る 。

も っ と 高 度 の 教 育 に な る と,伝 統 的 にTSSを 利 用 す る 人 達 が 多 く,パ ー

ソ ナ ル コ ン ピ ュー タ を使 用 す る 人 の 増 え 方 は 低 い 。 そ れ で も,200台 以 上 の

Apple皿 が,州 内 の 大 学 で 使 わ れ て い る 。 主 に,

・手 近 な計 算 に 利 用

・機 械 語 の 教 育

・PASCALの 教 育

・教 師 の コ ン ピ ュ ー タ利 用 法 の ト レー ニ ン グ(Minnesota州 の 学 校

の 先 生 に な る た め に)

な ど の た め に 使 わ れ て い る 。

〈 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュー タ用 の ソ フ トウ エ ア 〉

次 に,MECCのAppleソ フ トウ エ ア を 眺 め て み よ う。 デ ィ ス ケ ッ ト20

～30枚 分 の ラ イ ブ ラ リが あ る 。 い ず れ も,教 師 用 の デ モ とテ キ ス トが 用 意

さ れ て い る 。1979年,MECCの ス タ ッ フが こ の ラ イ ブ ラ リの 準 備 を 始 め

た 。 ラ イ ブ ラ リの 中 身 は,

・MECCTSSの プ ロ グ ラ ム か ら転 換 した もの ◆

・パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タの 特 徴 を 生 か して 新 に 開 発 さ れ た もの

・MECCTSSの ユ ー ザ が 提 供 して くれ た もの

か ら成 っ て い る 。

逐 次 レ ビ ュー さ れ て ラ イ ブ ラ リに 追 加 さ れ て い る が,ユ ー ザ か らの 提 供 が

大 き な 部 分 を 占 め て い る(こ れ は,な か な か 日本 で は な い こ と で あ る)。

MECCTSSが 併 用 さ れ て い る の で,こ れ らの ラ イ ブ ラ リは,TSSの

ネ ッ トワ ー ク を 通 して も配 布 さ れ て い る 〃 この ソ フ ト ウエ ア は,Minnesota

州 の 教 育 機 関 は 無 料 で 受 け 取 る こ とが で き る 。

〈 サ ポ ー ト体 制 〉

各 学 校 に パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ を 配 った か ら と い って,有 効 に使 わ れ て
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い る とい うほ ど簡 単 に はい か な い。 ス タ ッフを トレー ニ ングす るため に ,M

ECCはlnstructionalCoordinatorの チ ー ム を 作 った 。10%の 専

任 の教 師 か ら成 り,

・学 校 巡 回

●ワー ク シ ョップ

・講 習 会 の講 師

・ コン ピュー タ利用 発 表会 の 主催

・ニ ュー ズ レターの 発刊

・電 話 に よ る質 問へ の応 答

を行 う。 これ は,TSSの ユ ーザ も対象 と して い る。 毎年300学 区 と30大

学 を訪 れ,数 百 回 の ワー ク シ ョップ と講 習会 をや る。

学 区 や 大学 の地 区 コ ン ピュー タ利用 コーデ ィネイ タが,こ れ らの訓 練 を受 け

地 区 別 の 内 部 サ ー ビス を行 う。 こ の よ うな 人 達 に よ る ネ ッ トワ ー ク が,

Minnesota州vak・ け る教 育 へ の コ ン ピュー タ利 用 にお い て,非 常 に活 発 で こ

の よ うな先 進 的 な技術 ネ ッ トワー ク として ク リエー テ ィブに作 用 して い る。

〈 将来 につ いて 〉

こ こ数 年 間 に,一 部 の地 方の学 区 の幹 部 は,コ ン ピ ュー タ利 用 の増 加 を学

校 の 目標 の 主 要 な もの にす る よ うにな った 。 この よ うな情況 か ら,そ の よ う

な地 方 では,学 生,生 徒 ば か りで な く,そ の 家族 ま で教 育 の対 象 とす る よ う

にな り注 目さ れ て い る。

MECCの 推 定 で は,パ ー ソナル コン ビL－ 夕を採 用 してか ら,コ ンピュー

タ利 用教 育 の教 育 者 は 少 な くとも2倍 にな っ た。 また,州 立 の小 学 校 か ら大

学 に到 るま で の生 徒 ・学 生 の95%が,コ ン ピ ュー タを使 って い る教 育 に参

加 して い る。 目標 は これ を100%と す る こ とで あ る。

●

BYU(BrighamYoungUniversity)

BYUで は,150台 以 上 のApple皿 を,コ ン ピ ュー タ 入 門 教 育 に使 っ て い

る。 学 期 毎 に600の 初 心 者 を教 え る 。
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BYUで は,非 常 に 多 岐 に渡 る利 用 を して い る ので,教 授 です ら自分 の 同

僚 が何 を してい るの か分 り難 い よ うな状 況 で ある。 主 な利用 部 署 は 次 の よ う

な学 科 で あ る。

〈SchoolofMnagement>

これ か らの ビジネス で は,コ ン ピュー タの理解 が絶 対 的 な条 件 で あ る,と

考 え てい る。就 職条 件 も良 い 。そ うで あれ ば,情 報 処 理教 育 を積極 的 にや ら

な けれ ば な らない 。数 多 くの学 生 に,き ちん と効 果 的に この教 育 をす るに は

出費 の 少 ない手 段 も重 要 で ある。

この 学 科専 用 の コ ン ピ ュー タ ラブを持 って い る 。

・55台(27台 で ス ター ト,最 近 増設)のAppleシ ス テ ム

・16時/日 の稼働

・学 生 は1時 間 ご との予 約 制(こ の 時間 に い ろい ろ な ク ラス の宿 題 を

や る)

コ ン ピュー タを利 用 す る教 室 には ,10台 の ビデ オ モ ニ タ ー が あ り1台 の

Apple皿 につ な げ て働 かせ る こ とpsで き る。

"ビ ジネ ス コ ン ピ ュー テ ィン グ"の 講 座 を取 る学 生 は1,200名 い るが,テ キ

ス トや 講 義 や 大型 コ ン ピ ュー タの キ ーパ ンチ な どで教 わ る こ とが 始 ま るの で

は な く,パ ー ソナ ル コ ン ピュー タで直 接教 わ る。

学 生 は,簡 単 な ビジネ スの練 習 問 題 か ら,自 分 で税金 計 算 な どの プ ログ ラ

ム を作 ってAppleで 走 らせ る と ころ までや る。

上 の学 年 に な る と,た とえば"会 計 情 報 シス テ ム"ク ラス では,Apple

を使 って実 際 に ある企 業 の新 しい情 報 シス テ ムの 設計 とプ ログ ラム作成 を行

う。 そ して,本 当 に うま く動 くか ど うか デ モ をす る こ とが義 務 づけ られ て い

る。

1年 の基 礎教 育 で,こ の よ うな新 しい 情報 シス テ ムを,相 当 の時 間 は か か

る もの の(150～250時 間)3人 の チ ー ムで 開 発 させ る こ と が で き る よ'う

に な る 。対 象 とな った企 業 の 中 には,さ らにそ の先 まで シス テ ムの 開発 をす

る こ とを 申 し出 る所 もあ る 。"会 計 情 報 システ ム"の ク ラス のた め と今 用 意
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して い るの は,ダ ミー会社の コンピュー タ化 さ れ た シス テ ムの,財 務手 順 とプ

ログ ラム的 に混入 され た 問題 を チ ェ ックす る演 習 で あ る。 それ か ら,Apple

と会 話 形 式 で会 計 にお け る コ ン ピュー タ利 用 を学 ぶ,革 新 的 な教材 を 開発 し

て い る。

コン ピュ ー タ ラブの コ ン ピュー タを増 設 した のは,そ れ が成 功 で あっ た こ

とに よるが,利 用 す る学 生 数 が 大 幅 に増 加 しつつ あ る こ とで あ る。

〈BusinessinAgriculture>

農 場 や牧 場 の経 営 者 に もコ ン ピ ュー タ プ ログ ラムは関 心 を持 た れ て い る。

動 物 科 学 科,耕 種 園芸 学 科,農 業 経 営 学 科が 協 同 して,灌 慨,土 壌 管 理,

輪 作,家 畜,予 算,財 務そ の 他 を扱 うプ ログ ラム を開発 した 。

小 さ な農企 業 での経 験 に頼 った不 正 確 性 の 問題 を解 決 し,真 の コス トを把

握 す る の に,パ ー ソナル コン ピュー タは 理 想 的 な手段 の よ うに 見え る。 い い

かげ ん な ビジネ スの 把握 が,屡 々小 さ な牧 場主 が,問 題 が あ る と気 が つか な

い うち に,倒 産 す る原 因 とな って い る のだ 。

TSSや 大 型汎 用 コ ン ピュー タが,こ の よ うな小 さ な農 場 や牧 場 主 に は 手

の届 か ない もの で あ るが,パ ー ソナル コン ピュー タは,他 の 農業 機 器 に 比べ

て も安 価 で あ る と言 え る。

上 述 の よ うな ソ フ トウエ アが,十 分活 用 で き る よ うに な る よ うに学 生 を教

育 を す る こ とも必要 で あ るが,さ らに 自分 自身 が 必要 な シス テ ムを作 って い

け れ ば一 層 良 い結 果 に な るに違 い な い 。

〈ForeignI・anguageDept.〉

ス ペ イ ン語 を 始 め と して,語 学 教 育 に も使 用 さ れ てい る。

パー ソナ ル コ ン ピ ュー タは,外 国語 を学 ば せ る道具 と して無 限 の可 能 性 が

あ る と考 えて い る 。そ して,学 生 に とって 大 き な魅 力が あ り,興 味 を起 こさ

せ る。 だか ら教材 は各 所 で どん どん 作 られ て い くに違 い ない。従 来 の よ うに

教 師 へ の支 出 に制限 が あ った と して も,従 来 よ りは 多 くの種 類 の外 国 語 を教

科 の レバ ー トリに含 め る ことが で きる よ うに な るだ ろ う。

パ ー ソナ ル コ ン ピュー タを ベ ー ス に し新 しい機 器 を組 み 込ん で,第 二言 語
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と して の 英 語 を 教 え るworld-wideの シ ス テ ム を 開 発 中 で あ る 。

CupertinoSchoolDistrict

この学 区 には14の 学 校 が あるが,そ のほ とん どがパ ー ソナ ル コン ビL－

夕を使 って い る。 いず れ も活 用 してい るが,特 徴 あ る利 用 例 が 四 つ あ る。

〈 コン ピュー タの初 歩 教 育 〉

ある小学 校 で,優 秀 な児童 は コン ピュー タの勉 強 が選択 で きる 。2年 生 く

らいで も8時 間程 度 の 教 育 を行 うと,自 分 で相 当の プ ロ グ ラムが 書 け る よ う

に な る。

そ の 大 きな要 因は グ ラフ ィ ック スに ある と考 え られて い る 。 これ が ある た

め,教 育 の反応 が非 常 に早 い 。 これ は 重要 な教 育要 素で ある。 この よ うな こ

とで児 童 の関 心 を魅 きつ け る こ とか ら教 育 が始 ま る。

〈 ク ラス ルー ム管 理 〉

・j・学 校 の4か ら6年 生 の混 成 ク ラス62名 で算数 の教 育 を した 。優 秀 な児

童 はず い ぶ んそ の成 績 を伸 ばす こ とが で きた 。 しか し,こ の よ うな こ とは,

屡 々あ る こ とで,教 師 と して今 や,や るべ き こ とは児童 の成 績 や学 習 状 況 の

管 理 で あ る。

やは り,パ ー ソナル コン ピ ュー タの利 用 に よ り,従 来1時 間 ずつ 毎 月 か か

って いた 資料 整 理 が,5分 間 で 済 む よ うに なb,教 育 に よ り一層 力 を注げ る

よ うにな った。

〈 問題児 教 室>

Collins中 学校 で は,矯 正 ク ラスか ら出 てい こ うと して カ ウン セ ラー の所

に行 った り,全 く出席 率 が悪 か った り,全 く非 協 力的 な問題 児 に よる矯 正 対

'象 の 生徒 が 居 た
。 しか し,Apple皿 が この ク ラス に導入 され てか ら,他 の 正

常 の ク ラスの生 徒 が,矯 正 ク ラス に入 りたい た め に,カ ウ ンセ ラの 所 に行 く

とい う,全 く逆 の 現 象 が起 こる に到 った ので あ る。

た とえ ば,3年 生 の読 解 力 しか なか った3年 生 は,パ ー ソナ ル コ ン ピ ュー

タに よる国語 教 育 で,1学 期 間 に7年 生 の レベ ル に な る こ とが で きた 。 この
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種 の 生徒 の 大 部 分 は,書 き取 りなん か は合格 水 準 か らは るか に下 で あ ったが

新 し くな って か らは,最 もで きの悪 い生 徒 で も80点 は とれ る。最 も重要 な

の は,こ の ク ラス の生 徒 自身が,学 生 相 当の 自信 を持 つ よ うにな った こ とで

あ る。

〈 コン ピュー タ書 き取 り〉

コ ン ピュー タの教 育 をす るの に ,従 来 は 流 れ 図 とか,パ ンチ カー ドを作 る

な どか らや って い た 。通 常,流 れ 図 の書 き方 を学 び 本 当に 自分 の や りたい こ

とを,壁 い っぱ い に な る ぐ らいの 流 れ 図に 書 き上 げ た 頃 に は次 の学 期 に な っ

て しま う。 コ ン ピュー タ を利用 した学 習 で は,こ の よ うな努 力を ムダに す る

こ とな く,教 育 の効 果 が あげ られ て い る。

〈 内 部 訓 練 〉

この 学 区 で の コ/ピ ュ一 夕教 育 の成果 は,B.Goodson(中 学 校 の数 学教

師)が,適 切 な考 え の 下 で,地 区 全 体 の コン ピ ュー タ教 育の た め に,関 係者

を指 導 した か らに他 な らな い 。

彼女 の よ うに,し っか り した考 え と情 熱 を持 っ た プ ロモ ー タが 居 る こと も

実 質 的 には コ ン ピュー タ教 育 には 重 要 な要 素 で あ る。 彼 女 は,や は り コン ピ

ュー タ を教 え た り,こ れ を利用 した りす る教 師 は ,基 礎 的 な コ ン ピ ュ ー タの

要 素 を知 って い なけ れ ば な らない と考 え て い る 。 だか ら,こ うい っ た点 での

指導 も行 っ て きた 。

も う一 つ は,教 師 は 簡 単 な プ ログ ラム くらいは 組 め な けれ ば い け ない,と

い うこ とで あ る。 プ ロ グ ラ ミング の勉 強 を教 師 達 に す す め てい る。 それ は,

常 に十 分 な ソフ トウエ アは 存 在 して いな い。一 方,教 師 達 には,ち ゃん と し

た プ ログ ラマに な るだけ の 時 間 は割 け な い。 しか し,他 人 の プ ログ ラム を選

ん だ り,自 分 が欲 して い る プ ログ ラムを作 らせ る こ とが で きる だけ の プ ロ グ

ラ ミング知識 は持 っ て いた 方 が よい,と い うこ とで あ る。

この よ うな考 え 方 で,関 心 の あ る この学 区 の教 師 達 に コ ン ピ ュー タの 指導

を してい る。 いず れ にせ よ,パ ー ソナル コ ン ピュー タは 親 しみ や す い もの で

若干 時 間 が かか るか も しれ ないが,機 械 や 数学 の知 識 が 無 くとも,使 い こな
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せ る よ うに な る ことが で き る。そ れ ま で 耐え る必要 が あ り,

のだ 。

ま た価 値 が あ る

SwissFederalInstituteofTechnology

t

プ ロ グ ラ ミン グ言 語PASCALで 知 ら れ るNieklausWirthが 教 え て い

る こ の 大 学 で は,55台 のAppleを 購 入 した 。 こ の 大 学 は 技 術 と科 学 の 教

育 に 力 を 注 い で い る 。

こ こ で は,Apple皿 を コ ン ピ ュー タ 科 学 の 初 歩 ば か り で な く,高 い レベ ル

の 教 育 に ま で 利 用 し よ う と して い る 。

1年 間 に 約1,500名 の 学 生 が この パ ー ソナル コン ピュータ に 接す る 。Wirth

に す れ ば,Appleの た く ま しい デザ イ ンそ の 他 が 気 に 入 っ た と い うこ と だ が

PASCALが 役 立 る とい う点 が 最 大 の 選 択 ポ イ ン トで あ っ た で あ ろ う。

直 接 手 に 触 れ られ,.打 語 で き る コ ン ピ ュ ー タ と して,パ ー ソナ ル コ ン ピ ュー

タ の 魅 力は,学 生 に と つ て も大 き な もの で あ る とWirthは 指 摘 して い る 。

R㎡)chesterInstituteofTechnology

t

こ こ で は 十 の カ レ ッ ジ の う ち六 つ の カ レ ッ ジ で パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュー タ を

使 っ て い る 。Engineering,FineandAppliedArts,GeneralStudies,

GraphicArtsandPhotography,InstituteCollege,National

TechnicalInstituteforDeaf(NTID)で,数 十 台 使 っ て い'る 。

<NTID>

世 界 で 唯 一 の 耳 の 不 自 由 な 人 の た め の 工 科 カ レ ッ ジで あ る 。 耳 の 聞 こえ る

学 生 を 対 象 と した キ ャ ン パ ス で,不 自 由 な 学 生 を教 育 す る の を 組 織 的 に 行 っ

て い る所 と し て も初 め て の もの で あ る 。 そ の 中 で ,パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ

が 多 面 的 に 活 躍 して い る 。

NTIDに は1,000名 の 学 生 が 居 る が,そ の 殆 ん どがApple皿 を 使 っ た 経

験 を 持 っ て い る 。 常 時350名 の 学 生 が,プ ロ グ ラ ミン グ,エ ン ジ ニ ア リ ン

グ,会 計 学,化 学,ワ ー ドプ ロ セ シ ン グ,医 療 記 録 な どの ク ラ ス で の 実 地 訓
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練 に十 数 台 を使 って い る。NTIDの 学 生 用 コ ン ピュー タセ ン タには,6台

のAppleが あ り,週80か らloO時 間 開 い てい て,稼 働率 は90%を 越 え る。

ここに は 指導 員 は居 ない 。 ク ラスの課 題 をや るの では な く,学 生 自身が 自分

で考 え た処 理 を や るの で あ る。

教 室 で先 生 が教 え ると き に,そ の 内容 を デモ る ため に も,い ろい ろ と活 用

され て い る。先 生 自身 が教 材 を作 るの に 多 くの努 力 を してい る。 た とえ ば,

ボル トとナ ッ トの構 造 を表 示 した り,グ ラフ ィ ックテ グ レ ッ トを利 用 して,

製 図 の仕 方を見 せ た りす る こ とは 容 易 で あ る。 ア ニ メー シ ョンを 多 く取 り入

れ る様 に した い,と して い る。

科 学 技 術 関係 の学 科 でパ ー ソナル コン ピ ュー タは 多 く利 用 され て い るが,

文 科系 の学 科 で も活 用 され てい る。学 生達 に"computerliterate"(コ

ン ピュー タを使 い こなせ る人,あ るい は コン ピュー タで読 み書 きで き る人)

に なる よ う奨 め てい る。工 芸 デ ザ イ ンな どでは,コ ン ピ ュー タの お か げ で デ

ザ イ ンにか け る時間 が,何 日 とい う程 度 か ら何 時 間 とい うほ どに減 って い る 。

こ うい う時 代 では,学 生 達 が コ ン ピュー タを利 用 す る勉 強 を して お くこ とは

就 職 の ため に も不 可欠 で あ る と考 え て い る。

ある先 生 は,読 唇 術 の授 業 の た め のAppleの ソフトウエア を開 発 して い る。

会 計 学 な どでは 当然有 効 な働 きを して い る。特 に,ワ ー ドプ ロセ ッサ と して

の利 用 と組 み合 わ せ て,耳 の 不 自由 な 人達 が実 際 に事務 所 で働 く仕 方 が工 夫

され 身 につ け られ る。

NTIDの 理 事 長W.Castle博 士 は,1980年 代 の一 つ の 目標 は,NTID

の教 職 者 全 員が コ ン ピュー タ知識 を持 つ こ とで あ る,と 言 ってい る。

〈計 算 機 学 科 〉

"InteractiveComputerGraphics"を 教 え るの に ,従 来 は 大 型 コン ピ

ュー タセ ン タのTektronix(}raphic装 置 を 使 っ てい た が,色 がつ か ない こ

と と,選 択 式 の対 話 が で きな い こ とで 不 便 で あ った。 これ をAppleのPAS

CALシ ステ ムにす る こ とに よって,必 要 な概念 を全 て教 え る こ とが で きる

よ うに な った 。
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〈美 術 工 芸学 部 〉

この分 野 で は,い ろ い ろな 面で学 生 の 時間 節 約 に役立 って い る。"1etter-

form"の 生 成 や"symbol"の デザ イ ンで威 力 を発揮 してい る。 学 生 達 は従

来 手 作業 でや って い た の に比べ て,は るか に 多 くの 創造 をす る よ うに な った。

今 の と ころ100名 くらいの学生が これ をや った が,も っ と多 くの学 生 が そ れ を

望 ん で い る。 しか し残 念 なが ら現 有 の設 備 が不 足 で,十 分 に対応 しきれ て い

ない 。

パ ー ソナ ル コ ン ピュー タを使 え る こ とが就職 に役 立 った例 が 出つつ あ る。

〈写 真 科学 計 測 学 科 〉

こ こで は,計 算 の 道具 とグ ラフ ィ ック の媒体 の二 つ の 目的 に使 用 してい る。

光学,像 形 成,分 析,統 計 解 析,放 射 線計 測,写 真 化学 を教 え るの に役 立 っ

て い る。一 つ の利 点 は,リ ア ル タ イムに質 問 に応 答 で き る こ と。講 義 に必 要

な グ ラフ ィ ック部 分 をデ ィス ク に入 れ て おけ ば 直 ぐに レ ビ ュー で き る こ と。

デ ー タ分析 が 即 刻 で きる こ と,で あ る。

デ ー タ処理 と分析 が 早 くで きる こ との 利点 は,従 来 は で きなか った よ うな

仕 方 とス ピー ドで実 験 を進 め る ことが で き る ことで あ る。 た とえば,大 量 の

デ ー タを操 って,そ れ を分析 しプ ロ ットさ せ た り,高 度 の計 算 を して デ ィス

プ レイ した り,Appleに 直 ぐにさ せ る ことが で きる。以 前 だ と,学 生 が この

た め に二 晩 は か か った が,今 では10分 間 で済 ませ られ る。

〈GeneralStudiesの 心 理 学 科〉

以 前 か らパ ー ソナ ル コン ピュー タを,記 録 保 存 の た め に使 用 してい た が,

これが 心 理現 像 を デ モ ンス トレー シ ョンす る のに 非 常 に貴 重 な もので ある こ

とと,伝 統 的 な実 験 の 中か ら新 しい知 見 が得 られ るか も しれ ない こ とに 気が

つ い た。

まず,心 理学 入 門 を受 講 して い る学 生 か ら得 られ る大量 め記録 の整 理 を実

行 した。 た とえ ば,完 全 自習 方式 の学 生 が200名 居 る 。彼 等 は 自分 の ペー ス

でテ キ ス トを読 み一 学 期 に8回 のテ ス トを受 け に来 れ ば よい。 不合 格 なテ ス

トは合 格 す るま で 再 テ ス トを受 け る。Appleを 使 っ て,各 学 生 の進 度 状 況,
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成 績,な どを容 易 に 管理 で き,必 要 な学 生 指導 を適 切 に で き る よ うに な り,

先 生 の記録 保 存 の た め の 時間 を節 減 してい る。

ESP(超 感覚 的 知 覚=テ レパ シー… … 虫が 知 らせ る ,な ど),Phi現 象

(仮 現 運動 …… ネ オ ンサ イ ンが順 々に点滅 して い くと,動 い て い る よ うに見

え る,な ど)や マス キ ン グ現 象(動 き を感 じさせ る錯 覚 の一 種)をApple

を使 ってデ モす る こ とが で きる 。

この よ うな工 夫 は,伝 統 的 な心 理測 定 器 の い くつ か を不 要 した 。瞬 間 露 出

器(視 覚検 査 器 の一 つ),Phi現 象 表示 器,反 応 時間 測 定 器 とそ の記 録 ドラ

ム がそ の例 で あ る。

音 楽 の基 礎教 育へ の 適 用

〈Tennessee大 学 音楽 科 の旋 律 間 隔 訓練 〉

音 楽 科 の新 入 学 生 に は30分 ず つ の コン ピュー タ室 で の訓 練 を課 す ことに

して い る。何 回 や る か は,こ の コー ス の始 る と きの診 断 試 験 で決 め られ る。

この コ ン ピュー タ ドリル とナ ス トお よび講 義 の併 用 は ,非 常 に効 果 的 で,

従 来 の オ ーデ ィオ テ ー プに よる ドリル と演 習 に 比べ て,学 生 の成 績 は 大 き く

向上 した。

パ ー ソナル コン ピュー タでは ,直 ぐに フ ィー ドバ ック が され る と,間 違 い

の診 断 の ある反応 が,こ の 方式 を成 功 させ て い る理 由 と見 られ てい る。

多 くの学 生 は15分 でAppleの 操 作 が で き る よ うに な り,あ る学 生 に言

わせ れ ば"従 来 な らば3年 か か る と ころ を,3日 で で きる よ うに な っ た"と

い うほ どで あ る。

〈StephenEAustinState大 学 〉

和 音 と旋律 の 認識,間 隔 の ドリル,作 曲,基 礎 音 響学 の教 育 にパ ー ソナ ル

コ ン
、ピ ュ一 夕を使 って い る。 三年 間 の実 績 が あるが,効 果 的 で あ る。

〈Wisconsin州LaCrosseの 小 ・中学校 〉

リズ ム,音 符 の理 解,音 の 高 さの読 み 取 りを教 え るの に使 っている。MMI

(MicroMusicInc・)の ソ フ トウエ ア と ファー ム ウエ ア を使 用 してい る。
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〈IllinoisState大 学 の 音 楽 ラ ブ 〉

こ こは10台 のAppleが あ り,毎 週800人 の 学 生 が こ れ を 使 用 し て い る 。

音 楽 専 攻 で な い 学 生 も含 ま れ て い る 。 こ こで も,MMIの ソ フ ト ウ エ ア とフ

ァ ー ム ウ エ ア を 利 用 して い る こ れ に は,

・MusicFundamentals

・MusicTheory

・MusicComposition

・EarTraining

・MusicApPreciation

・MusicHistory

が 含 ま れ て い る 。

利 点 の 一 つ と して,コ ン ピ ュ ー タ は 全 く認 耐 強 い とい う こ とが あげ られ て

い る 。

〈Torquay小 学 校inVictoriaB.C.>

7年 生 と8年 生 にAppleを 使 っ て 音 楽 の 理 論 を 教 え て い る 。 パ ー ソナ ル

・コ ン ピ ュ ー タが 三 つ の 感 覚_触 れ る こ と
,視 る こ と,聞 く こ と 一 に 訴 え

る点 が 良 い と考 え て い る 。 感 覚 を 使 う こ と は学 習 効 果 を 高 め る 。

生 徒 は ま ず 人 マ ネ 作 曲(copy_cattingcomposition)を す る が,直 ぐ

に 自分 で 作 曲 す る よ うに な る 。 い ず れ の 日 か,音 楽 を デ ィ ジ タ ル 数 字 で 書 く

こ と に な る だ ろ う,と 予 感 さ せ る。

〈SouthernMethodist大 学 〉

他 の 所 で 行 っ て い る よ うな 音 楽 で のCAIを 積 極 的 に 行 っ て い る が,音 楽

学 生 自 身 が パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ を使 う こ と に 興 味 を 持 ち,バ ン ド指 揮 を

パ ラ メ ー タ で コ ン ト ロ ー ル す る プ ロ グ ラム を 作 っ た り し て い る 。

VirginiaIntermontGollege

六 百 数 十 名 の 学 生 が 居 る 大 学 で あ る 。このCIM(ComputerInformation

Management学 科)は,パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ を ベ ー ス に した 四 年 制 の 学
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士 号 を授 け る 唯 一 の 大 学 で あ る 。

CIM専 攻 の 学 生 は,ビ ジ ネ ス,理 科 学,社 会 科 学,教 育 そ の 他 の 各 分 野

を サ ポ ー トす る こ と を 目 指 して い る 。教 科 内 容 は,た と え ば 次 の よ うな も の

で あ る 。

・IntroductiontoComputerProgramming

・PeripheralDevices

・SoftwareSystems

・FORTRAN

・COBOL

・PASCAL

・PILOT(CAI教 材 作 成 用 プ ロ グ ラ ミン グ 言 語)

CIMの 主 任 教 授P.D.Jackson博 士 は,"CIMは 明 日の 活 力 で あ る 。

全 て の 職 業 が コ ン ピ ュー タ,特 に マ イ コ ン の 知 識 を 必 要 と して い る 。"プ ロ

グ ラ ミ ン グ の ベ テ ラ ン で も あ るJackson博 士 は,大 型 コ ン ピ ュ ー タ と マ イ コ

ン の プ ・ グ ラム に 差 は な い が,マ イ コ ン の 場 合 に は よ り一 層 効 率 を求 め られ

る だ ろ う,と 感 じて い る 。1984年 は この 大 学 の100周 年 に な る の で,明 日

の 世 界 に 役 立 つ 新 し い もの を 準 備 し,新 しい 学 生 を 誘 き つ け る よ うな 教 育 方

法 の 革 新 を 進 め て い る 。

∂

CSM(ColoradoSchoolofMines)

CSMに は36台 のAppleが 使わ れ てい る。学 生 数 はZgoo人 で ある。12

の学 科 が あ り,い ろ い ろな利 用 の仕 方が 見 られ る。

〈 治 金 学 科 〉

実 験 の オ ン ラ イン コ ン トロー ル と,相 手 衡 図 の よ うな グ ラフデ ー タの表 示

に使 って い る。

<数 学 科>

Appleを4台 の ビデ オ プ ロジ ェク タに つ なげ て,計 算 の幾 可 学 的説 明 な ど

に利用 してい る。
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〈化 学 科 〉

質 量 分光計 に よる分析 能 力 を著 し く高 め るの に役 立 って い る。 質 量 分光 計

は 非 常 に高価 な機 器 だ が,こ れ に よ って 資料 の要 素や成 分 の分析 が で きる 。

機 器 に は プ ロセ ッ トや プ ログ ラムが 内臓 され てい るが,そ の 制 約 が 大 ぎす ぎ

た 。Appleで デ ー タ処 理 す る こ とに して,そ の 制 約が取 り除 け た 。

〈地 域 物理学 科 〉

"地 震 処 理"は
,石 油 探鉱 の ため の 人工地 震 を起 こ して,そ の 分析 を す る

もの で あ る。従 来 の地 震 処理 分析 は,大 型 コ ン ピュー タに よって 行 わ れ てい

たが,小 規模 の地 震処 理 の デ ー タ分析 では,パ ー ソナル コン ピュー タが効果

的 かつ効 率 的 で あ る こ とが 分 り活 用 して い る。

〈古典 語 学 科>

Appleを 古典 語 の ワー ドプ ロセ ッサ と して利 用 してい る 。学 生 は これ に よ

っ て演 習の作 文や 報告 書 の 作成 に使 う。 先生 が そ れ を修 正 させ るが ,学 生 と

先 生 とのや り取 りが能 率 よ く行 わ れ る。

〈鉱 物経 済 学 科 〉

石 油,石 炭,金 属 産 業 に おけ る経 済 分析,オ ペ レー シ ョン ズ リサ ーチ に活

用 して い る。

CSMで は,パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ の 応 用教 育 の た め に ,15台 の

Appleを 使 い,

・技術 文書 の書 き方

・コン ピ ュー タ プ ログ ラ ミン グ

・製 図

・コン ピュ ー タグ ラフ ィ ック ス

・工 学 的 問題 解 決

さ らに,学 生 が 個 人 的 に パ ー ソナル コン ピュー タを購 入 して使 用 す るの を

支援 す るた め に,学 生 ロー ンの適 用 もされ る。

一33一



2CarnegieMbllon大 学

CarnegieMellon大 学(CMU)計 算機 科学 科(CSD)の 斉藤 信 男 先生 の

案 内 で,同 科e(foけ る教 育 ・研 究 活 動 等 の 紹介 を受 け,さ らにSPICE計 画 に

関連 して,RichardCohn研 究 員 とPeterFeiler研 究員 か ら,そ の研 究

の一 端 を聞 い た。

極 め て 著 名 な 大学 の,コ ン ピュ ー タ研 究 の メ ッカの一 つ で もあ る先進 的 な計

算 機 科 学 科 で あ る の で,特 に 紹 介 すべ き こ とは 無 い の か も しれ ない が,何 か 書

くことが 義務 で もあ り,ま た 読 者 に よっ ては 参 考 に なる場 合 もあ ろ う と も思 え

るの で,若 干 の感 想 を折 り混 ぜ て,紹 介 す る ことに す る。

まず,教 授 連 の顔 ぶ れ を見 て 感心 す る。 そ の 著 名ぶ りは さて お き,計 算機 科

学 科 と言 い なが ら,か のHerbertA.Simonで 代 表 され る よ うに 心理 学 の 先生

が数 名含 まれ て い る こ とであ る。 次は,roboticsの 先 生 も相 当居 る こ とで あ

る。

我 々実 務 家の 立 場 か らすれ ば極 め て 当 然 で あ るべ きこ と であ るが,禾 だ 日本

で はそ の例 を見 ない。

情 報 処 理 界,特 に これ か ら急 激 に普 及す る で あ ろ うOAに お いて は,人 間的

側 面 を重 視 した シス テ ム利 用 が 行 われ な けれ ば な らない。 解 決 あ るい は考 慮 す

べ き点 は 多 々あ る。 こ うい った 分野 で もCMUの 先 進性 が うか が わ れ る。

2.1CMU・CSDの 設備

教 育 の場 全 体 が,利 用 で き る最 高の コ ン ピ ュー タ設備 を活 用 して い る とい っ

た 感 じで あ る。 しか し,そ れ は 金 に あか してぜ い た くを して いる とい うの では

ない。 研 究 の一 つ の大 きな 目標 が,コ ン ピ ュー タお よびそ の 周 辺 の技 術 を高 め,

そ れ を適 切 に活 用 す る こ とに よ って研 究 と教 育 の 効 率 ・効 果 をさ らに高 め よ う

とい うと こ ろに あ って,研 究 の成 果 が 直 接研 究 と教 育の 場 で 実 用 され る。 そ れ

が ま た,研 究 ・教 育 を促進 す る。 この サ イ クル が非 常 に うま くい っ てい るの だ

ろ う。

この よ うな情況 が,教 育 ・研 究 機 関に お け る コ ン ピ ュー タあ る い は情報 処 理
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担 当 部署 が 狙 うべ き もの で あ るに違 い ない。

な お,使 用 現場 か らの コンピュータ関連設備へ の要望 は積 極 的 に と り入 れ る体

制 と して,「 計 算機 設備 改善 委員 会 」が あ り,妥 当 な現案 は か な り実 現 され る

との こ と で あ った。

(1)概 要

DECの コ ン ピ ュー タを主体 と した 分 散 処 理 システ ム で あ る
。 概 要 は 図2.1

に 示 され て い るが,こ の他 に もい くつか 専 用機 が あ る。

■

`
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図2.1 CMUの 主 要 設 備
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図2.1の 上 半 分は,CSDの ほぼ 専 用 で あ る。CMU全 体 の 計算 セ ン ター

機 能 を果 し,undergraduateの 学 生 が利 用 して い るのが,下 半 分 に相 当す

る。 この 端 末 はAか らEに 区 分 され て い て,学 科 別 に割 当 て られ て い る。

ざ ▽

■

・ 義 ・・.

<・.//1「t.tw-.'、tte⊂了 ぐこ:
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で な ・

図2.2CSDの 端 末 セ ン タ ー 入 口

ひ

●

図2.3CSD端 末 セ ン ターの 内 部風 景
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CSDの 学 生 用 端末 セ ン ターは,環 境 も大 変 良 く雰 囲 気 もす ば ら しい。 一

方undergraduateの 端末 セ ン タは若 さに あふ れ て い る とい った ところ だ。

●

図2.4undergraduateの 端 末 セ ン タ ー

'

.

.■

図2.5若 さあ ふ れ る
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●

undergraduateの 端 末 セ ン タ ー の 角 に は,指 導 員 の 部 屋 が あ り,学 生 が

二 人,プ ロ グ ラ ム シ ー トを持 っ て 質 問 し て い た 。

図2.6指 導 員 室入 口

セ ン ターに は,端 末 の 他 に大 量 の 出力の ため に ライ ン プ リンタが 数 台置 か

れ てい る。 この セ ン ターは,到 る所 に 大 きな"ク ズ入 れ"が 沢 山配 置 され て

い た が,こ の ライ ンプ リン タの まわ りは特 大 の もの が 置 いて あ っ た。 そ の 中

の もの を拾 ってみ る と,assingmentと そ の結果 らし き もの のPASCAL

で書 か れ た リス トで あ った 。 四苦 八 苦 して い る様 子 が 感 じ とれ る。

大 量 か つ 高 印 字 品 質 の ドキ ュ メ ン トが 必 要 な らば,DoverPrinterに

出 力す る よ うに リク エス トす れ ば よい。 そ の 一 例は,2.2(1),② に 紹 介 す る
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が,マ ニ ュ ア ル,教 材,講 座 案 内 に 到 る ま で,DoverPrinterに よ っ て 受

け と る よ う に な っ て い る。 印 字,編 集 が す ば ら しい の が よ い 。

●

4

図2.7

ペ

プ リ ン タ ー ス テ ー シ ョ ン

「

、■

`

図2.8出 力 用 紙 の ス タ ッ カ
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ltte,教 授 以 下 主 な学 生 までCSDの メ ンバ ー は,自 室 に端 末 を持 って い

る。 研 究 グル ー プで共 同 で複 数台 持 っ てい る場 合 もある。 図2.2,2.3の 端

末 セ ン タ ー に は25台 の 端 末 とVecterのgraplrics端 末 が 置 い て あ っ た 。

② 主 要 設 備 の 内 容

General-PurposeTime-SharingSystems

CMU-A:PDPloKL-10TOPS-10シ ス テ ム

・主 記 憶lM語1μ 秒

・デ ィ ス ク2×109バ イ ト

・MTU9ト ラ ック2台

CMU-B:PDP10KA-10TOPS-10シ ス テ ム

・主 記 憶256K語2μ 秒

・デ ィ ス ク6×188バ イ ト

・MTU9ト ラ ック,7ト ラ ック 各1台

CMU-C:PDP2060TOPS-20シ ス テ ム

・主 記 憶1 .5M語

・デ ィ ス ク8×108バ イ ト

CMU-D:PDP10KA-10TOPS-10シ ス テ ム

・主 記 憶256K語2μ 秒

・デ ィ ス ク5×IO8バ イ ト

・MTU7ト ラ ッ ク2台

Altos:Altol6台

AItoは'Xeroxの ス パ ー パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュー タ(未 発 売 一 試 作 機)

・16ビ ッ ト語

.80ビ ッ ト/イ ン チ ビ ッ トマ ッ プ に よ る モ ノ ク ロ 高 速 グ ラ フ ィ ッ ク

デ ィ ス プ レ イ

・ ハ ー ド デ ィ ス ク2.5M字

●Ethernetポ ー ト

ー41一



PERQs:PERQ40台

PERQはThreeRiversComputerCorp.(日 本 の 代 理 店 は 「理

経 」)が1981年 に 発 表,発 売 して い る ス ー パ ー パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ。

AItoを 源 流 と した 商 品 機

・16ビ ッ ト語IMバ イ ト1MIPS

・モ ノ ク ロ768×1024ド ッ ト縦 型 の 高 速 グ ラ フ ィ ッ

ク デ ィス プ レ イ リ フ レ ッ シ ュ速 度60個/秒

・ハ ー ドデ ィ ス ク12ま た は24Mバ イ ト

・タ ブ レ ッ ト装 置 に 特 徴

・Ethernetポ ー ト

・日本vak・ け る 標 準 構 成 シ ス テ ム の 価 格 は1,200万 円

ComputerCenterforgeneraluse

図2.1で 下 半 分 に 掲 げ た シ ス テ ム が これ に 当 る。5台 のDEC

System-20で あ り,そ れぞ れ独 立 して い る。OSは い ず れ もTOPS-20

が 使 わ れ る。

Specia1-PurposeSystems(一 部)

VLSI-VAX:DECVAX-11/780UNIXrOS

VLSIdesigngroupに よ っ て 使 わ れ て い る。

・主 記 憶2Mバ イ ト

・デ ィ ス ク8×108バ イ ト

・MTU9ト ラ ック

IUS-VAX:DECVAX-11/780UNIXrOS

ImageUnderstandingresearchgroupで 使 わ れ て い る 。

・主 記 憶4Mバ イ ト

・(そ の 他 同 上)

ZOG-VAX:DECVAX-11/780

ZOG(L－ ザ ・コ ン ピ ュ ー タ イ ン タ ー フ ェ ー ス の 開 発 プ ロ ジ ェ ク ト)

groupが 便 っ てhる 。'
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・主 記 憶1Mバ イ ト

・ デ ィ ス ク8×
.1e7バ イ ト

PS-VAX:DECVAX-11/780

ProductionSystemgroupで 使 わ れ て い る 。

・(同 上)

SUS-40E:PDPIl/40EUNIXrOS

SpeechUnderstandingresearchgroupとRoboticsカs使 っ

て い る 。

沢 山 のaudio-,video-,speech-processingの 周 辺 機 が つ け ら れ

て い る。

Cm*:CMUが 作 っ た50台 のLSI-11プ ロ セ ッ サ に よ る マル チ プ ロ

セ ッ サ 。

・10～15MIPS

・主 記 憶2M語(16ビ ジ ト)

・多 様 な1/0装 置 が つ く

SupPortFac .i1・ities

◎

●

Ethernet:3Mビ ッ ト/秒 の パ ケ ッ ト交 換 ネ ッ トワ ー ク。5Mビ ッ ト/

秒 に 高 速 化 す る 計 画 が あ る。

IFS(IntrimFile .Server):.ef .hernetetCつ な が る 高 速 高 信 頼 性 の 中

央 プ ア イ ル 。 … 三.,-

Dover:Xerox高 速 レ ー.ザ プ リ ン タ ・ .,t

1ぺ'ジ/秒 の 速 度 で イ ン チ 当 り384ド ッ ト.の 高 密 度 の 印 字 が で き

る。

XGP:Xeroxグ ラ フ ィ ヅ ク ス プ リ ン.タ

7ペ ー ジ/秒 の速 度 で イ ンチ 当 り183ド ッ トの印 字 が で き る。

CSDに は,ハ ー ドウ ェア開 発の 研 究 室 を持 ってk・ り,専 任 の ス タ ッフが

*'.

は こ こで作 られ て い る。製造 や メ イ ンテ ナ ンス を行 っ てい る。C…m
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(3)産 学 協 同

CMU・CSDはXerox社,DEC社,ThreeRiversComputer社,

Siemens社 そ の他 の ハ ー ドウェ ア,ソ フ トウ ェア会 社 と交 流 が 密接 で あ る。

教 授 か ら研 究 員 に到 る ま で,上 記 の 企業 に在 籍 した ま ま兼 任 して い るの が

何人 も居 る。Alto,PERQの ハー ドウ ェア,ア プ リケ ー シ ョンな ど も,共

同 開発 的 な色採 が 強 い。

この よ うな こ とが 自由 に行 え るの は,少 くと も技 術 と応 用 の 発展 の た め と

は,ほ とん ど不 可 欠 と言 え る くらい 重要 だ と思 え る。

現在,PERQの 出荷 は100台 を越 え て間 もな い程 度 だ が,そ の半 数 は

CMU・CSDで 使 わ れ て い る との こ とで あ る。

この ような傾 向は 他 の著 名 大学 に もあ る よ うに 見 え た。

(4)学 内OAと して の 側 面

この よ うな ロー カル ネ ッ トワ ー クに 結 び つい た 端 末 が,数 多 く学 科 内に 設

置 され て い るの で,一 部 は 事 務 ・管 理 ス タ ッ フの机 に もあ る。

これ が,相 当高 級 なcomputer-basedmailsystemと して働 い て い る

こ とが 実 見 できた。 学 科 内の メ ッセ ー ジや メモの 多 くの 部 分 に これ が使用 さ

れ てい る との こ とで あ っ た。

当然,事 務 処理,管 理 業 務 に も駆 使 され てい た。 ま た,前 に も述べ た よ う

に優 れ た プ リン タ(DoverPrinter)が 便 用 で きるの で,多 くの 印刷 物 が・

これ に よって,必 要 な人 が 必 要 な時 に取 り出す,と い う形 で配 布 され て い る。

無 駄 な数 の 印刷 物 を作 らない 効 果 に もなっ て い る。

さ らに,ARPAnet,Telenetと の接 続 もある の で,他 の 大学,他 の

国 との電 子 メール に も実 際 に 活 用 させ て い た。(我 々の 調査 グル ー プ の 訪 問

に 関す る ア レン ジ,連 絡 も大 部 この お世 話 に な った。)

この種 の実 用 が,研 究 と密 着 して行 わ れ て い る点 に,強 い印 象 を受 け た の

で あ る。

●

一44一



2.2CMU・CSDの 教 育

(1)TOPS20に つ い て

図2.1に 示 した コ ン ビ ・・一一タの 多 くがTOPS-20シ ス テ ムで動 く。 一般

の 学 生 お よびCSDで 初 め て こ この コン ピ ュー タ を利用 す る と きは,ま ず

TOPS-20を 学 ば なけ れ ば な らない。

TOPS--20の 扱 い 方 と,そ の 学 習 が どの よ うになさ れ る か を,TOPS-

20の コ マ ン ドに よるDoverPrinterの 出力 サ ン プル を兼 ね て ,テ キス ト

の 一 部 を掲げ て紹 介 す る。(出 力 は,現 物 の方 が は るか に きれ い で あ る。 こ

こで は,い か に 印字 形 式 が豊 富か が 分 るだ ろ う。)

'

」

N

の

Z

NS2F

－

寸

N

N

亀

●
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図2.9(1)"出 力"の 最 初 に な る メ ッセ ー ジ
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－INTRODUCTORYTUTORIALFORTOPS-20

CS-1001evetcourses.FaSl1981

■

■

ThisdocumentisaimedatthestudentwhohasneverbeforeusedaTops-20computer.

ThistutorialhasbeenComputertypesetbytheScribedocumentpreparationsystem.Last

updatedon3September1981at12:02 `

図2.9{2)"ド キ=メ ン ト"の 表 紙
●

2.3で 説 明 す るSPICEシ ス テ ムに 組 み 込 まれ るSCRIBEド キ ュメ ン ト

シス テ ム で印 字 編集 され た もの で あ る こ とが,下 に示 され て い る。 これ も面 ,

白 い。
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1

ABOUTTHISDOCUMENT

●

ThisdocumentisanintroductorytutorialtotheTops-20computersatCarnegieLMellon

University.ThecomputerwewillbeusingforthiscourseisTops-DandTops-EYou

mustuseTops-DorTops-Eforthesetutorialsevenifyouhaveaccesstoother

machines.

Thedocumentisintendedtobeusedbothasatutoria|andasareference .Thedue
dateforeachtessonwillbeamouncedinclassbyyourinstructor .Theself-testatthe

endofeachlessonwillbegraded.AfterthelessonsareanumberofapPendices
'containingusefulinforrnation ..

First.takethelessonwithyoutoaquietptaceandlookoveritReviewitscontents .
andfamiliarizeyourselfwiththetanguage.Then.gototheterminalroom,sitdownata

terminalattachedtotheTops-DorEsystem .andfollowthelessoa

Therearevariousplacesinthelessonwhereyoumayhavequestions.Onthelesson.

b◎ldlyindicateyourquestions.Also.pieasewritedownanycommentsyoumighthave

abouttheselessons.Yourquestionsandcommentswillbedoublyhelpful .lnadditionto

providinginformationyouneed,theywillhelpimprovefutureeditionsofthe.lesson.

Whenyou'redone.taketheself-testatthebackofthe|esson .YouareencQuragedto

tryoutadditionalthingsattheterminaltofigureouttheanswers ..

.

Youmusthandintheself-testattheend.Youcanalsoturninyourlessonifyouhave

anyquestlonsorcommentsconcerningwhatyouhavelearnedThesewitlbereturnedto

youafterthese|f-testhasbeengraded.'

Rememberthatyourfinatgradein・thiscourseisdeterminedsole!ybytheMastery

Exam.Thegradesthatyoureceiveonassignmentsareintendedtogiveyoufeedback

onhowwellyoua陀progressingtowardstheMasteryExam.'

図2.9(5}
"ま え が き"

■ 図2.9(5)の"ま えが き"と 図2.9{6)の 冒頭 を読 む と,導 入 教 育 の 仕 方 が うか

がい 知 れ る。
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1.THETOPS-20EXEC

1.1tntroduction'』 ・の
TheCoMputerCenter'ster .minalroomsareinScH5200and5201.ScH5201canonly

be'enteredbyushgthqdoorway|ocatedontheleftsideofScH'5200.Atthefarend

ofScト{5200 .'isthe'tutorandUserqbnsultanでso臼ice.Shouldyouhaveaprob』m

concerningtheoperationoftheter'minalorprinter.theconsultantistheretohelpyoulf

youhaveanyproblemsorquestionsconcerningeitherpascalorFortran,theconsultantwilI

nothelpyou. 、Forthesetypesofprob|emsandquestionsyoumustseethetutors.

Also,-appointmentsfortutoringCahbemadeinScH6203fOr .thosebfyouwho
'e
xperiencemajordifficu|tyorproblems.ThetimesthetutorandUserC◎nsultant'soffice

isoPenwillbepostedonthedoorway:butgenerally,tutorsw川betheremostoftheday.

ThetimethatScH6203isopenwillbepostedonthebul|etinboardnexttoit,'
'

1.2Purpose' ,.:'.㎡.■ 層、
Thepurposeofthisassignmentistofamiliarizeyourse|fwiththeterminal.You'1口earn

hoW'tolog.inandIogout,howtotVpefiles'Conyourterminal}andprintthem{attheline

printer}.hbwtofindoutwhichfilesaieinyou仁directory.howtogetyoUr◎wncopyof

fileS'inotherpeople'sdirectories.andho))todeletefileswhenyou'redoneusingthem.

Todothisassignment,sitdownataterminalConnectedtotheTops-Dcomputer.and

fo!10wthelessongivenbeloW.AsyouenterScH .52.00thefirsttworoWs'ofterminals

toyourrightareTops-Ba百dTops-C.Donoiuse`theseterminals.Theotherfiverowsof

terminalsareTops-D/E.andarethereforyouruse.Youmayalsousetheterminals .

loacatedonthe.lefthalfofScH520・1,sincetheyateconnectedtotheTops-D/Esystem.

コ へ

.図2.8(6)"本 文".の 冒 頭.
.'.'"、t'L

.▲'・..… .・

◆

completed22-Oct-81

61PagesofOutput

■

●

図2.9(7)
"出 力"の 最 後 に な る メ ッ セ ー ジ ・
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●

(2)"IntroductiontoComputingB"

CSDの 講座 の 中に表 題 り もの が ある。 まずCSDの 学 生 が 最 初 に これ に

よっ て コ ン ピ ュー タ を学 ぶ。

この 講座 を とる こ とに した 学 生 は,そ の最 初 の講 座 に 出席 す る。 す る と,

例 のTOPS-20の 基 本 的 な使 い 方 を一 頁 に した もの を渡 され,そ れ に した

が っ て学 生 登 録 の チ ェ ック を"受 け",さ らに 出力 コマ ン ドに よって教 材 の

出 力 を させ る。 す る と,教 材 は 図2.8で 示 した1/0室 の 棚 で待 っ て い る。

この よう に して,ま ず ① 講座 の説 明,② コースの ス ケ ジュー ル,③ 課題1,

④ 課 題2,⑤ 課 題3を 受 け と る。,

これ に 関連 した テ ス トの例 を⑥,⑦,⑧ に挙 げた。

⑨ と⑩ は・,人 文 社会 科 学等 の カ レ ッ ジTheCollegeofHumanities

andSocialSciences(H&SS)の 学 生 向 けの入 門 講座 の課 題 で あ る。

す る も 教材 は,図2・stzあ る1/o室 の 棚 に 出 てい る こ とvalt60'

そ め 出 力の最 初 と最 後 は,図2.9(1)tsよ び 図2:9(7)に 掲 げ た の と同 じ形 式

で あ る。 上 か ら2行 目のPS欄 が 出 力の コマ ン ドと要 求 す る 出 力 の名 前 で あ

る。 一 ・

■

●

Carnegie-Me1
.10n.Un'iver'sityTOPS-E,TOPS-20Monitor4133661-2

PS:<IP99>PLH-111-SYL工 ▲8US.X9700.1

Crreated:25-Aug-8112:03:09Copies:1

Filefor'mat:M三FONT.Printmode:ASCIl

Spacing:SINGLE ,Style:NORMAL/PRESERVE

し ・

NobuoSaito

User:NS2FAccount:SOOIPriopity:20.Limit:25
Forms:NORMALPaper-type:NORMALOrientat{on:PORTRAlT

Requestqueued22-Oct-8114:41:54'Printed22-Oct-8116:50=39

図2-10こ の"教 材"の 出力 の最初
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① 講 座 の 説 明

INTRODUCTIONTOCOMPUTINGBSYLLABUS

Fall1981

Goals'

Th・g・ ・1・fthec。 …e .i・t・P…ideani・t・ ・d・・ti・nt・P・ ・9・ammi。gf。,th,・t・d。 ・しTbi、

includesalgorit㎞development.correctness.andimplementationinPasca1.Thestudenlwillbe

abletodesigtLcode.debug.executeanddocumenIsolutionstosimpleproblems.ノVOρreviOu5

θXρ θ"θ 鵬 θW〃 んCO〃7ρutingorcO〃1ρuters'S∂SSL〃7edorneedeゴ.

CourseStr凹cture.

●LeCtUreSLecturesw川beonTuesdayandThursdayofthenormalw㏄k
.Thesewill

betoala了genumberofstvdents.The1。picsfo了eachlectureareasindicatedin

yourdetailedcourseoutline.,

●ReCit∂tiOnEachstudentissignedupforasinglerecitationeachw㏄k .Here

s1udentsareexpectedtobepreparedtoPtesentsollltionstollolnework.askquestions,

er励equizzes.MateritilfoTwhicbthestudentisheldTesponsibleisnotedoothe

detailedcourseoutline-

Grading、,

●"∂5'θrγEx∂ 〃7Astudent'sgradewillbedeterminedentirelyb}-mastery

examination.Thisisaproctoredexa血inationatwhichthestudentisprovidedwitha

terminal.texts.referencemateTials.andaprogrammingproblem.Thestudentwill

code,debugandexecuteasolut'ontotheassignedproblem.Thiswillbedone

withoutthe・aidofotherstudentsorcopiesofsolutions(eitheTphysicaloTelectronic}.

・Theexamisrepeatable
.witbtheconsentoftheinstructer.Thisallowsforprob】ems

ofnervesandtimecons1rai叫swhilerewardinghardwork.Itma)・betakenbefore
'th
eendoflhesemeste1bystudentswhohaveshownthattheyarelikeiytobeablel

topassitatthattime.

●"0/nevVOrkノ 鱈5〆gn〃7ent5AnorderlyprogTessionthroughtheassignedworkofthe

,coursewillleadtosuccessfulcompletionofthemasteryexam.Theremaybeother

waystoprepareforlheexam.butロonethatwefeclthatwecanstrongly

recommendAssignmentswillincludeexercisesfromtexts,programmingassignments.

andreading.AIIassignmentsareno1edonyourdetailedcourseoutlme..・

●Ouiz2es∂ η㎡Ex∂1ηsTheぎeareregularlyscheduledquizzesandexamsonthe

detanedcourseouUine.ThesearetopmvidethestudentwithinfoTmationonhis

progress.Theyalsoprovideusw"hthesameinformation.Sωdenlswhoarenot
・progressingnormalSywillbeaskedtomakespecialarrangementsfortutoring・1n

extremecasesstudentswillbeadvisedtodropthecourse.

●Dueρ ∂'e5Assignmentsaredueasstatedinthedetailedcourseo恨1me .Failuretoし
completeassigロme戚sontimew川betakenasevidencethatastudentisnot

progressingproperlythrougbthecourse.
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② コ ー ス の ス ケ ジ ュ ー ル

Texts

Therearetwotextsforthecourse.KareltheRobotbyPattisandProblemSolvingand

StructuredProgramminginPascalbyKoffmatuBothareavailableinlbeCMUBookstore.

・

Assistance

.TutOringTherearetutor/consultantsavailabletohelpyou.Tlleyareondutyinthe

fifthfloorScienceHallterminalToom.Theirhourswillbeposted.Individual

tutoringcanbearranged.Youmaychooseloworkwithotherstudents.Thisis

fine.Theideaisthatyoushouldlearnloprogram;wearehappYifwoTkingin

groupsaidsyourlearning.

●OfficeHour5MyofficehouTswi!1besplitbetweenmyo∬iceandtheterminal

・room.AppointmentscanbemadethroughWandaKeppler.Myofficeis6126

ScienceHall,phone・x3560.Wanda'sofficeis6124.

Cheating

Asusualyouwillnotbeallowedtocopyso!utionsduringqvizzesandexaminations.Copying

programmingassignmentsisofnovalueinpreparationfoTthemasteryexamaodyouare

therefore.discouragedfromdoingthat.Wedo,however.encourageworkingwithotherclass-

members.Tuminginonepregramfortheworkofseveralindividualsisallowe¢butremember

youmusttakethemasteryexamalone.Webelieveittobeverydifficulttoimpossiblefor

astudenttocheatonthemasteryexameitherelectronicallyorphysically.StudentSfo岨d

cheati・g・nthem・ ・t・・y・ ・amw川bedealtwithinth・har・h・stmr・ne「a11・w・dwithinthe

university・.'

`

●

'
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WEEK

Aug3t-Sept4

Sept8-'1

しεC了URE

9/t

9/3

9!io

Sept14.189!`5

Sept2`-259!17

9!22

Sept28・Oct29!29

to!1

OCt5・9to!6

10!8

0ct12.1610!t3

Oct19-23

OCt26-30

Nov2-6

COVRSE

TOPlCS

AIgorlthms.Oo叩utlng.&Comput●r

Science
ACIeseeしook1n8idetheComputer

K8r●1th●RObot-po■tl

beckground.PO58iblet白5k5.robot

ppogr●m8.●rror'●,bug3白nd
d●bug9`ng

KereltheRobot・pert2

●xtendingthelenguege,blOCk・

strueture,■tepul8gref`n●ment,

corr●ctne●88sty19

X●r●1the良ebot・par't3

condit`onalexecut`on

κar℃1theRobet・pa't4

{teretIon

εxam1'RobotProgrem川ng
Cenvert`ngtoP83C81

V●r`8b19S,885`gnment.wrtt●,

冒rtt61n.PO8d.アeadln

OU▼L:NE・`5.⑳11

FAしL1981

READ:NGS

Scrtptl

SC円pt2

Sc村pt3

Scrtpt4

K●「'01P89981・18

Cond`ttonelEx●cution

lF甲THεN&1F・ †Hε～一εLSε

LOOP`ng≒P8ptl

WH:Lε.只 εPεA了.FOR.lOOP`n》8Ptence

LOOPlng・P●r't2

100Plnv●r`ancg

SO/15了 ウpo● ⇔pertl

rw而eP`C.bOOToan.char8ct●r

lO!20†yp●8-P8r't2

5C白18r.8ub'8ng9.erurneeatea

to!互2Functions

tO!27Procedures

lO!29Progremm`ngSty19

t1!3Exem2一 筒`n`白turePaSC白1

`1!5Arreys・pertl

dgClnret`on,man`PUletion

Kerelpages,9.37

K白rolP8ge539'60

Kerelp轟g6961.89

ko'「manp890812-28

KOffmanpages62.68

Xoffmenp8ge568・88

Hendout

翼O"manpag6s100ラt24

Kof「menp●995123-150

Xof'menpaggS160.168

Kof,menpage8169・175

Ko"manp899S`75・199

Kof'而anp89合5202'215

■

HOHε ばORK

S●1?leSt1〔enec】t号v●)

S61?†08t2(gdlt`ng1)

S61'T68t3(●d`t`ng2}
S91■ †●gt4{com8i98

●X●cutg,

KerelPPObt9π15P.`6・18

1.2.3.5

κ8r●1problem8p.36.37

,⊂1甲4,.2.5

Ket℃1prOblemsp.58・60

`.6.9

k3P91prOb1日msp.86・89

2.6.8

Ko■ σ而anprob16m8p.30

仁2,1,3.t.4
A58{gnProgram1

(reed.wrIte,
cond`tlon●1Sloop,

Kof?m8nprObler■

P.673.9
Ko?fmenpr>obloms

P.773.11.P.963.11

Progremtdu●

AS5`gnProgr8m2(typlng,

,unct↓ons6procedur●5D

Ko「f而anproblgm5

P.1134.6.4.8;P.t244.

Ko'fmenprOblem

P.1494.198
KoffManppoble【S

p.1685.5.5,6.5.7

Koffmenproblgms

P.t745.`o.5.1`
Ppogram2due

Ko,fM8nprOblem

P.2`,6.1
A551gnProgr●m3

(terttppoc858`ng)

RECITATION

ex白cut'∨96ed`t

coverse1'tests

ed`t・exeCUt`on

Kerelppoble而5

Ou`z25ta`n.on

scripts

25而`n,on

XerelprOblems

Kere'prOblems

Co∨erhomeverk

Covercorrect・

exemSOlut'on

Coverhomevork

Coveppreblem

5et6h∂ndout

problems

t3

†gxt■ ×epc'ses

TgxtgX8rcl5e5

Textexereises



■

Nev9●t3t1!to

tt!t2

Novt6・20`⑳!t7

NOV23.25

Nov30・Ogc4

St/s9

tt!24

12!t
t2!3

Arp●y8・part2
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R●cords
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κO'■m● 【P●909215.248

Scptpt5

H畠ndeut8Hom● 冒opk

Ko'fmanp■96s250・264
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e2ge.302

.●tc.

Koffmanproblem

P.2476、11
SOlfT85、5

Kof?manproblom

P.2657.6
ρρogr●m3du■

κO"■8nprobl● 胴

p.3028.5

▲85`gnPregrems4&5

probl6m6
debuggtng

script

homework
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③ 課 題 1

、

F

S5-11tPROGRAMMINGASSIGNMENTl

Objecttves:Inthlsprogpamyouwillbewrlt4ngcodethat
,

1.exposeSyoutotheuseof:

a.var'|ables

b.100PS

c.CASε ・
'

2・PascalProgr'ams

ProblemStatement

Youar'etodeviseamu1.tlplechoiceexamthat .isaccessedbyapersonsltting

downtnfront・ofaComputat`onCenter、computePtePmlna1.

foraCyoumusthave8飢ultip1白chotceexam.Itconststsoffourquestlons.

εachquestionhasfour"pos亀ibleanswers.Vourprogramkegpstr'ackofthe

numberofrlghtandwrongan8冒erSgiven.Itprlntsouttotalrtghtandwrong

answersatthecomplettOOof'theexam.

"

foaa8yourprogrammustalsogivetheusertheabilltytoretaketheexam.

f。ranAy。urbr。grammustpr。 》iqeach。1ce。ftw。multipleCh。1ceexamsf。r

theusgr'.Atcomplet$onofanexamthestudentmustbeabletoeltherretake

thesameeべam.taketheothe'rexamorexitthgprogram.Yourprogramshould

provtdestatlstics

t.nUmberOfti .meseaChexamwas-taken

2.scopeeachtlmeOX8胴westaken

3.highestscoreduringthlsexecutlonoftheprogr'am

Ed'tor・talComments8esupetouseagoodstyle.'Demonstrateyoupprogramby

placlngaaphotoofasampleexecutioninaftleOne-Sample-Executlon.10g.

Voumμstadequatelycommentyour、pnogram..

Remernbergroupworklsenco〔"'8ged.

亀
AsarnpleQuiz..istn<Sp99>sample.exe

－56一
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④ 課 題 2

15-ttl

ProgrammingAssignment2

Assigned:13-Oct-8t

Due:29-Oct・ ・81

Objecttves:

Thisassignmentwtllexposeyouto:

o「rheuseoffunCtionsandproceduresinPascaltos↓mplifyprogrammlng

tasks,aidmodulartty.andincreaseclarity.

oVartousscala「'varfab1白types.includtngrea1,boolean,integer.char.

andenumerated.・

■ ProblemSt.atement:

Youaretewrtteaprognamthatwillperformtirnecalculationstna

varietyoftimeuntt8tOaidtnanswertngquestionslike:

oHowmanyminuteshaveIbeenalive?・

oHowmanysecondsapetheretodothisassignment?

oWhat-isayearandadaylnhours?

Theprogrammust'understandtherelatives`zesofdtleastthe

follow{nguntts: ぱ
(S)econds'(伺)tnutes《H}ours

《D)ays.、'(Y)ears(エ365daysexactly.for'ourpurposes.)の ぐ
Yourprogr、amwillhavean・internalregister領thatbehavesltkethe

displayonasimplepocketcalculator.Thecontentsoftheregisterls

pPintedoutaftereachcommand・hasbegnprocessed.

Yourprogr'ammustaccept-at'1eastthefol'10wingcommands:

■

●

●

■

■

●

●

■

●

●

■
■

■.
●

●
■

O

H

=

十

一

1

0

0

0

0

0

0

0

σ

OUltexecut40n.

prtntaHelpmessagebrieflydescribingthecornrnands.

setthelntepnal「 ・egistertobetttoagtvennumber.

Snternalregister:=internalregister+agivennumber.

tnternalregister:=internalregtster-agivennumber.

setunitsforInpUtnumberStobeag`venunit.

setunitsfor・Outputnumberstobeagtvenunit.
4

Gr'adlng:

F。 「aC:Y。u・p・ 。9・am刷stbeablet。P・ 。cessc。r・ectlyany・equence。flegal

commandsasdeflnedabove.'

F。Pa8・Y。u・p・ 。9・a‥ustunde・stand・naddlt1。nalc。mmand
.R.me・nlngR

oundtonearestwholeunit.1ftheRcommand$sglvenwhen
・隠ound閤ode・1sTrue

.then・RoundHode●becomesFalse.and

vlce-vePsa.・RoundMode・ ・'-tslnltlallyFalse .
F。PanA・Y。urpr。grammustunderstandanaddltf。nalunlt

.U.meahingU
n4tbCeakdown・ 冒hentheoutputunlt

.1sU.thelnternalregistePf
sprintedoutlntheforI":

aY6ars.bDays.cHoups.dHinutes.eSeconds

wherea-dar・elntegervalues
.elsarealvalue.b<365.c<24.

d<60.ande<60.0.SupportforipputunltUisnotrequlPed .

PPogramDeslgn:.

Yourprogram
.冒111havethreedlstinctsetsoffuncこionsandpPocedures:1

nputRoutlnes.ProcesstngRoutlnes .andOutputRoutines.Belowyouwill

flnddescrlpt40nsoftheroutlnesofeachtybe
.a16ngw'thafunct`onor、

proceduredeclaratlontobeusedforeachroutlne.Yourprogr'am阿USTuse

thedeclaratlonsprovlded .IfyourprogramsupportsGradeBorGradeA

functlona1`ty.youmayaddextraargumgntstothedeclarat'onsprov`dedlf

youneedthem.'

PaycarefUIattent`ontOthe"dlv`siorパoflabor.amongtherOUt↓nes .
Voumayw↓shtoaddotherroutlnes(especlallyforGrade80rGradeA)to

s1mpllfythetask.suchasut"1tyroutinestocon∨ePtanumber・to/froma

91venunltfr・om/toSeconds.『
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InputRout`nes

FUNCTIONGetUntt(■ ■):UnttType;

GetUnitpromptstheusenforaunitdesignation.checkswhether'itis

lega1.andgivesanerrormessageandreprompts↓fitisn◎tlega1.

Forcleanliness,GetUn`tshouldrecognlzetheunttdestgnattonsin

eitherupperorlowercase.GetUnitreturnsaUnitType.whichis

anenumeratedtypelistingallknownunits・

FUNCT10NGetNumber(Unit:UnltType)=Seconds;

GetNumberpromptstheuserforanumber.Theinputnumberisassumed

tobeoftype.Unlt.GetNumberconvertsthetnputnumbertntoSeconds
andreturnsthatnumber.

FUNCTIONGetCommand(寧 ホ):CornmandType;

GetCommandpromptstheuserforacomrnand.・checkswhether|tls

lega1,andgtvesanerrormessageand .repromptsif`ttsnotlega1・

LtkeGetUnit,GetComrnandshouldtgnorecasedistinctions.GetCommand

returnsaComrnandType,whichisanenumeratedtypelisttngallknown

commands.
● ・ ◆

OutputRoutlnes:.

PROCEOUREPrlntUnit(Unit
PrintUnttprtnts

fash,on.

:Untt「rype);ひ
thevalugofUnitontheterminalinareadable

■

PROCEOUREPrtntNumber(Number:Seconds;Unit:Un{tType):
PrintNumberconvertsNumber'tothespecifiedUnltandprlntsiton
thetermina1.usingt ,Pr`ntUnittoprlnttheunltafterthenurnber..

PROCEDURεPrintHe1P《 硲■);,・'㌧

'.

PrintHelpprintsamesSagepnthetprmtnaldescribingthecommands

andlisttngtheknouhunlts・

ProceSSingRoutines:

FUNCTIONPerformOp(VARInt .Reg:Sgconds;

.VARlnUnit.OutUntt:UnttType):Boolean;.

PerformOpusesGetCommandtOgetacommand.getsanyothepinformqtion

thespectfiedcommandmayrequire(anumberfor◆.aunitforI.etc).

andperformsthgcommand.changingthevaluesofIntReg.InUnit.and

OutUnitasrequired.PerforrnOpreturnsthevalueT.rueunlessthe

Quttcommandwasspectfled,1nwhichcase'treturnsFalse.
■

PROCEDUREMaln(傘 ■);

Insequence.Malnper・formsinitlalizattons.pr`ntsanintroducto「y
・messag9

.callsPerf。rmOpunt111tretumsFalse《printtngIntRegout

aftereachCa11》.andprintsaconcludlngmessage.Theintt'allzatlons

include:1ntReg:完O.0;1nUntt:冨Seconds;OutUnlt:宕Seconds.1f.

yourprogramsupportsGrade8functionalityyouwtllalsohaveto

setRoundModetoFalse.

●

Youwi11alsoneedtypedefinitionstosupportUnttType.CommandType.and

Seconds(whichtsjusttypeRea1).YouwillneedCONSTantsgivtngconverston

factorsforthevartousμnltsintoSeconds.
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Example:

HereisashortrunPHOTOedfrom<IP99>TIMEX.EXε,whSch`sasample

sOluttonSupPortingGradeAfuncttonality.

Oruntimex

Mult1-UnttTtmeCalculator.

UnderstandsSeconds.Minutes・Hours.Days.Years.

DaveAckleyfort5-1115-Oct-8t

Intttalinput`istn:Seconds

Inittaloutputlsin:Seconds

Operation:h

■

The

O

I ・
.

.
…

followingcommandsare

Quitexecution

SetInputunits

Addnumbertopegistep

Setpegistertonumber

1ega1:

H

O

－

R

Typeth`smessage

SetOutputunits

Subtract.nvmberfromregister

Tog91eroundtng.onoutput

.4

Thefol'10w.ingunttsmaybeused:

(S)econds(M)inutes(H}ours(D)ays(Y)ears

(U)nttbreakdownmaybeusedfortheoutputunit

■

●

嬬0 .OOOSeconds

Operation:.1

Enterlnputunlt

Unit:y

Inputlsln:Vears

=O .OOO・Seconds

Operatlon:ロ

NumberofYears:24'L.

=756864070 .Seconds.

Operat40n:8

NumberofVears:1・

=31536∞3 .OSeconds

Operation:1

Enter4nputunlt

Unlt:d

Inputisin:DayS'

繧31536003.OSeconds

Opgratlon:+

NumberofOayS:1

=31622402.9Seconds'

Operation:r

.=31622403Seconds.

Operation:r.・

=31622402 .9Seconds

Operatton:o・

Enteroutputunit

Unlt:u

Outputlsln:Unlt8r℃akdown

= ,1Yea「 、sODays

Operatlon:e

l_ega10peratlonsar9:◆'-81

0peratlon:q

Endofrun

23Hours

ORHQ

59Minutes59.992Seconds

EXIT

■
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⑤ 課 題 3

15-1tl

PROGRAMMINGASSIGNMENT3

Object'ves

Inthisasstgnment.youwillbewritingcodethat

－ ε×poseSyouto:

t・Theuseofarraysindatastructuring

2.Patternmatchlng.whichlsfrequentlyencounteredlnthedesign

ofte×teditors.e'ndotherkindsoft'extprocessing
、

－Givesyoufurtherexpgriencetnus$ngprocedureseffecttvel
ytod

ecomposeproblemsinatopdownfashtonr

ProblemStatement

Youhavetodesignapatternmatcherwhichwilltakealineoftextas↓nput
,

andastrlngofcharacters・asthepattern.了heatmoftheprogramistofind

anyoccurrenceofthepatterninthegivenltneoftext ..Thelineoftextcan

haveamaximumof80.characters .andyoucanassumethatthepattemtsnot

longertha'nIOcharacteps.

ForaC:'
`

Wrtteaprogramwhichwtllcheck'whetherthegtvenpatternoccursatleastonce

↓nthegiventext.Theoutputisabinapyanswer-matchfoundortuatchnot

found.

Fora8:

Inaddltiontotheabove,yourprograthshouldbeabletっacceptthewildcard
"?.tnthepattern

.For・example,`f・thepattern'sa?b`tcanmatchabb .acb

oradbetc.Theprogramshou1dalsoglvetheusertheoptionofaskingfor

mor .epatternstobeseaPChedlnthe・1nputtext.

For.anA: コ
lnaddittontotheabove,youhavetofindalloccurrencesofthepatterntn

thegtventext.Theoutputshouldconststoftheinputstring
.withmarks

ind↓cattngtheposittonsatwhichthepatternstarts .

AsamPleProgramexecuttonisincludedtn<RW6T》search .ex●tofurtherclarify
theforntatoftheinputandtheoutput.

'

◆
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⑥ テス トの 例1

EXAM2
1t'sPayday

Thtsexamisexpectedtotakeyounomorethan5

generatethecode.entertttntothecomputer.debug,
following:,

hoU「 、S.・Youareto

anddemonstpatethe

Inyou・ 、d↓pectoryisafile,PAYROL.DAT.

emp10yees.1heformattsltkethis:

Itcontainsinformatlonon

●
Danie1800ne1.5040 .

Thisrepresents:

Ftrst・pname.しast-name.Wage!hr. andTota1-Hours-Worked

PASSINGGRAOE

Forapasstnggradetheprogrammustrgad .theflleintomemory.compute

totalpay,comput白Federaltaxatastraight15%.computeSocialSecur'ty

taxat6%,,andcomputepay・minusthedeductlons. 、Thenwritethtstnformation
toanewftlePAVROL.OUT.The

、.fopmatofthefileis:

Ftrst-nameしqst-nameWage/hrHoursFederal-taxSocia1-Security-taxNet-pay

TOEARNaC

ToearnaCyourprogrammustdotheaboveplusalsoacceptacommandINS

and80NUS.WhenINSlsinvoked.・ttshouldpr℃mptforlast-namefollowedby

fir'st-name.Theemployeewillthenbejolnedtoaninsuranceplanandan

extra3%ofhtspayistobededucted."「hetota、go`nglntotheinsurance

planshouldbeincludedasthenextfleldtntheoutputftle.

When80NUSlslnvoked.itshouldprompttheuserforalltheemployees

e"glbleforabonusof$.25anhour.Thiscommandshouldre-computethe

employee'spayonPAYROL.OUT.

了0εARNaB

ToearnaByour・programmustdぴtheaboveandalsocomputeanovertime

list.Yourprogratlmust.checkeachemployee'shoursandiftheyworkedmor'e

than40hOurs.wrltethisemployeeouttoanewfileOVERTIME.0UT.Thisf↓1e

shouldltst-theemployeesfromleasttomostovepttmeworkedsothatthe

employee'satthetopofthelistwillbecallgdouttoworkftrst.

TOEARNanA

ToearnanAfor、thecburseyour、programrnustaddittonallyhavethe

,commandsHIREandFIRE.HIREwilladdnewemployeestothelist.proropt`ng

forallrelevantinformation.andConfirmingthattheemployeeisnotalready

hired.'FIREwilldeleteanemployeeforthepayrol1.aftermakingsurethat

helsalready`onthepayro11.
●

コ
AnexampleofPAYROL.OUTis:

DanielBoonei.00406.002.4031.60

JoeBlowt.∞406.002.4031.60t.20

no-tnsurance

Oocumentattonmustbeclearandconcise.

Programswtthlogicalerrorswtllnotbepassed.

一61一



⑦ テ ス トの例2

Exam3

TOεARNanA

了oearnanAforthecourseyourprograrnmustadd'ttonallyhaveap`

command.impldmentedasaprocedur日.printinfo.Itpromptsthguser

foraguest'slastnaroeandprlntsthetnformattonthatwasonGUεS「 「S.TXT

forthatguestoutonthetermina1.Thtspnocedureshoulda180prtntout

ho冒manypeople8tthepartythisguestknowsandfromwhtchcomp8ny《s}

theyarefpom.

、

8

⑧ テ ス トの例3

εxatn4

TOEARNaC

ToearnaCyourprogrammustdotheaboveandalsoacceptthecommand

stfromtheuser.Thisisi・mplementedtnaprocedupe.status.Itwill

prompttheuserforalagtnameandafirstname.1twtllasktheuserif

hedesirestochangethisperson's'statusanddottifhesodestres.1t

wtllthentypetheneworunchangedtnformationonthec●lebrt .tytothe

termtna1.Iftheqelebrttytsnotonthellst.the・progpamshouldnottfy

theuserthatthisisthecase.

TOEARNaB ■
ToearnaByourprogramrnustdotheaboveplus.alsohavethecommands

aandd.Atsimplementedlsaprocedureadd.whicりwilladdanewstar

tothelistINALPHA8ETICAしORDER.Itshould.prompttheusgrforallthe

necessarytnformattonandsearchtheltsttobeSurethatthenewcelebrtty

isnotalreadyonthelist.1fthenewper'sonisonthelist.theprogram

shouldagalnnotifytheuser'.

Dtstmplementedtnaprocedur℃deletewhtchwtlld亭leteastarfr'omthe

list.again.notlfyingtheuserifheisnttonthelist.The8mendedlist

willbewr'tt合nouttothe.STARS.TX「r.

'

■
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⑨H&SSの 学 生 向 入 門 コ ース の 課題1

喝

特

S5-tI8PROGRAMMINGASSIGNMENTi

■●◎DUEt1:59pmSundayltOctoberOUE■ ■●

Objecttves=!nthisprogramyouwillbewrtttngcodethat
.

t・exposesyoutotheuseof:

a.varlables

b.100ps

c.CASE

2.PascalPrograms

ProblemState巾ent

Youaretodevlseaふultlplecholceexamthat1saccessedbyaper、sonsitting

downlnfr℃ntofaComputatlonCentercomputerterm`na1 .

FORaCy。umu・thavea・muitip1>ch。icee・am.Itc。nsls't・ 。ff。u・questi。n・.

EachquestlonhasfourpoSslbleanswers.Your、programkeePstrackofthe

numbero■rlghtand冒r・ongapswersgiven.Itprlntsouttotalrightandwrong

answersatthecomplet|onoftheexam.

FORa8・yourprogrammustAしSOglvetheusePtheab111tytoretakgtheexam.

FORanAyourprogrammustALSOrepromptaquestionthatlsanswered曽1th

strangeresponses(eg.notA.8.C.Obut費).andpr`nt:

t.thenumberoftlmestheexamwastaken

2.thehlghestscoredurlngthisexecutlonoftheprogトam

εdlt .orlalComments....Besuretouseagoodstyle.DemonstrateyourprogPamby

PlaclngaphotoofasampleexecutionlnafileOne-Samp|e-Execution.10g

Youmustadequatelycommentyourprogram.

良emember'gr'oupworklsencoupaged.

Asamp1●Oulztsln<1P99>samp19.exe

UsetheHandlnprogramtohandln
`boththeprogram

.....`........Progt.pas

alldthesa叩1eexecutlon..◆_.One-Sample-Executlon.109

　

.章 章寧DUε11:59pmSunday.110ctobePDUE● ⑨◎

■
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⑩ H&SSの 学 生 向入 門 コース の 課題2

t5-1t8PROGRAMMINGASSIGNMENT2

硲●傘DUε11:59pmSunday250ctoberOUE硲 ⑨●

ThtsprograrnwtlltestyourabtlttytowrttepPogramsustng.

SIMPLE了YPεS.FUNCTIONSandPROCEDURES.

Theproblemlsto5imulatetheacttvitiesofagrocerystoreclerk.These

include:

【i】registering8ndtotalltng:

a-1ndivtdualcustomersales

b-dayendsales

【2】recordingdayendstatistics

【31stockingtheshelveS.

FORaPASSINGGRAOEyourprogram而ust

tsdone

A●

8●

C－

D－

FORaCyourprogrammustALSOsatlsfY

A－

8－

FORaByourprogrammust

At

namedDAYENDcomputesandwrites:

a-totalsalesforeachiteminquantltyanddollers

b-totalsalesallday(withouttax)indollars

C-totaltaxreceived

d-totalnumberofcustomers.

FoRanAyourprogrammustALsosatisfY【31inthefollowingmanner:

satlsfyU】aforonlyongcustom帥 ・Thls

4nthefOIlowt・ngmanne「:

as↓mp1白typeca1'1edGROCERYmustbedeclar、edwhichlncludessedlble

ltemssuch.as'applesandbread,1edibletaxablesuchascandy.andl

non-edibletaxablesuchasmagazine.Theprlcesperpoundorper`tem

arestoredasaconstants.(NOITEMisthe8th`teminthetypeGROCERY.

SeepartDbelow.}

AfunctlonnamedTAXCOST(1tem.quantity)1susedtocomputeth8tax

whereappropr↓ate.Use6XorO.06.

Aftereachltemandquant{tytsentered.(for51bs.ofpotatoesyou

mlghtenter:P。tat。es5・O)・thec。 叩ut帥p門ntsthgc。standtaxc。 『t・

TheprogrammustendusinganltementトynamedNOITEM.Atthistimea

statementoftotalcosttncludingtaxshouldbewPitten.

【1】blnthefollowingmanner:

Thgprogramshouldhandlenew'customersuntilclostng.Asentinel

calledCLOSINGcouldbeused.rrotalsalesofallcustomersshouldthen

bew「 、6tten.

^Pr。ced・ ・en・t・!・drTEMSFORS^LE・h。uidp・e・e・tt。eachcu・t。 鴫 ・ili・t

ofthettemsforsaleincludingthenameandcostperlb.orperitem.

.ALSO
satlsfyI2】1nthefollowingmanner:

thecloslngoftheday.INSTEADofwrtt`ngtotalsales.aprocedure
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③ 講 座 概 要

一 つ の例 でそ の コー ス の様子 を前 項 で詳 し く示 した。 こ こで は簡 単 に 講座

の紹介 をする。これは,1981～1983の コース カ タ ログに よ る。

UndergraduateCourse

15-IO41ntroductiontoComputingA

FORTRANに よ る プ ロ グ ラ ミ ン グ 入 門 。 ア ル ゴ リズ ム,問 題 分 析,

数 値 の 扱 い,そ の 他 の 応 用 。

15-1111ntroductiontoComputingB

プ ロ グ ラ ミ ン グ と 問題 解 決 の 入 門 。 計 算 機 科 学 の 他 の 殆 ん ど講 座 に

先 ん じ て 取 らな け れ ば い け な い 。

ア ル ゴ リズ ム,問 題 分 析,プ ログ ラ ム構 造,数 値 の 扱 い,離 散 的 シ

ミ ュ レ ー シ ョ ン。

15-1181ntroductiontoComputingC

入 文 社 会 科 学 系 の た め の プ ロ グ ラ ミン グ と 問 題 解 決 の 入 門。 ア ル ゴ

リズ ム,プ ログ ラ ム 構 造,問 題 分 析 。

15-1501ntroductiontoDesereteMathematics

ノノ

離散数学 の トピ ックスの計算機 科学の応用に重 点 を置 い た概 論。 論 理 入

門,集 合 論,関 係,関 数,計 算 論入 門,ア ル ゴ リズ ム分 析 。

15-200AdvancedProgra㎜ingMethods

(こ の 後 で,更 に進ん だ プ ログ ラ ミン グ を学 ば ない 学生 向け の 総 論)

15-211FundamentalStructuresof

ComputerScienceI

基 本 的 プ ログ ラ ミング概 念 を理 論的 基礎 と実 際 的 応 用 の 両 面か ら説

明。

プ ログ ラ ム体 系 の原 則,コ ン トロール の流 れ,正 しさ,プ ログ ラム

分 析 を,プ リ ミテ ィブ マ シ ン.フ ォ ー マル言 語,検 証の 数 学 的 概 念 に

基 づ い て 導 び く。
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こ こ で は,実 際 の ソ フ トウ ェ ア 例 で 抽 象 化 と 表 現 の 原 則 を説 明 して,

計 算 機 科 学 の 工 学 的 側 面 を 強 調 す る 。

15-212FundamentalStructuresofComputerScience皿

15-211に 続 い て 基 本 的 プ ログ ラ ミ ン グ 概 念 を 学 ぶ 。 プ リ ミテ ィ ブ

お よび ノ ン プ リ ミテ ィ ブ デ ー タ型 の 設 計 と実 施 の た め の 抽 象 化 技 法 を

探 る。 理 論 的 基 礎 を踏 ま え て,デ ー タ型 の 分 析 とそ の実 施 の 検 証 と効

率 分 析 を 行 う。

15-2511ntroductiontoComputingOrganizationsand

RealTimeProcessing

小 型 デ ィ ジ タ ル コ ン ピ ュ ー タ の 体 系 と利 用,2進 演 算,命 令 実 行,

機 械 語 プ ログ ラ ム,ア セ ン ブ リ言 語 。 サ ブ ル ー チ ン,コ ル ー チ ン,リ

エ ン トラ ン トコ ー ドの 利 用 。 デ ー タ構 造 と そ の 利 用(配 列,ス タ ッ ク,

待 ち行 列)。 入 出 力 く1)プ ロ グ ラ ミ ン グ,割 込,A/DとD/Aイ ン タ

ー フ ェ ー ス
。 リア ル タ イ ム処 理,サ ン プ リ ン グ,バ ッ フ ァ リ ン グ,コ

ン ト ロ ー ル,タ イ ミ ン グ,シ ス テ
.ム例

15-301CombinatorialAnalysis'

計算機科学 におけ る応用 を中心に,組 合せ数学入 門の説明。 順タ‖,

組合せ♪母関数,再 帰 関係,内 包 と外包の原則,フ ィボナ ッチ数列 と

調 和 数 列 。

15-312ComparativeLanguage

い く つ か の プ ロ グ ラ ミ ン グ 言 語 を,プ ロ グ ラ ミ ン グ の 組 立 て 方,実

施 方 法,効 果 お よび 特 定 の 応 用 の 観 点'か ら比 較 す る。ALGOL系 言 語,

ア セ¥`ブ リ 言 語,LISP型 言 語,APL流 会 話 型 言 語 な ど。

15-330ComputerSimulationandModelingTechniques

複 雑 な シス テ ムモ デル の,デ ィジ タル コ ン ピュー タ上 で の組 立 て と

利 用。SIMULA,SIMSCRIPT,GPSSな どの シ ミュ レー シ ョン

言 語 の構 造,モ デル の検 証 と現 実 性 の検 討,結 果 の 統計 的 分 析。 い く

つ か の シ ミュ レー シ ョン実 施演 習。
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15-3601ntroductiontoComputerAidedDesign

CADの 応 用 に 焦 点 を合 わ せ,そ れ に 関 係 す る ソ フ トウ ェ ア 開 発 の

仕 方 を 説 明,幾 何 学 的 モ デ ル 化,デ ー タ ベ ー ス 体 系,多 重 な 応 用 間 の

干 渉,コ ン ー マ シ ン イ ン タ ラ ク シ ョン。

15-3801ntroductiontoArtificialIntelligence

知 能 の 働 き を 示 す(示 す つ も りの)人 工 シ ス テ ム の 諸 側 面 の 概 説 。

主 テ ー マ は 年 々 移 っ て い くが,通 常 はproblem-solving,search,

知 識 の 表 現 と 効 用 な どが 含 ま れ る。

15-411CompilerDesign

コ ン パ イ ラの 設 計 と実 施,高 級 言 語 の 実 行 シ ス テ ム,言 語 設 計 と コ

ン パ イ ラ設 計 と実 施 シ ス テ ム 間 の 干 渉 。

15-4120peratingSystems

多 重 プ ロ グ ラ ミ ン グ,タ イ ム シ ェ ア リン グ,非 同 期 処 理 の 基 礎 概 念 。

これ ら の 概 念 か ら,同 期 化,ス ケ ジ ュ ー リン グ,メ モ リ管 理,情 報 共

有,プ ロ テ ク シ ョ ン な どの 興 味 あ る問 題 を 導 び く。 重 点 はOSの 設 計

で あ る。

15-413SoftwareEngineering

ソ フ トウ ェ ア 工 学 分 野 で 扱 う問 題 は,大 規 模 プ ログ ラ ム,多 数 の プ

ロ グ ラ マ の 参 加,長 期 間 の 開 発 作 業 とい っ た と き に 生 ず る。 学 生 に,

そ れ ま で に 学 ん だ 技 法 を,大 き な プ ログ ラ ム に応 用 す る 実 地 経 験 を さ

せ る グ ル ー プ プ ロ ジ ェ ク トを 行 わせ る。 プ ロ グ ラ ミ ン グ プ ロ ジ ェ ク ト

の 設 計 と組 織 化,ソ フ トウ ェ ア 費 用 の 内 容 と性 格 の 明 確 化 と検 査,大

勢 の プ ロ グ ラ マ の 統 率,文 書 化 を 含 む 。

15-451ApPliedAlgorithmDesign

計 算 機 科学 の構 造 を よ く理解 す る こ と を 目標 とす る6そ れ は,効 率

的 な プ ログ ラ ム,大 規 模 ソ フ,トウ ェア シス テ ムの文 脈 の 中 に計 算 機 科

学 を適 切 に利 用 す る技 能に 結 び つ く。 構造 と して学 ぶ こ とは,デ ー タ

構 造 と,ア ル ゴ リズ ム設計 の 分 野 で あ る。・実 際の シス テ ムで これ らを
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生 か す こ と が 重 点 なの で,い くつ か の プ ロ グ ラ ム 作 成 や 実 際 シ ス テ ム

の ケ ー ス ス タ デ ィ を行 う。

15-462ComputerGraphics

ベ ク タ ー 方 式 と ラ ス タ ー 方 式 の グ ラ フ ィ ック ス シ ス テ ム の ハ ー ドウ

ェ ア と ソ フ トウ ェ ア の 概 説 をす る。2次 元3次 元 物 体 の 表 示 法,幾 何

学 的 変 換,会 話 技 術,隠 蔽 面 の 消 去 を含 む 。

15-519SpecialTopicsinProgrammingSystems

特 定 プ ロ ジ ェ ク トと,プ ロ グ ラ ミ ン グ シ ス テ ム の 課 題 読 書 。

Graduate

15-7001㎜igrationCourseinComputerScience

5週 間 の 集 中 コ ー ス で,CSDの 他 か ら来 る 新 入 生 に,CSDの 環

境 そ の 他 沢 山 の 基 礎 的 な 事 柄 を学 生 に教 え る。 計 算 機 科 学 の 一 般 的 な

説 明,あ る 種 の 問 題 に 対 す る 検 討,言 語 に つ い て の 実 地 演 習,計 算 機

科 学 の 概 念 と技 法,こ の 学 科 の 人 達 とそ の 仕 事 の 紹 介,お よ び 学 生 が

や る ぺ き勉 強 の 方 向 な ど。

15-710Progra㎜ingLanguage

プ ロ グ ラ ミ ン グ 言 語 の 解 析 と比 較 。 言 語 設 計 の 原 則 。 デ ー タ構 造 。

15-711SystemsProgramming

コ ン パ イ ラ技 法:語 彙 分 析,構 文 分 析,パ ー シ ン グ技 法,記 号 表 の

維 持,コ ー ド生 成,実 行 時 ア ドレ ッ シ ン グ,ス ペ ー ス 配 分,最 適 化 。

オ ペ レ ー テ ィ ン グ シ ス テ ム:多 重 プ ログ ラ ミン グ,併 行 処 理,同 期 化,

資 源 配 分,ス ケ ジ ュ ー リ ン グ,メ モ リ配 分,ペ ー ジ ン グ とセ グ メ ン テ

ー シ ョン
,置 換 ア ル ゴ リズ ム,フ ァ イ ル 管 理,ア ク セ ス プ ロ テ ク シ ョ

ン,能 力 の あ る シ ス テ ム。

15-7411ntroductiontoComputerDesign

デ ィ ジ タ ル ハ ー ドウ ェ ア と基 礎 的 な コ ン ピ ュ ー タ ア ー キ テ ク チ ャの

概 論(電 子 工 学 の 知 識 は 前 提 と しな い。)装 置 の 実 物 に よ る 理 解,論

理 回路,組 合 せ と シー ケ ン シ ャル 回路 の 設計,マ イ ク ロ プ ログ ラ ミン
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グ プ ロセ ッ サ の 実 施 化,小 型 コ ン ピ ュ ー タの 詳 細 分 析,ISP表 現,

命 令 セ ッ ト設 計,大 型 プ ロ セ ッ サ の ア ー キ テ ク チ ャ。

15-742/18-742ComputerStructuresandPerformance

Evaluation

コ ン ピ ュ ー タ の 構 成,お よび コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム の モ デ ル 化 と性

能 評 価 。 コ ン ピ ュ ー タ の 構 成 に つ い て:メ モ リ階 層,ア ドレ ッシ ン グ

方 式,1/0シ ス テ ム,記 憶 装 置 技 術 に よ る 性 能 特 性,多 重 プ ロ セ ッ

サ,信 頼 性 技 法,ネ ッ ト ワ ー ク 。 性 能 評 価 に つ い て:ベ ン チ マ ー ク
,

コ ス ト推 定
,測 定 技 法,基 礎 統 計 学,ポ ア ソ ン過 程,待 ち 行 列 の ネ ッ

トワ ー ク,シ ミ ュ レ ー シ ョ ン言 語,信 頼 度 推 定,そ れ らの 応 用 。

15-754MathematicalModelsofComputation

次 の 二 つ の 観 点 か ら計 算 処 理 の 問 題 を検 討 す る。 第 一 は,言 語 と オ

ー トマ ン理 論
,第 二 は,再 帰 関 数 理 論 。 こ の 二 つ の 部 分 は 密 接 に 関 連

づ け られ,"計 算 の モ デ ル"の 簡 単 な検 討 を 行 う。

15-755Logic,ArithmeticandProgramVerification

ALGOL系 プ ロ グ ラ ム の 正 しさ の 証 明 に 関 す る 帰 納 的 検 証 法 と,プ

ロ グ ラ ム 終 了 の 検 証 法 が 主 題 。 半 分 は
,第 一 次 の 記 述 計 算 と フ ォ ー マ

ル 算 法 の 理 論 と メ タ 理 論 に つ い て 費 や す
。 あ と半 分 は,学 生 が チ ュ ー

リ ン グ 計 算 可 能,な い しは 再 帰 関 数 に つ い て あ る 程 度 の 基 礎 が あ る こ

と を前 提 とす る。

15-756NumericalAlgorithms

有 限 精 度 の 数 値 に よ る 計 算 の 実 施,問 題 と ア ル ゴ リズ ムの 条 件 付 け,

後 退 式 の 誤 差 分 析 。 科 学 技 術 問 題 の た め の ア ル ゴ リズ ム の 分 析 と綜 合,

ア ル ゴ リズ ム とそ の 実 用 に つ い て の 現 状 。 最 適 ア ル ゴ リ ズ ム の 最 近 の

成 果 。 特 殊 装 置 に つ い て 。

15-757DescreteAlgorithms

ア ル ゴ リズ ム の 分 析,問 題 表 現,問 題 の 計 算 上 の 複 雑 性 。 基 本 デ ー

タ 構 造1並 べ か え と 選 択 の 問 題,集 合 処 理 の 問題,グ ラ フ に 関 す る ア
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ル ゴ リズ ム,高 速 フ ー リエ 変 換,モ ジ ュ ラ算 法,パ タ ー ン マ ッ チ ン グ

ア ル ゴ リズ ム,計 算 複 雑 性 の 下 限,NP完 全 問 題 。

15-780&15--781ArtificialInteligence,Iand皿

知 能 的 反 能 を す る の に 必 要 な 情 報 処 理 に つ い て の 基 礎 コ ー ス 。

探 索,ス ピ ー チ の 認 識,自 然 言 語 の 認 識 ・記 述 的 ・挿 活 的 お よび 手

続 的 知 識 の 表 現,計 画 ・学 習 ・発 見,人 工 知 能 の 応 用 。

(4)他 学 科 に お け る 計 算 機 関 連 講 座

CSD以 外 で も,い くつ か の 学 科 で 計 算 機 関 連 の 講 座 を 行 っ て い る。 ざ っ

と拾 っ た と こ ろ で は,次 の よ うな も の が 目 に つ い た 。

①TheCallegeofFineArts

デ ザ イ ン学 科 の 一 部 で,コ ン ピ ュ ー タ プ ロ グ ラ ミ ン グ の コ ー ス をす す め

て い る 。

②GraduateSchooloflndustrialAdministration

CSD提 供 の15-104ま た は15-111を と らせ る。

③TheCollegeofHumanitiesandSocia1Sciences

こ こ で は,15-111の 他 に15-200AdvancedProgrammingMethods,

15-211FundamertalStructuresofComputer.SciencesIを

と る こ と をす す め て い る。

AdministrationandManagementScienee専 攻 で は,

70-451ElectronicDataProcessingの 講 座 を開 設 して い る。 こ

れ は15-104ま た は15--111を 取 っ て い る こ と を 前 提 に して い る。

ノ

∠

ー

!

ー
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'

[

2.3SPICE計 画

CMUで は,現 在 で も分 散 処 理 方 向 の シス テ ム が 実 施 され てい るが,こ れ を

さ らに徹 底 し,か つ 性 能 を高 め る計 画 が進 行 して い る。 そ れが ここ で紹介 す る

SPICE計 画 で,CMU-CSDの 中で最 も大 き く,か つ 綜 合 的 な プ ロジ ェク

トに な って レ、る。
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R・Cohn,P.Feiler両 氏 も こ の プ ロ ジ ェ ク トの 一 部 に 参 加 して お り,担 当

部 分 の 話 を 聞 い た。 図2・1でEthemetに ぶ ら さ が っ て い るAlto,PERQは

こ の フ ロ シ ェ ク トの 原 型 シ ス テ ム に な っ て い て,こ れ を ベ ー ス に 開 発 が 進 め ら

れ て い る。

他 の 大 学 や 研 究 機 関 が 行 っ て い る 大 型 プ ロ ジ ェ ク トと著 し く異 る の は,ス 一

八 一 八 ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ 一 夕 と ロー カ ル ネ ッ トワ ー ク を主 役 と す る 分 散 処 理 シ

ス テ ム で あ る か ら,一 般 の 企 業 でOAシ ス テ ム と称 して い る も の の 一 つ の 先 進

的 な 具 体 例 と な る こ と で あ る 。 そ れ だ け に 実 践 的 で あ り,社 会 的 影 響 が 大 き い

プ ロ ジ ェ ク トと言 え,今 後 の 成 果 に 関 心 を 持 っ て い きた い
。

以 下 の 紹 介 は,P.G.Hibbard,ttSPICEProject"(ResearchinPeronai

ComputingatCarnegie-MeUonUniversity,25Nov.1980),お よ び 説 明

見 聞 に よ る 。

(1)趣 旨

ハ ー ドウ ェ ア コス トの急 速 な低 下 の利 点 を得 る こと と
,高 度化 す る コ ン ピ

ュ ー タユ ー ザ の要 求 に応 え るた め に,そ の手 段 を再検 討 せ ざ る を得 な くな っ

た。 従 来 の 方法 は 大 型 コ ン ピュ ー タ を時 分割 で,端 末 を介 して使 用す る。

TSSの 利 点 は,ハ ー ドウ ェアの 利 用 効 率 の点 と,ユ ーザ 間の 情 報 共 用 が 容

易 な点 で あ る。 主 要 な欠 点 は,広 帯 域 の対 話 が ユー ザ間 で で きない こ と と,

応 答 時 間が 他 の 個別 の ユ ーザ に よ る負荷 に影 響 され る こ とで あ る。

最 近 の 技 術 進 歩は,も っ と効 果 的 な計 算手 段 の 開発へ の着 手 を可 能 に して

い る。 この研 究 は 「SPICE計 画 」 と呼 び,ユ ー ザの 生産 性 を高 め る こ と を

目的 とす るSPICE(ScientificPersonalIntegratedComputingEnviron-

ment)を 開 発 す る こ と を 目指 して い る。 そ の大 枠 は次の とお り。'

・ 少 くと も100台 のパ ー ソ ナル コ ン ピュ ー タ を広 帯域 の ネ ッ トワー ク

に 結 び,科 学 計算 用 の手 段 を提供 す る。

プ リン タや ファ イル シス テ ムを共 用 で き る。

全 ての ソ フ トウ ェア コ ンポ ー ネ ン トに,ユ ーザ は一 貫 した ス タ イル



で 対 話 す る こ とが で きる。

・ この シス テ ムが 続 く限 り,ソ フ トウ ェアの モ ジュ ー ルの拡 張 強 化 が

で きる道 具 を用意 す る。

SPICE計 画 は,1979年 の夏 に ス ター トした 。1983年 に は最 初 の 形 が 整

い利 用 で きる よ うに な る。1985年 に は完 成 す る。CSDは,1990年 代 ま で

に,SPICEを 主 要 な計算 手 段 と して利 用 で き る よ う最 大の努力を傾注 している。

(2)そ の 必 要 性

計 算 資 源 は,今 や 計 算機 科 学 分 野 の 研 究 に とって 不可 欠 な要 素 で あ る。 こ

の 資源 が 研 究 の生 産 性 に大 き く影 響 す る。

・ シス テ ムの研 究,人 工 知 能 の 研 究 で は,特 に計 算 能 力 を必要 とす る。

・TSSの よ うに 計 算 資源 の利 用可 能 な度 合 が 時 間 と と もに 変 化 す る

よ うな 環境 で は,ユ ーザ はそ れ に調 子 を合わ せ て い か なけ れ ば な らな

い のが 制 約 と なる。

・ 計 算 手 段 も ,研 究 逐 行 の た め の 基 本 とな る道 具 を提供 す る,と 言 え

る もの に な る。 これ は研 究 の 質 に関 係 す る。 た とえば,コ ンパ イ ラ,

エ デ ィタ,デ ー タベ ー ス シ ス テ ム な どの こ とを想 定 した だけ で も この

辺 の こ とが理 解 で きる。

・ 研 究 者 間の コ ミュニ ケ ー シ ョンは 不 可欠 で あ る。 ある機 関内 部 だ け

で な く,国 際 的 に も,そ して い ろい ろ な分 野 間 で,そ れが 行 え る こ と

は 重 要 で あ る。 計 算 資源 の 共 用 は,コ ミュニ ケー シ ョンに とっ て重 要

な部 分 で要 素 で あ る。

計 算 機 科学 の研 究 の た め に 高 品質 の道 具 を提供 す る とい う問 題 は,こ の研

究 の一 つ め 課題 で あ る。 解 答 は,現 在 のTSSで 提 供 して い る道 具 の 単 な る

変 形 とい った もの で は ない筈 で あ る。

・ ハ ー ドウ ェ ア コス トの急 速 な低 下 は,TSSの 根 拠 とな った経 済 性

を くつ が え した。1980年 台 中 ば に は,TSSを 使 用す る個 々の ユ ー

ザ が 負担 す る費 用 で,高 解像 度 カ ラー グ ラ フ ィ ック ス,オ ーデ ィオ
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1/O装 置,広 帯域 ネ ッ トワーク の機 能 を備 え た強 力 な コ ン ピ ュー タ

を専 用 に求 め られ る よ うに なる。

・ 計 算 費 用は ,ほ とん ど人 件 費 で 占め られ る よう に な る。 研 究者 の 生

産性 を高め よ うに設 計 され た 計 算 環境 を用 意 す る こ とに よ って得 られ

る研 究生 産 性 の 向上 は,是 非果 さ な けれ ば な らない。

・ こ こ数 年 の 研 究 成果 に よれ ば(特 にXeroxPaloAlto研 究 セ ン

タ,MITに よる),高 速 ネ ッ トワー クに結 ば れ た パ ー ソナル コン ピ

ュー タ を,TSSの 代 りに 提 供す る こ との 実現 性 を示 して い る。

SPICEシ ス テ ムは,パ ー ソナ ル コ ン ピ ュー タの ネ ッ トワー ク の一 つ で あ

り,必 要 な ソフ トウェア を含ん だ もの で あ る。 基本 とな る 目標 は次 の とお り

・ この シス テム の建 設 者 とユ ーザ の 双 方 に と って 高 品質 の 道具 とな る。

統 合 的 ス タイル に よるユ ーザ 対応 で あ る。

初期 開 発 の後 も継 続 的 に改 革 して い け る よ うなモ ジ ュール構 造 の シ

ス テ ム とす る。

まず この プ ロジ ェク トの 研 究 のた め に プ ロ トタイ プの設 計 と実 施 化 を して

い る。1980年 代 の後 半 に は,最 も優 れ た"高 技 術"ス タイル の 計 画 と言 え

る よ うな もの に す る。

この プ ロジ ェ ク トは,CMU・CSDで 行 はれ てい る他 の研 究 プ ロジ ェク ト

の 多 くの 成 果 に 関係 して い る。 特 に 次 の もの で あ る。

DSN(theDistributedSensorNetwork)

GracefulInteraction

ArchivalMemory

Gandalfprojects・

(3)シ ス テ ムの 内 容

① 基 本 手 段

TSSお よび 現在 の パ ー ソナ ル コ ン ピュー タに と らわ れず にや る。

SPICEの ユ ーザ は,多 くの独 立 した 作 業 を並 行 して管理 で き,同 時 に 一
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つ の 言語 しか使 え な い とい う制 約 は しない。 した が って,SPICEで は

パ ー ソナ ル コ ン ピ ュー タ を主 要 構 成 要 素 とす るが ,そ のOSは 次 の よ うに

考 えて い る。

・ 多数 の処 理(5か ら30)を 効 率 的 に サ ポ ー トす る。

・ 各 処 理 と も,広 く完全 に独 立 ア ドレスス ペ ー ス を使 用 で き る。

効 率 的 で 言 語独 立 の処 理 間 コ ミ ュニケ ー シ ョン(IPC:inter-

procesco㎜unication)を 可 能 に す る。

・ ネ ッ トワー ク全 体 に 分散 され た サ ー ビス と資源 をア ク セ ス した リ コ

ン トロー ルす るた め の プ ロ トコル を提供 す る。

パ ー ソナ ル計 算 の 環 境 では,数 多 くの 処 理 が,ロ ー カル,お よび メ

ッセ ー ジで コ ミュニ ケ ー トされ,お そ ら く違 った 言語 で 書 か れた 遠 隔

計 算 機 の上 で実 行 され る。 メ ッセ ー ジに よるIPC機 構 は,こ の シス

テ ム の 「糊 」の役 割 を果 す。

② 統 合 化(integration)

PDP-10やPDP-20そ の他 を結 合 した シス テ ム を利 用 して きた こ と

に よ り,統 合 化 の 経験 をあ る程 度 得 る こ とが で きた が,SPICEで は格 段

に複 雑 に な る。 ソ フ トウェ ア コ ンポ ー ネ ン トは 次 の よ うに して 統合 化 す る。

・ デ ィス プ レイベ ース の 対 話 ス タイ ルの 開 発

・ 標 準 ネ ッ トワー ク と デ ー タベ ー ス プ ロ トコル の 開発

・ 標 準 の 拡 張 性 の あ る フ ァ イル 形 式 の 開発

・ 豊 富 な プ ロ グ ラ ミング環 境 の 開 発

統 合 化 は シス テ ムの各 部か ら別 に は 達成 す るす る こ とは で きない。

図2.11は 相互 関 係 の様 子 を簡 単 に 示 した もの で あ る。 左 端 の 欄 は シス

テ ム設 計 の 個 別 分 野,上 端 の欄 は 主 なSPICEサ ブ シス テ ム とそ の設計 目

標 で あ る。

③Adaプ ログ ラ ミ ング環境.

AdaはSPICEを 実 現 す るた め に も相 当 使 用 され る と予 想 され て い る。

またCMU-CSDに お け る将 来 の研 究 プ ロ ジ ェク トで も主 要 な プ ログ ラ ミ
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ン グ 言 語 と な る と期 待 され て い る。

SPICEの 目標 は,Gandalfプ ロ ジ ェ ク トの そ れ と 共 通 で,そ の 成 果 を

取 り入 れ る か,さ らに そ れ を拡 張 す る。

・IncrementalCompilation

デ ィ バ ッ グ ー 修 正 テ ス トの ル ー プ を ス ピ ー ドア ッ プす る た

め に は 一 つ ひ とつ の プ ロ グ ラ ム ユ ニ ッ ト(手 続 ま た は モ ジ ュ ー ル)を

再 コ ンパ イ ル で き,直 ち に そ れ を 既 存 の シス テ ム に 組 み 込 む こ とが で き

な け れ ば な らな い 。

・Debugging

デ バ ッ ガ は,実 行 時 の プ ロ グ ラ ム状 態 を モ ニ タ で き る も の で な け れ

ば な らな い 。 さ らに,ソ ー ス レベ ル の ブ レー ク ポ イ ン トの 利 用,変 数

の 変 更,プ ロ グ ラ ム 性 能 の 統 計 デ ー タの 収 集 を も可 能 す る 。

・Programediting

言 語 オ リエ ン テ ッ ドの 編 集 コ マ ン ドと デ ィス プ レ イ機 能 が,プ ロ グ

ラ ム 開 発 と 修 正 の 効 率 を 改 善 す る た め に 利 用 さ れ る。

ま た,エ デ ィ タ に よ っ て プ ロ グ ラ ム を 中 間 形 式 に 直 接 で きれ ば,ユ

ー ザ の't思 考 時 間"と こ の 操 作 をオ ー バ ラ ッ プ さ せ れ ば ,コ ン パ イ ル

の 遅 れ を減 少 で き る。

・Programmanagement

versioncontrol

configurationcontrol

prOjectmanagement

いbrarymanagement

④Lispプ ロ グ ラ ミ ン グ 環 境

Adaと 同 時 に,proffessional-qualityのLispメ 互 グ ラ ミ ン グ環

境 を 開 発 して い る.人 工 知 能 研 究 へ の 応 用 力・こ れ に よ っ て 釣 ヒで き る・.

の 設計 に基礎 を置 い て い る が,次 の点 で大 き く
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・SpiceLispは 適 当 な性 能 を持 つ他 のパ ー ソナ ル コン ビ=・一 夕に

も容 易 に 移 植 す る こ とが で きる もの にす る。 したが っ て,簡 単 な設計

で ハ ー ドウェア(Lispマ シン)に 依 存 す る部 分 は 無 くす。

・SPICEのOSの 上 でIPCプ ロ トコ ル を使 って 走 る。Lispマ シ

ンのLispよ り も フ レキ シブ ルに な る。

・SpiceLispで は ,実 用 上 あ ま り重 要 で な い高 度 な機 能 は 省略 す

る。

⑤ 分散 ファ イル シス テ ム

ネ ッ トワー ク の ど こか らで も利 用 可 能 な共 用 フ ァイ ル シ ス テ ムは,大 き

な構 成 要 素 で あ る。 この フ ァイル シス テ ムは,文 書,プ ログ ラム,カ レン

ダ,メ ール ボ ック ス,ハ ン ドブ ック情 報,プ ロ グ ラム文 書,個 人 用 お よび

組織 の 記 録 の た め の 中央 保 管庫 の 役 割 を果 す。 フ ァイル シス テ ム と して 当

然 持 つ べ き機 能 は 明 らか で あ るが,使 わ れ 方 に依 存 す るパ フ ォ ーマ ンス に

関す る要 求 が未 だ 明 らか に なっ て い ない 。

・SFS(SP[CEFileSystem)は ,ロ ー カルの フ ァイ ル記憶 装 置

とCFS(CentralFileSystem)の 双 方 とユ ー ザ が 『優 雅"(grace-

fu1)に イ ン タ フ ェー ス で きる よ うにす る。 ユ ー ザ は ア ク セス してい

る ファ イル が ど こに あ るか を知 って い な くて もよい 。

・Spiceマ シ ンは ,CFSが ア クセ スで き ない状 態 で も使 用 可 能 と

す る。 逆 にCFSが 使 用 可 能 であ れば,ロ ー カル の 二 次記 憶 装 置 が使

用 可 能 で な くて もSpiceマ シンが 使え な くな る こ とは ない。

・ い くつか のSpiceマ シンが ,CFSを 通 さず に共 用 で き る よ うに す

る。 これ は,=・ 一一ザ にCFSが 使 え ない と きで もフ ァ イル の共 用 を可

能 に す る。

CFSの 設 計 は,ArchivalMemoryプ ロ ジ ェク トに支 援 され る。

SPICEプ ロジ ェ ク トでは,SFSがCFSと 離 れ て も働 け る ようにす る

な どの拡 張 を行 う。

⑥ 文 書作 成 支 援 シス テ ム
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文書 作 成 の道 具 と してSCRIBEを 作 っ て評価 してみ た。 また,文 書 オ

リエ ンテ ッ ドの エ デ ィ タBRABOに つ い て も経験 を持 っ て い る。 これ か ら,

文 書作 成 の 環境 も,プ ロ グ ラム生 産 の環境 と同 じ様 な ス タイ ル で,SPIC

Eの 大 きな コンポ ー ネ ン トとなる と理 解 してい る。

良 い文 書 作成 シス テ ム の基 本 目標 は次 の よ うな もの で あ る と見 て い る。

・ 文 書 の構 造 を認 識 して,そ れに した が って 編集 す る。

・ 文 書 に使 用 す る媒 体 は い ろ い ろ あ り,こ れ らに 同 じ規 範 で対 処 で き

る。

・ テ キス トを入 力す る 際に,ス ペ ルの修 正,ク ロス リフ ァ レ ンス,文

献 デ ー タベ ース の サ ー チ,そ の他 の 支援 を 自動的 に行 う。

・ 文 書 の レイ ア ウ トは,入 力 の 際 に,エ デ ィタが そ の テ キ ス ト区 分(

(パ ラグ ラフ,引 用 文,方 程 式 な ど)を 認 識 して そ れ に適 した形 に 自

動的 に対 応 す る。

・ 校 正 の 際 は ,原 文 を変 え るの で は な く文書 に しる しをつ け る こ とに

よって 行 え る よ うに す る。 これ に よって,複 数 の 校 正 者 が 一 つの 文 書

に 校 正の 語 釈 をつ け る こ とが で きる。 や り方 もい ろ い ろ 用意 で きる。

・ 高 品質 の ハ ー ト コ ピ ー 出 力 す る た め に は,さ らに精 密 な レイア

ウ ト調 節が 必 要 で あ る。 最 終 出 力には,も う一 つ の エ デ ィタ を使 って,

細 か い調 整 が で き る よ うにす る。

(4)現 状 と1983年 ま で の 予 定

既 に か な り形 が で き つ つ あ り,そ の 使 い 心 地 は実 感 で き る 。 現 在 は,パ

ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ と してXerox社 の ス ー パ ー パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー

タAlto(試 験 機 で 商 品 化 して い な い)と,そ の 流 れ を くみThree

Riverscomputer社 が 開 発 し商 品 化 したPERQがethernetで 結 ば

れ て 動 き 始 め て い る。

/
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図2-12Adaプ ログ ラ ミング環 境 を説 明す るP.Feiler研 究 員

図2.12の 右 に見 え るの がAltoの デ ィス プ レイ,左 に 見 え るの が

PERQの デ ィス プ レ イで あ る。AltoでAdaの プ ロ グ ラ ミン グ環 境 の 説

明 と実 演 を して も らった。

Altoに せ よPERQに せ よ,デ ィス プ レイの 画 質 が 良 く見 やす い の と,

その リフ レ ッシ ュが 早 い とい う点 が 印 象的 で あ っ た。 いず れ カ ラー化 され る

もの と思 われ るが,ま ず 今 の所,文 句は つか な い だ ろ う。

4
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図2-13PERQ図2-14PERQの デ ィ ス プ レ イ

図2.13と 図2.14は,R.Cohn研 究 員 が 分 数 パ ー ソ ナ ル 計 算 シ ス テ ム の

研 究 評 価 に 使 っ て い るPERQで あ る。

① 基 本 手 段

OSはDSN研 究 プ ロ ジ ェ ク トで 開 発 し,そ れ をSPICEで 拡 張 す る。

・SpiceOS中 核 部 とIPC機 構 はDSNプ ロ ジ ェ ク トか ら得 られ た

複 数 言 語 を サ ポ ー トす る よ うに 拡 張 。

・ プ ロ トタ イ プSpiceシ ス テ ム のOSの 評 価 と これ を分 散 した パ ー ソ

ナ ル 計 算 の 文 脈 に あ て は め る 技 法 の 開 発 。

・NOS(NetworkOperatingSystem)をSpice中 核 上 で の 開 発 。
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標準IPCプ ロ トコル,プ ロセ ス管 理,fault-tolerantな 分 散 計算

の手 段 を含む 。

・Spice流 の システ ム を提 供 す るの に適 した ハ ー ドウェ ア と フ ァー

ム ウ ェア の ア ー キテ クチ ャの 評 価

② 統 合 化

Sp,iceソ フ トウェア全 般 に わ た っ て適 用す る,ユ ー ザ対応 とモ ジ ュー

ル ア ー キ テ クチ ャの統 合 ス タイ ル を開発 す る こ とで あ る。

・ ビットーマッ プの デ ィス プ レイ を サ ポ ー トす る一 般 ソフ トウ ェアの 設

計 と実 施化。基本部分は で きたが,1982年 末 ま で に プ ロ トコル を完 全

な もの にす る。

・ 広範 な 高級 言 語 に適 用 で きるユ ー ザ対 話方 式 の ス タイ ルの 設 計 と実

施化 ・設 計 は1982年 末,実 施 完 了 は1983年 末 の 予定 。

・ モ ジ ュール シス テ ム の ア ー キテ クチ ャの設 計 と ,そ れ を他 の シス テ

ム コ ンポ ー ネ ン トに入 れ て 実 施化 す る こ と。 設 計 は1982年 末,完 全

実 施 は1983年 末 の 予 定。

・ 異 った 言語 間 コ ミ ュニ ケ ー シ ョンの ため の ,言 語 独 立 なIPCプ ロ

トコル の 検 討。

・ プ ログ ラ ム と文 書 を編集 す る包 括 的 構 造 化 エ デ ィ タを使 う技 法 の 探

索。'

・ 他 のSpiceコ ン ポ ー ネ ン トで使 用す るの に適 した ,任 意の 構 造 化

デ ー タ を表現 す るた め の標 準 的 で拡 張 性 の あ る フ ァイル 形式 の 開 発。

③Adaプ ログ ラ ミ ング環 境

次の10年 を通 して,生 産 性 の高 い ソ フ トウ ェア 開発 を支 援す る プ ログ

ラ ミン グ環 境 を作 り上 げ る こ とで あ る。

・1982年 ま での 間 ,Spiceを サ ポ ー トす るの に必 要 なAdaサ ブ セ

ッ トコン パ イ ラとデ バ ッ ガ を強 化 す る こ と。

・ 対 話 型 プ ログ ラ ミング環 境 の 目標 に適 した ,Adaプ ログ ラムの 実 行

時 表現 の 設 計
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一
・incrementalAdaコ ンパ イ ラの 設 計 と作成

・ ソー ス レベ ルの デ・『ッガの 開 発 と作 成

・ プ ログ ラム管 理 道具 の設 計 と作 成

④Lispプ ログ ラ ミン グ環 境

次の10年 を通 して,Lispプ ログ ラ ミング をサ ポ ー トす る プ ログ ラ ミ

ング環境 を作 り上 げ る こ と であ る。

初期 的 なLisp環 境 は で きた。 これ をSpice環 境 の 中 で適 切か つ 効 率

的 に働 く よ うに 拡 張 して い く。

⑤ 分 散 フ ァ イル シス テ ム

大 規模 中 央 フ ァ イル シス テ ム(CFS)と,ロ ー カル フ ァ イル シス テ ム を

Spice環 境 の 中 に統 一 化 す る こ とであ る。

・CFSとSFSをArchivalMemoryプ ロジ ェ ク トか ら得 るこ と
。

・ フ ァイル の ユ ニバ ーサル テキ ス ト形 式 を開 発
。 これ に よって,異 っ

た テ キス ト方 式 を持 った 異 った計 算 シス テ ムが ,テ キ ス トフ ァイ ル を

共 用 す る の を可 能 にす る。

・CFSが 使 え な い と き
,機 能 を共用 す る ロー カル フ ァイル シス テ ム

の グル ー プの 利 用 の 検 討。

・CFSか らSpice環 境 を分 離 した と きの 影 響の 検 討。

・ 共 通 同種 の パ ー ソナ ル コン ピ ュー タ を共 用 してい る異 った ユ ーザ達

の か わ り合 い の検 討。

⑥ 文 書 作成 支 援 シス テ ム

この シス テ ム(DocumentPreparationSystem)に つ い ては ,特 定

の 目標 は 設定 して い ない。 いず れ にせ よ。 文 書作 成 支 援の 本 来 の 目的 に 一

致 した もの を実 現 させ た い と考 え て い る。 た だ しSpiceの この部 分 は 末

だ ス タ ー トしな い。

なおSCRIBEの 拡 張 ・改 善 は継 続 的 に行 って い る の で,こ の 成果 が 反

映 され よ う。

一83一



3.Waterloo大 学

Waterloo大 学 計 算 機 科 学 科 の 徳 田 英 幸 先 生 の 案 内 で,同 大 学Computer

SystemsGroupの 活 動 を 中 心 に,説 明 を 受 け た 。

Waterloo大 学 は,古 くか ら教 育 用 に 使 用 す る コ ン ピ ュ ー タ の た め の ソフ トウ

エ ア で,世 界 で 最 も著 名 で あ る 。 我 々 が,Waterloo大 学 の 名 前 を 知 っ た の は

教 育 用FORTRAN"WATFOR"と と も に で あ っ た 。

Waterloo大 学 はCMUと と も に コ ン ピ ュ ー タ の 研 究,教 育 で 先 進 的 大 学 な

の で,い ろ い ろ 報 告 も あ り,知 っ て い る人 も多 い と考 え ら れ る の で,こ こ で は

教 育 用 ソ フ トウ エ ア を 中 心 に,全 般 的 な ま とめ と,我 々 の 関 心 を ひ い た ト ピ ソ

ク の 一 つ に つ い て 報 告 す る 。

3.1Waterloo大 学 の 主 な 教 育 用 ソ フ ト ウ エ ア

こ れ は"WaterlooSoftwareSummary"(bySandfaWard,WATNEWS

Jan.1981)に よ る 。

Waterloo大 学 で は,DepartmentofComputingServicesとComputer

SystemsGroup(CSG)が,教 育 用 の コ ン ピ ュー タ と ソ フ ト ウ エ ア の 提 供 を

行 っ て い る 。 こ こ で 開 発 し た ソ フ ト ウ エ ア の コ ピ ー は1967年 以 来 多 数 の 教 育

機 関 か ら の 要 請 で 配 布 さ れ,そ の 数 は 数 千 に 及 ん で い る 。1975年 か ら は,

WATFAC(TheWaterlooFoundationfortheAdvancementofComputing)

とCyberwareComputerSystemsLtd.が 開 発 した ソ フ ト ウ エ ア も提 供 の 対

象 と な っ て い る 。

(1)StudentCompilers

WATFOR

高 速 コ ン パ イ ル と親 切 な エ ラー メ ッセ ー ジ を 出 す"in_coreFORTRAN"。

以 前 の コ ン パ イ ラは,沢 山 の 学 生 の プ ロ グ ラ ム を 処 理 す る だ け の 速 度 が な か

っ た 。 ま た エ ラ ー メ ッ セ ー ジ は 不 十 分 で,マ ニ ュ ア ル を 読 ん だ り,コ ア ダ ン プ

■

'
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●

を 見 た り し な い と,エ ラ ー を修 正 で き な い 状 態 で あ っ た 。

WATFORの た め に 開 発 さ れ た エ ラー メ ソ セ ー ジ は,コ ン パ イ ラ を プ ロ グ ラ

ム デ バ ック に優 れ た 道 具 に した 。WATFORの 第1版 はIBM7040用 の も

の で,1964年 に 開 発 さ れ た 。 そ の 後,IBM360シ リ ー ズ,DECPDP11

(WATFOR-11)用 に も 開 発 さ れ た 。FATFOR-11は 構 造 化 プ ロ グ ラ

ミ ン グ用 の ス テ ー トメ ン トを持 っ て い る 。

WATFIV

IBM360シ リ ー ズ 用 のWATFORを 強 化 した 新 版 。

IBM370シ リ ー ズk・ よ びUNIVAC90/30で も走 る。CMSあ る いは「TSO

の 下 で会 話 形 式 で も使 え る 。 構 造 化 プ ログ ラ ミ ン グ 用 の ス テ ー トメ ン トを 持 つ 。

WATBOL

"in _core"COBOI、 コ ン パ イ ラ。

WATFORと 同 じ考 え 方 で,開 発 さ れ た も の で 高 速 コ ン パ イ ル と 親 切 な エ ラ

ー メ ッセ ー ジ を 出 す こ と が で き る
。undergraduateの 学 生 に フ ァ イ ル 処 理 技 法

を 教 え る の と,専 門 の プ ロ グ ラ マ に 構 造 化 プ ロ グ ラ ミン グ を 教 え る の に セ ミ ナ

ー で使 わ れ て い る
。

WATBOLはIBM360/370系 とDECPDP-11で 使 え る 。・

WaterlooPascal'

IBM360/370系 用 のPascalコ ン パ イ ラ。

WATFoR,wATFIv,wATBoL流 の デ バ ッ ギ ン グ コ ン パ イ ラで あ る 。

CMSの 下 で 会 話 形 式 で 使 え る。

WaterlooBASIC

移 植 性 の あ るBASICのincrementa1コ ン パ イ ラ。

ま ずIBMシ リ ー ズ/1用 に 開 発 さ れ,そ の 後IBM370系 の 機 械 で も使 え

る よ うに な っ た 。 元 のDartmouthBASICに 比 べ,教 育 目的 に も業 務 処 理 用

に も相 当 の 拡 張 を した 。 当 然 構 造 化 プ ロ グ ラ ミ ン グ 可 能 に し て い る 。 構 造 化 プ

ロ グ ラ ミy■ 用 の ス テ ー トメ ン トは,Co㎜odorePETのBASICと も追

加 し て 使 え る 。
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LPI

.教育 に適 した機 能 を持 った線 型計 画計 算 パ ッケ ー ジ。

入 力が 簡単 で 自然 で あ る こ と,出 力 にデ ィス プ レ イオ プ シ ョンが あ る こ と,

最 適 性 の 分析 や冗 長 な制 約 条 件 を見つ け るな どの 特徴 を持 って い る 。IBM360

/370系 の機械 で使 え る。

LISP

IBM360/370シ リー ズ用 の会 話形 式 で使 え るHSP1・5
0

(2)StudentJobsubminissionSystems

コ ン ピ ュー タ設 備 を 利 用 す る 必 要 の あ る コ ー ス を 取 っ て い るundergraduate

の 学 生 が 沢 山 い る 。 これ らの 学 生 の ニー ズ に 応 え る た め,い ろ い ろ なStudent

Compilersが 開 発 さ れ た が,さ ら に,莫 大 な 数 の ジ ョ ブ が 処 理 され る の で,

そ れ ぞ れ の ジ ョブ を 容 易 か つ 迅 速 に 依 頼 し返 却 さ れ る シ ス テ ム の 設 計 に 迫 られ

た 。

WATVD

学 生 は,プ ロ グ ラ ミ ン グ 言 語 や 新 しい プ ロ グ ラ ミ ン グ 技 法 を 学 ん で い る と き

'に は
,何 回 もデ バ ック の ラ ン を す る 必 要 が あ る 。 タ ー ン ア ラ ウ ン ド時 間 を 速 く

す る た め に,"カ フ ェ テ リア 方 式"が 作 られ た 。 学 生 は ま ず カ ー ド リー ダ の 所

に 行 っ て カ ー ドを 読 ま せ,直 ぐ次 に プ リン タの 所 に 行 っ て 出 力 を受 け と る。 タ

ー ン ア ラ ウ ン ド時 間 は 通 常1分 以 下 で
,オ ペ レ ー タ の 介 入 は 不 要 で あ る 。

こ れ を うま くや る こ とは,高 速 コ ン パ イ ラ を 使 うだ け で な く,い ろ い ろ な処

理 系 を呼 び 出 して 実 行 さ せ る モ ニ タ ー が 必 要 で あ る。WATVDは,IBM370

VM/CMSの 下 で,こ の よ う な 役 割 を 果 す 。

OMRMODS

光 学 式 マ ー ク カ ー ドでWATFIVの 入 力 を可 能 に し た もの 。

IBM2501カ ー ド リー ダ を 改 造 し,学 生 のOMRカ ー ド の プ ロ グ ラ ム を読

め る よ うに した 。 これ に よ っ て 学 生 は 穿 孔 機 な し で,家 に 居 て プ ロ グ ラ ム を 用

意 す る こ とが で き る 。

t

■

一86一



WIDJET

コ ン ピ ュ ー タ に プ ロ グ ラ ム を ヵ・け た い 学 生 や 初 心 者 を 助 け る た め に
,ジ ョ ブ

の 準 備 ・依 頼 を しや す くす る シス テ ム 。

PDP-11ま た はIBMシ リ ー ズ/1の 複 数 の 端 末 に サ ー ビス す る エ デ ィ タ

と,ス ケ ジ ュ ー ラ を 含 ん で い る 。

ジ ョブ は,ミ ニ コ ン ピ ュ ー タ か,WIDJETのRJE機 能 を 通 してIBM

360ま た は370の い ず れ で も処 理 で'き る 。 出 力 は 端 末 で も プ リン タ で も 出

せ る 。

(3)InstructionAids

MARKEXAM

多岐選択式の試験の採点 とその結果 の統計 分析 をす るもの。

学生の評価が迅速 にで きる。

WATPAK/C

■

COBOLで フ ァ イ ル処 理 を 教 え る の に 有 効 な ソ フ トウエ ア パ ッ ケ ー ジ と教 材

を合 わ せ た も の 。

パ ッケ ー ジ は
,こ の 大 学 で 何 年 か の 教 育 過 程 で 開 発 され て きた もの で あ る 。

WATPAK/Cは,WATBOLコ ン パ イ ラ と,テ キ ス ト 　AnIntroduction

t・COBOLwithWATBOL-A・St・u・t・ ・edP・ ・9・ammi・gApP・ ・ach"と

こ の テ キ ス トの 演 習 と問 題 の 解 答 と,WATPAC/Cを 使 う教 師 へ の マ ニ ュ ア

ル と,デ ー タ フ ァ イ ル と,COPYラ イ ブ ラ リと ,一 揃 い の フ ァ イ ル処 理 の ユ ー

テ ィ リテ ィ プ ロ グ ラ ム を 含 ん で い る。

■

(4)Assembler

ASMG

IBM360用 のWATFORを プ ロ グ ラ ミ ン グ して い る と き,こ のOSが 提

供 して い る ア セ ン ブ ラが 非 常 に遅 い こ と を 発 見 した た め,こ れ を 改 良 し実 行 速

度 を 上 げ た 。
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多数 の マ ク ・を用 意 した こ と と,元 の ア セ ン ブ ラには無 いい くつ か の機 能 を

追 加 した 。IBM360と370の 両 方 の命 令 セ ッ トを持 ってい て,ど ち らで も

走 る。

(5)ProgramDevelopmentTools

コ ン パ イ ラや ア セン ブ ラを開 発 す る過 程 で,大 学 の シス テ ム プ ログ ラマ達 は

OSに 含 まれ て い る シス テ ム支援 が 自分 達 の求 め て い る もの に不適 切 で あ った

り,扱 い に くか った りす る場合 が あ る こ とを指 摘 して いた 。そ こで,彼 等 は有

益 と思 わ れ る い くつ か の道具 を書 い た 。

ASMXREF

IBM360/370の 複 数 の ア セ ン ブ ラの ソ ー ス デ ック の,共 通 記 号 名 で ク

ロ ス リフ ァ レ ン ス を 作 る プ ロ グ ラム 。

DOWNDATE

IBM3600Sの 二 つ の 区 分 デ ー タ セ ッ トを 比 較 して,違 い が あ れ ば,I

EBUPDTE(update)の デ ック を 作 り 出 す プ ロ グ ラ ム 。

PDSEDIT

IBM3600Sに よ る ロ ー ドモ ジ ュ ー ル の 区 分 デ ー タ セ ッ トを 読 め る よ うに

編 集 す る プ ロ グ ラ ム 。

PDSEXEC

IBM3600Sに よる指 定 され た 範 囲 の区 分 デ ー タ セ ッ トで,指 定 の プ ロ

グ ラム を実 行 さ せ るプ ログ ラム 。

PDSI、ISTR

IBM3600Sに よ る ソー ス 区 分 デ ー タ セ ッ トを,ア ル フ ァベ ッ トの リス

トあ る い は 穿 孔 して 出 力 す る プ ロ グ ラ ム 。

StructuredProgrammingMacros

ア セ ン ブ ラ で プ ロ グ ラ ミン グ す る と き に,MACRO-11の プ ログ ラマが 構 造

化 プ ロ グ ラ ミン グ技 法 を 使 うこ とが で き る よ うに 作 られ た マ ク ロ集 。

これ らの マ ク ロは,WATBOI、-11,WIDJET,・ そ の 他 の 大 規 模 開 発 に
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〃

使 わ れ た 。

TRACE

IBM360/370プ ロ グ ラ ム の 実 行 を,命 令 毎 に 機 械 語 レ ベ ル で 追 っ て い

くプ ロ グ ラ ム 。

WATFAC

DECRSX-11DOSの た め の プ ロ グ ラ ム 集 。

デ バ ッギ ン グ 支 援 とL－ テ ィ リテ ィプ ログ ラム に 分 類 で き る もので,WATFOR

-11
,WATBOL-11,WIDJETの 開 発 時 に 作 られ た 。

(6)SystemOperatingAids

コ ン ピ ュ ー タ操 作 を 助 け る ソ フ トウ エ ア で あ る 。

ArchiveStorageSubsystem

CMSの 機 能 を 強 化 した もの 。

VMLibrary

全 世 界 の ユ ー ザ に よ っ て 行 わ れ るIBMVM/370CMSの 変 更 の 配 布 の 仕

事 を 行 っ て い る 。

(7)TextProcessor

大学 の よ うな所 で は,沢 山 の印刷 物 を作 る こ ζが 必琴 で あ る。 た とえ ば,記

事,論 文,報 告 書,マ ニ ュア ル,書 物 な どの文 書 で あ る。 これ らの 文書 を簡 単

に更新 した り修 正 した りす るた め に,テ キス トの フ ォーマ ッテ ィン グ と編集 の

手段 が望 まれ て い た 。

SCRIPT

デ ー タの中 に 書 き込 まれ た コマ ン ドで指 定 され た フ ォー マ ッ トで,デ ー タを

出力 す るテ キ ス トフ ォー マ ッテ ィン グ プ ログ ラム 。

SCRIPTの 入 力 は,普 通 の テ キス トエデ ィ タで行 え る。SCRIPTの

原 型 はMITで 開 発 さ れ た も の で あ る 。 現 在 の もの は,相 当の拡 張 が 加 え ら

れ てい る。
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表3.1主 要 ソ フ トウ エ ア ー 覧

CUC
ONO
MIM

機 種 MVM
IBM360/370 IBM PDP-11 OAO

OS DCD
シ リーズ/1 OO

RR
EE

S
u

RR P
ソフ トウエア D RS8 E

0 SRXX R
S TT//U 0

MTCD/ CR S/11N PSP
OVSMOV PP /1111 E/E
SSOSSS SS ElDMX T3T

WATFOR-11 レ レ レ レ レ

WATFIV レt/レ レrレ レ レ

WATBO1二 レ レ レ レ レ

WATBOL-11 レ レ レ レ レ

WaterlooPascal レ レ レ レ

WaterlooBASIC レ レ レ

LPI

LISP レ レ レ レ

WATVD レ レ レ

OMRMODS レ

WIDJET レ レ レ レ レ レ レ

MARKEXAM |/|/レ

ASMG レ レ レ|/
・

.

ASMXREF レ し/

DOWNDATE レ レ

PDSEDIT レ レ'
西

PDSEXEC レ レ/

PDSLISTR レ|/

StructuredMacros レ レ レ レ レ

TRACE レ レ レ

WATFACUtilities レ

ArchiveStorage レ

VMLibrary レ

SCRIPT レ レ レ1/

W乞terlooMicroSystem レ レ レ
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、
3・2WaterloomicroSystems

Waterloo大 学 で も,IBMシ リ ー ズ/1お よ びCommodorePETを 中 心

に,パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュー タ レ ベ ル の マ シ ン に よ る教 育 が 行 わ れ て い る 。最 近

はCommodoreの 新 鋭 機SuperPETの 活 用 に 大 き な 力 を 注 い で い る 。

以 下 そ の 概 要 を"WaterloomicroSystems"(byTerryWilkinson

WATNEWSOct.1981)に よ っ て 紹 介 す る 。

■

(1)WaterloomicroSystemsと は

Waterloo大 学 で は,従 来 か ら学 び や す い環 境 を 作 る と い う 目 的 で,沢 山 の

ソ フ トウ エ ア を 開 発 し て きた 。 こ うす る こ と に よ っ て,最 新 の プ ロ グ ラ ミ ン グ

技 術 を 直 接 的 か つ 容 易 に 学 ぶ こ とが で き る よ うに な っ て い る 。

こ の 考 え 方 を,独 立 の マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ で も実 現 した い,と い うこ と で

WaterloomicroSystemsの 開 発 プ ロ ジ ェク トが 行 わ れ た 。

ま ず 言 語 処 理 系 の フ ァ ミ リを 作 っ た 。 これ はAPL,BASIC,FORTRAN

PASCALを サ ポ ー トす る 。 も う一 つ は,汎 用 の テ キ ス トエ デ ィ タ で ,プ ロ

グ ラ ム と デ ー タ フ ァ イ ル の 扱 い を容 易 に す る 。

こ の パ ッケ ー ジ は,シ ス テ ム に独 立 で,移 植 性 を 持 ち,実 施 上 の 高 度 の 柔 軟

性 を 持 っ て い る 。 これ が うま くい っ た の で,IBM370系 の 機 械 とSuper

PETとDECPDP-11に 実 装 した 。

こ の こ とは,言 語 フ ァ ミ リを 使 え ば,一 つ の 機 械 で プ ロ グ ラ ム した も の が,

他 の どの 機 械 で で も,変 更 す る こ と な く役 立 る と い う こ乏 で あ る 。 ソ フ ト ウ エ

ア の 開 発 に 非 常 に 役 立 つ 機 能 と な る 。

次 に マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ と メ イ ン フ レー ム コ ン ピ ュー タ間 の,簡 単 に 使 用

で き る イ ン タ フ ェー ス を 作 っ た 。 プ ロ グ ラ ム とフ ァ イ ル を,一 方 か ら一 方 へ 移

す 必 要 が あ る か ら で あ る 。 ま た,メ イ ン フ レ ー ム上 の デ ー タ フ ァ イ ル を
,マ イ

ク ロ コ ン ピ ュ ー タ 上 で 走 っ て い る プ ロ グ ラ ムか ら ア ク セ ス で き る よ うに しな け

れ ば な ら な い か ら で あ る 。

殆 ん どの 大 ・中 型 の コ ン ピ ュー タはASCIIタ イ プ の 端 末 を サ ポ ー ト して い
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る の で,こ の ブ ロ ー チ はRS232-Cシ リ ア ル ラ イ ン で マ イ ク ロか ら メ イ ン フ

レー ム に つ な げ る こ と に した 。 イ ン タ フ ェ ー ス プ ロ グ ラ ム は,メ イ ン フ レ ー ム

が マ イ ク ロか ら の デ ー タ マ ネ ジ メ ン トの 要 求 に応 え ら れ る よ うに 作 られ た 。 こ

の イ 〃 フ ェ ー ス プ ロ グ ラ ム はHOSTCM(hostcornrnunicationmodule)

と 呼 ん で い る。

これ に よ っ て,マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ上 の プ ロ グ ラ ム は,ロ ー カ ル デ ィ ス ク

の フ ァ イ ル も遠 隔 の ホ ス トデ ィス ク も全 く同 じに ア ク セ ス で き る 。

この 結 果,多 様 な ユ ー ザ ニ ー ズ に サ ー ビ ス す る い ろ い ろ な コ ン フ ィ ギ ユ レ ー

シ ョ ン で 使 用 で き る,ハ ー ドウ エ ア と ソ フ ト ウ エ ア の 非 常 に強 力 な 集 合 体 を 作

れ る こ と に な る 。 た と え ば,ス タ ン ドア ロ ン のSuperPETは,ロ ー カ ル デ ィ

ス ク,ロ ー カ ル プ リ ン タ を 持 つ こ とが で き,一 方 で 遠 隔 コ ン ピ ュ ー タに つ な が

っ て な くて も,五 つ の 言 語 と エ デ ィ タが 使 え る 。 逆 に,ホ ス トコ ン ピ ュー タ に

に つ なが っ たSuperPETは,ロ ー カル 装 置 が な くて も,ホ ス トの 全 て の フ ァ

イ ル を 利 用 す る こ とが で き る 。 勿 論 こ れ を 組 み 合 わ せ た 利 用 も で き る 。

(2)SuperPETに つ い て

IBM370系 の コ ン ピ ェ ー タやPDP-11系 の コ ン ピ ュ ー タ で あ れ ば ・ 上

に 述 べ た よ うな こ とは 容 易 に 実 現 さ れ て い る 。 し か し,マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タ

で この よ うな設 計 を 実 現 す る の は,そ ん な に 容 易 で は な い 。一 番 良 い 方 法 は,

既 存 の マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ を改 造 し,必 要 な 手 段 を 付 加 す る こ と で あ る と考

え た 。

Co㎜odorePETに っ い て は 相 当 の 経 験 と購 を 持 っ て い た の で,CBM

8032を こ の 目 的 に 合 う よ うに 改 造 で き る 自 信 が あ っ た 。 こ の 機 械 はMOS

6502プ ロ セ ッサ と32KBの ユ ー ザRAMを 持 っ て い る 。改 造 の 主 な 点 は 次

の と お り。

・Motorola6809プ ロ セ ッサ チ ッ プ に す る 。

・RAMを 増 や す
。

・RS=232シ リ ア ル イ ン タ フ ェー ス を 付 け る 。
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しか し,6502は そ の ま ま 残 す と,普 通 のCBM8032と し て も働 くの で

そ の 方 が 良 い と考 え た 。 そ こでMC6809とMOS6502こ の 両 方 を 持 ち,

ス イ ッチ で モ ー ドを 切 換 え られ る機 械 を 作 っ た 。 こ のMC6809モ ー ドで

WaterloomicroSystemsが 働 く 。 そ の ソ フ ト ウ エ ア は 次 の とお り。

・WaterloomicroSystemsSupervisor

6809ROMセ ッ トに納 め られ て い る 。

・会 話 型 イ ン タ プ リン タ

APL,BASIC,FORTRAN

PASCALを サ ポ ー トす る 。

・6809機 械 語 プ ・グ ラ ム 開 発 シ ス テ ム

Commodore社 は,こ の ・・一 ドウエ ア の生 産 を 始 め て い る。 そ れ が"Super

PET"で あ る 。

WaterloomicroSystemsの 言 語 処 理 系 の た め に,64KBのRAMが 付

け 加 え られ て い る 。 ユ ー ザ は ス ク リー ン に 表 示 され た メ ニ ュー に よ っ て ど の 言

語 を 使 用 す る か 選 択 す る。 ユ ー ザ が 使 用 で き る メ モ リは,使 用 言 語 に か か わ ら

ず 元 の 一32KBの ま ま で あ る 。

(3)言 語 処 理 系 に つ い て

どの 言 語 も会 話 型 の イ ン タ プ リン タ な の で 同 じ よ う な や り方 で 使 うこ とが で

き る 。

どの 言 語 も,ホ ス ト コ ン ピ ュ ー タ,SERIALラ イ ン,い ろ い ろ なDISK

k－よ びPRINTERと,WaterloomicroSystemの ラ イ ブ ラ リに あ る共 通 フ

ァ イ ル シ ス テ ム イ ン タ フ ェー ス を 保 っ て,IEEE-488パ ス で イ ン タ フ ェ ー

ス が とれ る 。 これ は,い ろ い ろ な 言 語 間 で デ ー タ フ ァ イ ル の 互 換 性 を100%可

能 に す る 。

各 言 語 処 理 系 の は 次 の と お り。

APL

IBM/ACM79の 標 準 仕 様 に 準 拠 して い る 。
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BASIC

ANS'MINIMALBASICを 含 み,い くつ か の拡 張 を して い る
。

・名 前 は31文 字 ま で 区 別 す る
。

'multi-1ineの 関 数 と手 続 を書 く こ とが で き
,パ ラ メ ー タ を 渡 し て 呼

べ る。 これ は 再 帰 ア ル ゴ リズ ム に 使 え る
。

。MAT(matrixmanipulation)の ス テ ー トメ ン トが 使 え る
。

・構 造 化 プ ロ グ ラ ミ ン グ 用 の 制 御 ス テ ー トメ ン トが 使 え る
。

・プ ロ グ ラ ムテ キ ス トの 段 付 け
,コ メ ン ト付 け を サ ポ ー トす る 。

・高 度 の ス ト リン グ/サ ブ ス ト リン グ 機 能 が 含 ま れ て い る
。

・組 込 関 数 も強 化 し
,約35の 関 数 が 使 用 で き る 。

・'エ ラ ー ト ラ ッ ピ ン グ は
,殆 ん どの 実 行 時 エ ラー に よ る 中 断 と 回 復 を 可

能 に し て い る 。

・RENUMBER
,AUTOLINE,MERGE,と い っ た コ マ ン ドが,

ソ ー ス プ ロ グ ラ ム の 扱 い を 楽 に す る 。

・'フル ス ク リー ン エ デ ィ タ が
,ス テ ー ト メ ン トの 変 更 を 容 易 に す る 。

FORTRAN

標 準 仕 様 の サ ブ セ ッ トで あ る 強 力 な 拡 張 も 加 え て あ る 。WATFIVに あ る 機

能 の 多 く を含 ん で い る 。

・FORMATス テ ー トメ ン ト

・ サ ブ ル ー チ ン

・ 多 次 元 配 列

・拡 張 文 字 列 の 取 扱 い 一

・構 造 化 プ ロ グ ラ ム 制 御 ス テ ー トメ ン ト

・ シ ー ケ ン シ ャ ル と リ ラ テ ィ ブ フ ァ イ ル の サ ポ ー ト

・ブ レ ー ク ポ イ ン ト
,シ ン グ ル ス テ ッ プ な ど の 会 話 型 の デバ ッギング 機 能

PASCAL

ISOPASOAL委 員 会 の ド ラ フ トに ほ ぼ 一 致 して い る。

・テ キ ス トフ ァ イル サ ポ ー ト
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・ポ イ ン タ変 数

・多 次 元 配 列

・ブ レイ ク ポイ ン ト
,シ ン グル ス テ ッ プ な.ど の 会 話 型 デ バ ッギ ン グ 機 能

EDITER

`

フ ル ス ク リ ー ン の 文 脈 エ デ ィ タ で あ る 。

・"get"と"put"コ マ ン ドが
,エ デ ィ テ ィ ン グ す る 全 デ ー タ フ ァ イ

ル を 機 械 に 組 み 込 ん だ り,そ れ を外 部 装 置 に 格 納 した りす る
。

・"search"と"change"コ マ ン ドが あ り
,こ れ は グ ロ ー バ ル な 変 更

もで き る。

・フ ル ス ク リー ン機 能 が
,カ ー ソル で 小 さ な 修 正 を容 易 に 行 わ せ る 。

・フ ァ ン ク シ ョ ン キ ー も豊 富 で 便 利 で あ る
。

6809DEVELOPMENT .SYSTEM

WATERLOOmicroSYSTEMSSUPERVISOR

SuperPETのROMに 納 ま っ て い る 。OSと し て 一 人 前 の 機 能 を 果 す 。

・6809機 械 語 プ ロ グ ラ ム の 読 み 込 ・み
。

・フ ル ス ク リー ン モ ニ タ… … 任 意 の 記 憶 場 所 の もの を16進 ま た は 文 字

形 式 で 表 示 で き る 。

・組 込 み の 逆 ア セ ン ブ ラ

・機 械 語 プ ログ ラ マ も使 用 で き る組 込 み 関 数(高 級 言 語 の も と共 通)

・組 込 み の フ ァ イ ル シス テ ム イ ン タ フ ェー ス

・ シ リア ル ラ イ ン セ ッ トア ッ プ ル ー チ ン… …HOSTCMプ ロ グ ラム 用

・"Passthru"端 末 モ ー ド で
,RS232シ リ ア ル ラ イ ン と通 し て 直

接 ホ ス トコ ン ピ ュ ー タ と コ ミ ュ ニ ケ ー トで き る 。

◆

(4)将 来 の 予 定

WaterloomicroSystemsの ソ フ ト ウ エ ア の 最 初 の 大 規 模 な 実 施 は
,

Waterloo大 学 で進 行 中 で あ る 。 現 在 分 散 処 理 の 形 で,6809Development

Systemを 使 っ て,マ シ ン ア ーキ テ ク チ ャを 教 え る こ とか ら 利 用 さ れ 始 め て い
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る。 構 成 は30台 のSuperPETをIBMシ リ ー ズ/1にRS232シ リ ア ル

ラ イ ン で 結 ん だ も の で あ る 。

COBOLの 処 理 系 は 完 成 に近 づ きつ つ あ る 。 テ キ ス ト フ ォー マ ッ タの 開 発

予 定 さ れ て い る 。 次 に 予 定 して い る の は,"dumbterminalemulators"と

コ ン パ イ ラ(イ ン タ プ リタ で な い)の 開 発 で あ る 。

い ず れ に せ よ,こ の シ ス テ ム の 強 化 拡 大 は 継 続 的 に行 っ て い く。
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4.IAIMS

JAIMS(Japan-America .lnstituteofManagementScience)のHMi-

yake所 長,T・Watanabe副 所 長 お よびY.Okoshi副 所 長 を尋 ね た 。主 にY.Okos-

hi氏 の 説 明 を 受 け た。 こ こ で は,中 ・高 校 生 向 け の コ ン ピ ュ ー タ コ ー ス の 紹 介

をす る。

4.1ハ ワイ お よびJAIMSに つ い て

ハ ワイ にお け る コ ン ピュ ー タ利 用お よび産 業 につ い て関心 が あ った。 確 か な

情報 は入 手 しえ なか っ たが,得 た感 じを報 告 す る。 またJAIMSに つ い て 簡単

に述 べ てお く。

(1)ハ ワ イの コ ン ピュ ー タ事情

まず空 港 か らダ ウン タ ウンに行 く途 中 で,IBM社 の 立派 なオ フ ィス ビル が

あ る こ とに気 がつ く。 これ か ら,ハ ワ イで も コ ン ピュ ー タ利用 が益ん な のか も

しれ ない,と 想 像 す る 。 しか し,実 際 には 一 般 企業 で コ ン ピュー タ を使 って い

る所 は そ う多 くな く,殆 ん どの ユ ーザは 軍 関係 の機 関 で あ る。

関連 産 業 で あ る ソ フ トウェア ハ ウス もい くつか あ るが,こ れ らも軍 関 係 の仕

事 を行 なっ て い る との こ とで あっ た。

Hawhii大 学 のInformationandComputerScience(ICS)学 科 の大学

院 の案 内 に も,職 業紹 介 につ い て 次の よ うに 書 か れ て い る。

ICSの 学位 は,関 係 ある職 に就 け る とい う保 証 には な らな い,特 にHa-

waiiで は そ うで あ る こ とを,全 ての 卒業 見 込 み の者 は認 識 してteく こ と。

た だ し,よ そ で の就 職 の機 会 は 今の と ころ豊 富 で あ り,将 来 の 見通 し も良

い。 学 科 と して は,職 業紹 介 のサー ビスは行 なはない が,こ の地 域 で の フル タ

イ ムあ るい は パ ー トタ イ ムの仕事 の話 で,我 々 の知 り得 た もの が あれ ば,そ

の内 容 を掲 示 す る。 また,本 土 ま たは外 国 で の雇 用 の機会 につ いて も情 報 を

集 め,学 科 事 務 所 に フ ァ イル してい るか ら必要 に 応 じて活 用 され た い。

パ ー ソ ナル コ ン ピュ ー タは,TandyRadioShaCkの 店 が 一 軒 あb,そ こで
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売 って い るだ け で あっ た。

(2)JAIMSに つい て

日本 名 は 「日米経 済科 学研 究所 」 で,Hawaii州 法 に基 づ く非 営 利 教 育 研 究

法 人 で あ る。設 立 は1972年1月 で,大 平 洋経 済 圏 諸 国 をは じめ とす る世 界 の

ビジネ ス マ ン,経 営 管理 者,学 生 ・研 究 生 等 を対 象 に ,日 米 を 中心 と した経 営,

コ ミュ ニ ケー シ ョン,価 値 判断 の比 較研 究 ,教 育 を行 い,人 材育成 に よる相 互

理 解 の推 進 に寄 与 す る ことを 目的 と して い る。

富 士 通㈱ が推 進母 体 とな り,Hawaii州 政府,Hawaii大 学,NewYork大

学,慶 応義塾大学,早 稲 田大学,上 智 大学,情 報処理 教 育研 修 助 成 財 団,そ の他 各

企 業 の 協 力 を受 け て運営 され て い る。

JAIMSに お け る主 な教 育 コ ース は 次 の とお り。

① 国際経 営 コース(5ヵ 月 ・Hqnolulu)

米 国の マ ネ ジ メン トを学 び た い入 を対 象 とす る。

② 日本経 営 コース(9ヵ 月,Honolulu5ヵ 月 と 日本4ヵ 月)

日本 の マ ネ ジ メン トを学 び た い 入 を対 象 とす る。

③ 日本人 エグ ゼ クテ ィ ブセ ミナ ー(1週 間)

日本 人 の経営 管 理 者 向 け の 日米経 営 比較,米 国経 営,経 済問 題 等 。

④ 情 報 処理 セ ミナ ー(2週 間)

米 国 にお け るEDP部 門 の 経営,ソ フ トウ ェア工 学 の諸 問題 と将 来 に

つ い て

⑤経 営 戦 略 セ ミナ ー(1～2週 間)

米 国 と日本 に おけ る経 営,企 画,財 務 等 の 緊急 課 題 の研 究

⑥ISTOプ ログ ラ ム(lntensiveShort-termOrientation)

日本 へ企 業派 遣 さ れ る米 国 入 経営 幹 部,ビ ジネ ス マ ン向け の 日本 経営 ,

ビジネス慣 習等 を短 期 集 中研 修

(米 国 へ 企業 派遣 され る 日本 人 向け もある)

⑦短 期 集 中 マン ツー マン英 語 教 育(2～4週 間)
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外 国 出張 前 に,出 張 業務 に 合 わせ た英 語 と習慣 の集 中訓 練 。

⑧ 特定 企 業 向 け セ ミナ ー

⑨ コン ピュー タ と数学 講 座(6週 間)

Hawaiiの 中 ・高校 生 を対 象 に,情 報処 理 の基礎 知 識toよ び プ ログ ラ

ミン グの修 得 と 同時 に数 学 の理 解 を深 める こ と を目的 と し,一 年1回 夏

に実 施。

⑩ 夜 間 日本 語講 座

⑪ コ ン ピュー タ コー ス

最 新 大型 コ ン ピ ュー タを使 用す る実 習 中心 の実 践 的 教 育。 プ ログ ラ マ

養成 が 目的 。

⑫通 訳養 成 コ ース

4.2中 高 校 生 向 け コ ン ピュ ー タ コ ー ス

1981年 夏 で7回 目 に な る コ ー ス で あ る01980年 か ら パ ー ソナ ル コ ン ピ
ュ

ー タ の 教 育 も 含 め た
。 受 講 生 か らは,フ ル コー ス で 約190ド ル の 参 加 費 を取 っ

て い る(収 支 バ ラ ン ス は 不 明)。

(1)1980年 度 コ ー ス の 様 子

使 用 コ ン ピュ ー タ

FACOM230-ls1台

TRS-806台

主 任 講 師

Mrs.BarbaraKagan(Moanalua高 校 の 数 学 科 主 任)

大 学 生 の 助 手3名 を 使 う。

期 間

・月 火(ま た は 本 金)曜 日8:30～14:00講 義 と実 習

・水 曜 日8:30ん11:30実 習 の み

この パ タ ー ン を6週 間 行 う 。
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内容

BASICとFORTRANを 教 え,こ れ を も とに して,学 校 で学 ん だ数学 を

や っ た り,ゲ ー ムを や らせ た り,グ ラ フ ィックを作 らせ た りす る。

情 報処 理 研修 セ ン ター の 中学 生 コ ン ピュー ター講 座 を拡大 した感 じであ

るo

受 講生

・55入 が 参 加,52入 が6週 間 を終 えた。

・6年 生 か ら11年 生 ま で,男 子38名 ,女 子14名 。

受 講状 況

全体 に大 変熱 心 で あ り,帰 宅 が 遅 くな るのが居 て,父 母 を心 配 させ た ケ

ース も多 々あ った。

ア ン ケ ー トに よれ ば,パ ー ソナ ル コン ピュー タ と汎 用 コン ピ ュー タを併

用 した こ とは 良 か った とす る声 が 半分 を 占めて い る。

また コ ン ピュー タ関係 の仕 事 を や ってい こ う と思 った生徒 が,ア ンケ ー

トの 回答 者 の大 部 分 で あ った ことは興 味 深 い。

6年 生 か ら11年 生 まで が,同 一 ク ラス で受講 した こ とは,講 義 のテ ン

ポ を遅 らせ る結 果 とな り,上 級 生 か らは不 満 で あ った よ うだ 。

もっ と進 ん で コ ー ス をや って ほ しい とい う声 も多 か った。

(2)1982年 度 コー スの 内容

前年 の反応 な どを参 考 に して,大 幅 に コース運営 を変 え た 。我 々の理 解 した

ところで は,次 の とお り。

目的

① 現 代 社 会 にお け る コ ン ピュー タの性 格 とその 利 用 に つ い て理 解 させ る。

② コン ピ ュー タの で き る こと,で きない こ とを理 解 さ せ る。

③ 問題 解 決 の論 理 過 程 の理 解 を深 める。

④BASICに よる プ ロ グ ラムを学 ぶ。

⑤FORTRANに よる プ ログ ラムを学 ぶ 。
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⑥ デ バ ッグ の や り方 を 実 践 す る。

⑦ 大 型 コ ン ピ ュ ー タ とパ.一 ソ ナ ル コ ン ピ ュ 一 夕 の 操 作 を 学 ぶ 。

コ ー ス 概 要

数 学,科 学,ビ ジ ネ ス に お け る 問 題 解 決 に 有 効 な 働 き を す る コ ン ピ ュ ー

タ を 使 うの に 必 要 な 知 識,経 験 を じ っ く り学 ぶ た め の コ ン ピ ュ ー タ ワ ー ク

シ ョ ッ プ で あ る。

コ ン ピ ュ ー タ応 用 業 務,ア ル ゴ リズ ムの 展 開,流 れ 図,コ ン ピ ュー タ の

歴 史,ソ フ トウ ェア の ト ピ ック ス,職 業 との 関 係 な ど の 内 容 を含 ん で い る 。

こ の コ ー スは,数 学 で 平 均 以 上 の 成 績 と好 み を 持 っ て い て,か つ 意 欲 的,

創 造 的 な 生 徒 を 念 頭 に お い て い る 。

期 間6月15日 ～7月24日

ク ラ ス 区 分

① 中 学 コ ー ス(7～8年 生)35名 ま で

講 義 月 ～ 金 曜 日10:35～12:00

実 習 月 ～ 金 曜 日9:00～12:25

② 高 校 生 コ ー ス(9～10年 生)35名 ま で

講 義 月 ～ 金 曜 日9:00～12:25

実 習 用 ～ 金 曜 日10:35～12:00

③ 拡 大 演 習(希 望 者 の み)13:00～15:00(11回)20名 ま で

コ ー ス 時 間 割

Session 内 容

1 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン

ゲ ス ト ス ピ ー カDr.D.J.Couger

2.3 コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム入 門(歴 史, ハ ー ド ウ エ ア, ソ フ

トウ ェ ア,そ の 他)

4, 簡 単 なBASICプ ログ ラムを走 らせ る こ と

5.6 BASICプ ロ グ ラ ム1一 入 門

1、ET文,PRINT文 な ど
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14

15

16

17,18,19

7

8

9
一

2

講 師

BASIC

FORTRAN

実 習助 手

INPUT文

文 字 列,数 値

制御 文 一ー一流 れ 図

GOTO文,IFTHEN文

BASICプ ログ ラム 皿

FOR-NEXT文,そ の他

中間 試験(BASICプ ログ ラ ミング)

FORTRANプ ログ ラム1一 入 門

FORTRANプ ログ ラ ミング 皿一 基 礎

代 入 文,デ ー タ の扱 い な ど

FORTRANプ ロ グ ラ ミン グ 皿

DO文,READ文,WRITE文,FORMAT文,

字 付 変 数

FORTRANプ ロ グ ラ ミン グIV

関 数,副 プ ロ グ ラ ム

コ ン ピ ュー タ シ ス テ ム の応 用

最 終 試 験(FORTRANプ ロ グ ラ ミン グ)

Mr.J.C.Jones(Chaminade大 学 計 算 機 科 学 科 助 教 授)

Mr.J.Bannan(Stevenson中 学 カ ウ ン セ ラ ー)

Miss.LKotsubo(Hawaii大 学 計 算 機 科 学 専 攻 学 生)

MissB.K.Tani(Hawaii大 学 学 生)

Mr.B.J.S.Chee(Hawaii大 学 計 算 機 科 学 専 攻 学 生)

テ キ ス ト

NealGolden:ComputerProgrammingintheBASICLanguage

そ の 他
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コ ン ピ ュ ー タ

OHIOScientificPersona1Computer7台

FACOMM150-F1台

実 習 方 法

前 半7台 の パ ー ソ ナ ル コ ン ピュ ー タ を 使 う。5名 ず つ の チ ー ム で実 行 す

る。 拡 大 演 習 で は,4名 ず つ の チ ー ム で行 う。

後 半FACOMM150-Fを 使 う。5名 ず つ の チ ー ム とす る。

ス テ ッ プ1各 自 自分 の プ ロ グ ラ ム を 作 る 。

ス テ ッ プ2チ ー ム ご と に一 つ の プ ログ ラ ム を 作 る 。"

ス テ ッ プ3コ ン ピ ュ ー タを 実 際 に操 作 す る 。

拡 大 演 習 で は 次 の と お り。

ス テ ップ1各 自 自 分 の プ ロ グ ラ ムを 作 る 。

ス テ ッ プ2各 自 自分 の プ ロ グ ラ ムを パ ン チ す る 。

ス テ ップ3各 自 自分 で コ ン ピ
ュ ー タ を 操 作 す る。

■

t

－103一



5.Hawaii大 学

JAIMSのY.Amai研 究 員 の 案 内 で,Hawaii大 学FastAsianLanguages

学 科 の 助 教 授J・M・Unger博 士 夫 妻 の 研 究 室 を 尋 ね,同 研 究 室vatoけ るPLA

TOシ ス テ ム の 利 用 と,Hawaii大 学 全 体 に つ い て の 紹 介 を受 け た 。

5.1ユ ー ザ ーか ら見 たPLATOシ ス テ ム

PLATOシ ステ ムの 紹 介 や 報告 は 多数 ある が,い ずれ も主 に提 供 側 の立 場 か

らな され てい る。 この 種 の 報 告 か ら得 た 我 々の 印象 は,か な り機 械 的か つ冷

たい とい う もので あっ た 。

今 回,Hawaii大 学 で実 際 に教 育 に使 い,か つ教 材 の開 発に熱 意 を燃 や して

い るUnger夫 妻 の説 明 と実 演(デ モ ンス トレー シ ョンばか りで な く,実 際 の教

育現場)を 見 るに及 ん で,180度 と言 え る程 の 印 象 の転 換 を なさ ざる を得 な く

な ったo

当情 報 処 理研 修 セ ン タ ーの1977年 度調 査 報告 「ア メ リカにお け る情報 処理

教 育 の実 態 調査 報 告 書 」(昭 和53年3月)に もPLATOの 詳 しい報 告 が な さ

れ てい るが,そ の後4年 経 ち,質 ・量 両面 にお げ る変化 と進 歩 が あ っ た こ とが

見 受 け られ る 。上 記 の報 告 書 で は,検 討 中あ るい は予 定 とさ れて いた もの が実

現 して い る。

(1)PI、ATO(ProgrammedLogicforAutomaticTeachingOperations)

の 発 展 と 現 状

1960

111inois大 学 のCoordinatedScienceLab.でCAIの 研 究 が 開 始 さ る 。

PLATOの 開 発 がD.Bitzer博 士 の 下 で 開 発 開 始 さ る 。

1961～1967

PLATOI,皿,皿 が 開 発 さ る。

・端 末 数70を 越 す

・コ ー ス ウ ェ ア 約300に 達 す
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1967

PLATO皿 プ ロ ジ ェ ク ト発 展 に 伴 いIliinois大 学 は,TheComputer-

basedEducationResearchLab.(CERL)を 設 置 す る。

1967～1972

PLATO田 の 利 用 ピ ー ク へ 。

・学 生 利 用 時 間 週60時 間 を 越 す

・ コー ス ウ ェ ア 開 発 活 発 化

・ コー ス ウ ェア 作 成 用 言 語TUTORのTSSに よ る利 用 実 現

PLATON(大 規 模CAIシ ス テ ム)の 開 発 開 始 さ る 。

端 末 と して プ ラズ マ デ ィ ス プ レ イ の 採 用 。

1973～1977

コ ン ピ ュー タ シ ス テ ム の 更 新 ・改 善 の 実 施 。

端 末,関 連 機 器 の 設 計 ・試 作 の 実 施 。

・ ラ ン ダ ム ア ク セ ス ・ス ラ イ ド プ ロ ジ ェ ク タ ー

・タ ッチ ハ 不 ル

・ ラ ン ダ ム ア ク セ ス 音 響 装 置

・ ミ ュ ー ジ ッ ク シ ン セ サ イ ザ

1977

新 端 末PPT(PLATOProgrammableTerminal)の 完 成 。

・フ ロ ッ ピデ ィス ク装 置(1MB)

・ μ －TUTOR言 語 に よ りPLATO端 末 を オ フ ラ イ ン 使 用 す る こ と が 可 能

1980

Hawaiiを 含 む200以 上 の 地 域 で,1.100以 上 の 端 末 に サ ポ ー ト して い る。

111inois大 学 か らの 端 末 の 他 に,次 の 地 区 にPLATOシ ス テ ム の セ ン タ

ー が あ る
。
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・Minneapolis
,Minnesota

・Tallahasse
,Florida

米 国
・Newark

,Delaware

・Sunnyvale
,California

:ご}・ 〃
・Brusselsベ ル ギ ー

・Johannesburg南 ア フ リ カ

・London英 国

教 材 は,150以 上 の 分 野 で7,000時 間 以 上 のb－ ス ウ ェア が用 意 さ れ て い

る 。

(2)PLATOシ ステ ムの端 末 の特 徴

現在,情 報 処理 に 一般 的 に使 用 され て い る端末 と,い くつ か の特徴 を持 って

い る。 そ の いず れ もが,CAIに と って大 き な役 割 を果 してい る こ とが理 解 で

きた。

① グ ラフ ィ ックデ ィス プ レイパ ネル

英 数 字 の キ ャ ラク ター,グ ラフ ィ ックお よびア ニ メー シ ョンが可 能

② タ ッチ入 力

デ ィス プ レイパ ネ ルに指 で接 触 す る こ とに よって入 力 が可能

③ マ イク ・ フ ィ ツシ ュ プ ・ ジェク タ

デ ィス ブ レイパ ネルの裏 面か ら,マ イ ク ロ フ ィ ソシュを拡 大投 映 す る

こ とが可能

特 に プ ラズ マデ ィス プ レイ にす る ことに より画 面 が 極 め て鮮 明 で あ る こ とが,

この端 末 に人 を近 づ け させ る大 きな理 由 に な っ てい る と実 感 され た。 プ ラズ マ

デ ィス プ レイの た め に,上 記 の③ の よ うに,マ イ ク ロフ ィ ッシュの投映 が で き

る よ うに な り,教 材 の 多様 化 をす る こ とに成 功 して い る。

上記 ② の タ ッチ入 力 は,日 本 で は一 部 の試 作 的 な商 品 で実 現 してい るが,ま
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だ全 く実 用 され て い る とは いえ な い。 タ ッチ入 力 は,画 面 との親近 感 を著 し く
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図5.1PLATO端 末
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図5.2PLATOプ ラ ズ マデ ィス プ レ 画 面
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高 め る 効果 が ある よ うに思 え る。 ラ イ トペ ンな ど とい う機 械 的 か つ間 接 的 な も

の に よ らない 点 は大 いに良 い。

(3)PLATOの ソフ トウェア

ソ フ トウ ェア として,特 にCAI上 大 きな特徴 と して挙 げ るべ き もの が あ る

の か どうか我 々に は理 解 で きない 。表 面的 には,CAIk・ よびCMIシ ス テ ム

と して は 当然 の 機 能 が具 わ っ て い る よ うにみ え る。

ただ,そ れ が 十 分 に実 現 され て い る こと を 直接 目で確 か め てみ る と,そ の 力

とい うもの を強 く感 じさせ る。

PLATO

CDCが 提供 して い る教 育 プ ログ ラ ム

利 用者 が独 自に 教 育 プ ログ ラム を作 成

す るた め の言 語(作 成者 が公 開す る こ

とを認 め れ ば,他 の利 用者 も使 用 す る

ことが で き る教 材 と な る)

教 師,学 生 間 の メ ッセー ジ交 換,端 末

間の 高 速 コ ミュ ニ ケー シ ョ ンを可 能 に

す る

教 育 管理 機 能

学 習 記録 保 持

学 習記録 分 析報 告

.学習 指 導 案 内報 告(学 習者 の状況 か ら,

勉 強 の ア ドバ イ スを得 え る)

図5.3PLATOの ソフ トウエア
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端 末k・ よ び ソ フ ト ウ ェ ア の 基 本 と な っ て い るPLATOの 教 育 方 式 は,極 く単

純 と言 う こ と が で き る だ ろ う。

①Drillandpractice

練 習 問 題 を 与 え て 学 習 させ る

②Tutorialmode

学 習 教 材 を提 示 して 学 習 さ せ る ,

③lnquirymode

学 習 者 のPLATOへ の 質 問 を受 け る

④Dialoguemode

学 習 者 は,PLATOと 質 疑 応 答 を 繰 り返 して 学 習 を 行 う

⑤Simulation

シ ミ ュ レ ー シ ョ ン を 行 い な が ら正 しい 理 解 と知 識 を 得 る

⑥Computergame

単 純 な ゲ ー ム だ け で な く,教 材 と して の ゲ ー ム も用 意 す る こ と が で き

る

上 記 ⑤Simulationで は,プ ロ セ ス の 設 計 に 関 す る学 習 な ど の 実 際 的 な 教 材

が あ り,相 当 に 現 実 味 の あ る 画 面 と パ ラ メ ー タ に よ っ て 進 行 さ れ る 。

(4)Hawaii大 学 に お け るPLATOの 利 用

Hawaii大 学 で は,EastAsianLanguage学 科(EAL)とSinclairLibrary

でPLATOが 利 用 さ れ て い る。EAL学 科 で はUnger博 士 が 中心 とな っ て 日本

語 教 育 の プ ログ ラム(コ ー ス ウ ェア)を 作 成 し実 用 してお り(§5.2に そ の具

体 内容 の 一部 を紹 介 す る),Hawaii大 学 で 日本 語 を学 ぶ 学 生 に 有 効 に 利用 さ

れ て い る。

SinclairLib.で は,そ の他 の言 語 や他 の教 育 分野 での 教 育 にPLATOが 利

用 され て い る 。

EAL学 科 は,CDCと 一 種 の産学 協 同 を行 なっ て お り,端 末 の費 用 等 を全

額援 助 して も らっ てい る 。CDCと しては,日 本語 教 育 用 コー ス ウェ アの開 発
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拠 点 と して い る もの と思 わ れ る。

これ らの協 力が 拡 大 す る こと と,大 学 内 で のPLATOの 有 効 性 が実 証 され る

に 及ん で,Hawaii大 学 にCDCの コン ビ1一 タを導 入 し,PLATOセ ン タ ー

も設置 す る とい う方向 で の検 討 も なされ て い る との こ とで あ っ た。

CYBER

73～24

CYBER

73-24

6800

CDCセ ン ター(Sunnyvale)

CDCセ ン ター(111inois大 学)

<CRT-PPT>

〈プラズマーPPT>

〈プラズマディスプレイ

端末 〉

(端 末 数 は 約20台)

図5、4Hawaii大 学 のPLATO端 末
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Unger博 士 の研 究室 では,学 生 へ のPLATOに よる教 育 を実 践 しつ つ,コ ー

ス ウェ アの開 発に 力 を注 い で い るわけ で あ るが,さ らに,PPTの 機 能 向上 を

して,こ れ をオ フラ イ ンで働 くPLATOの ミニチ ュ ア版 とす る こ とに も注 力 し

て い るo

図5.5教 育 に実 用 され て い るCRT-PPT

Unger研 究室 の ス タ ッフは 約6名 で,既 に100種 類 の コー ス ウ ェ アが提供 実

用 化 され てい る との こ とで あ るoた とえ ば,次 の よ うな種 類 の もの が ある。

・カナ文字 ,漢 字 の書 き順 を訓 練 す る もの

・日本 語 に よる端 末 との応 答 に よ る文 章 力 を訓 練 す る もの

・表 示 され た ア ニ メー シ ョン を 日本 語 で 表現 す る表現 力を訓 練 す る もの

・その 他

●

一111一



※恕

愈

、

》
三

.
∨甲

ぺ
難

熟
ば
.㌦

図5.6Unger研 究 室 の プ ラズ マーPPTとUnger夫 人

(5)PLATOに よる 教 育状 況 を 見て

Unger研 究室vateけ る説明 の 他,PLATO端 末 に よる教 育現場 も見 た。 ま た,

Unger研 究室 か らの学 生 の学 習 状況k・ よび 学 生 との 対話 の 実際 も見 る こ とが で
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きた 。

a.学 生 の利 用状 況 一 中 以 下が 活 用

日本 語 を学 ん でい る学 生 が 全 員利 用 して い るわ け では ない 。利 用 を希 望 す

る学 生 は,Unger先 生 の許 可 とシス テ ムへ の登 録 が されて か ら,実 際 に使 え

る よ うに な るo

始 めの う ちは,関 心 の ある 学生 は 少 なか った が,利 用 してい る学 生 の評 価

を 見て,次 第 に 増加 して きて い る。 現 在 の利 用状 況 は,6台 の端 末 が フル稼

働 と見倣 され る 。

出来 の良 い学 生 は,未 だ 利 用 す るに到 って いな い 。高 度 な コ ース ウェ アが

完備 され て いな い ことに も よるか も しれ ない 。

換 言す れ ば,や や遅 れ 気 味 の学 生 に とって は,大 変 具 合 の良 い教 育 方法 で

あ る こ とが証 明 され て い る。 出来 の 良 い学 生 は,授 業 と参考 書 に よ る 自習 に

よっ て,相 当 の水準 に 自動 的 に達 し得 る よ うで あ る。

b.学 習状 況 の 即 時把 握 一 人 間関係 の充 実

現 在端末 使用 中の学 生 の状 況 を,Unger研 究室 の 端末 か ら見 る ことが で き

るo

使 用 して い る コー ス ウ ェア,ど こま で進 行 して い るか,今 何 で学 生 は 考 え

て い るか な どが 直 ちに分 る。 そ の状 況 が,何 らか の ヒン トを必 要 と してい る

よ うで あれ ば,教 師 が メ ッセ ー ジを送 る こ とが で きる。画 面 の下 部3行 ば か

りの 分 は,常 に メ ッセー ジ交 換 用 に空 け られ てい るか らで あ る。

この メ ッセ ー ジに対 して,学 生 が反応 す るか ど うか は 自由 で あるが,し か

し教 室 での普通 の教 育 に比 べ て コ ミュ ニ ケー シ ョンが や りや す い環 境 で ある

ことが理解 で きる。

いわ ゆ る"peerpressure"(同 輩 の圧 力)を 感 じない で済 む こ と,教 師

との 一対 一感 が 強ま る こ とに よる親近 感 で あ る。 実際 に行 な われ る対 話 は,

しば しば 今 や って い る学 習 とは 関係 の ない所 ま でい く との こと であ る 。

この点 が,PLATOす な わ ちCAIに つ い ての 認識 を改 め させ られ た最 大

の 点 で あ った 。"教 師 に も しそ の気 が あれ ば ㌘ とい う条 件 がつ くが,教 室 で
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行 なわ れ る教 育 より,ず っ と入 間 味 の あ る教 育が 可 能 で あ る とい う事実 で あ

るo

この ような事実 を 多 くの入 が理 解 す るな らば ,CAIの 発展 普及 は,格 段 に

加 速 さ れ る に違 い な い。

c.コ ー ス ウ ェアの 工 夫 一 懇 切 か つ厳 し く

コ ース ウェア を き ちん と作 る こ との大 変 さ と重 要 さ も実 感 した
。

た とえばdri11に 対 す る学 生 の 答 が正 解 で な い と き,そ れ に対 し×をつ け

る だけ でな く,適 切 な ヒン トや解 説 をつけ る。 この 部 分 を用 意 す るこ とに ,

知恵 と労 力 の大 部 分 が費 や され るの だ とい うこ とが,は っ き り推 測 され る。

一 方 ,こ の よ うな懇 切 さが あ るだけ で な く,学 生 が投 げ や りな回答 を して

い る と思 わ れ る場 合,た とえ ば ヒン トを無 視 した り ,適 正 な手 順 を踏ん で学

習 を進 め なか っ た り,ラ ンダ ムに端末 を操作 して い る と判 断 した場 合は ,厳

しい メ ッセー ジが 飛 び出 る よ うに なっ てい る。そ の よ うな判 断 をす る機 能 と ,

どの よ うな"blame"が 適 切 か を決 め る機 能 も,コ ー ス ウ ェアは具 え て いな

け れ ば いけ ない 。

d.メ ッセ ー ジ交 換 一 電 子 メール

学 習 中の オ ン ライ ン メ ッセ ー ジ交 換 だけ でな く,OAe(k・ け る電子 メー ル

機 能 が あ り,メ ッセ ー ジの""sendandread"が 自由 に で き る。 これ も,実

際 に あ った メ ッ セー ジか ら教 師 との 人 間関係 強 化 に役 立 って い る ことが理 解

で きた。

e.フ ォー ラ ム ー 意 見 交 換 の広 場

電子 メー ル機 能 が あれ ば,当 然 これ を実 施 す る こ とは 容 易 で ある。 そ して ,

そ れ を敢 え て実 行 す る と ころが良 い。CAIシ ステ ム とは,一 ある意 味 では無

関係 の こ との よ うだ が,CAIシ ス テ ムを開 発 し普及 させ よ う とす る には ,

この よ うな社会 的 セ ンス を持 ち,こ れ を反映 す る 努 力 を す る とい う態度 に 見

習 うべ きで ある 。

フォ ー ラム には,学 生 は 自由 に意 見 を載 せ て よい。 記 名 で も無 記名 で もよ

い。勿論,他 の学 生 が,積 極 的 に読 も うとい う操 作 を ,端 末 で 行 なわ なけ れ
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ぱ いけ な いわ けだか ら,い つ もそ こに は,興 味 の あ る メ ッセー ジが 出て い る ,

とい うお互 い の 参画 意 識 が ベ ース に無 けれ ば な らない だろ う。

しか し,逆 にそれ を培 う大 きな媒 体 に なっ てい る と見 る こ と もで き る。 そ

の 方 が 意義 は大 きい よ うに理解 で きた 。

そ こに あった メ ッセ ー ジには,た とえ ば レー ガ ン政権 批判 の よ うな もの も

あれ ば,学 生 の集会 案 内 もあ った 。極 め て 自 由な雰 囲気 が あ って 健 康 な感 じ

で あった 。 これ らの意 見 に対 して,教 師 が 応 ず るか ど うか も ,教 師 の 自由 で

ある。

f.他 の 学 生,他 の セ ン タ ー との コ ミュ ニ ケ ー シ ョン ー 広 い つ きあい

他 の端 末 を使 用 して いる学 生 あ るいは 研 究者 と も,画 面 下部 の メ ッセ ージ

枠 を介 して,メ ッセ ー ジのや りと りが で き る。 この機 能は 一 般 学生 には どれ

だ け使 用 許 可が 与 え られて い るか不 明 で あ るが(回 線 コス トが 相 当か か る可

能 性 が あ る),Unger夫 人 は米 本 土 の何 人 かの研 究者 との コ ミュニ ケ ー シ ョ

ンをや っ てみ せ たo

居 なが らに して,多 数 の人達 との コ ミュニ ケー シ ョ ンが で き る とい うこ と

は,大 変 す ば ら しい 。基 本 的 には,PLATO端 末 の 利用者 で あ る とい う共 通

項 が あ るた め,気 軽 に対 話 に応 じて くれ る 。

この コ ミュ ニ ケー シ ョン をす る ため には,現 在 端 末 を利 用 して い る人 達 の

リス トを表示 さ せ る こ とか ら始 め られ る 。所属 ,氏 名,専 門 が表 示 され る。

Unger夫 人 は,我 々の希 望 に応 じて,米 国 本土 のmusicianのr人 と コ ミ
ュ

ニ ケー シ ョンを して くれた 。

このmusicianは,ピ アノ の訓練 を させ る シス テ ムをPLATOシ ス テ ム の

中 で 開 発 した そ うで ある 。鍵 盤 を端 末 周辺 機 と してつ なぎ,音 程,テ ンポ ,

強 弱,な どを 自動 的 に チ ェ ック し,そ の学 生 に ア ドバ イス をす る シス テ ムだ

と の ことで あ っ たo

現 在端 末 で行 なって い るの は,い ま ま での楽 器 に こだわ らない音 色 を創 り

出 し,シ ン セ サ イザ に よ り音楽 を 自 由 に演 奏 す る シス テ ムを開 発 して い るの

だ,と の こ と。1
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これ らの話 の内容 自体 大 変 興 味深 い もの で あって,こ の種 の コ ミュ ニ ケー

シ ョ ンが研 究 や学 習 へ の大 き な刺激 に な る こ とが理解 で きる。 そ して,こ れ

に よって 広 い 交友 も可 能 に な る こ とが明 らか で あ る。

g.高 度 の 教育 の可 能 性

こ こで の教 育 状況 や,他 の コー ス ウェ アの デモ な どか ら,未 だ多 くの場合

初歩 的 な教 育 ある いはttremedialstudent"(遅 れ て い るた め特 別 に面 倒 を

見 なけ れば な らな い学 生)の 教 育 に有 効 で ある こ とは,十 分理 解 で きた。

しか し,上 記d,e,}の 機 能 の 活 用 と併 わせ て,全 て の学 生 の もの で あ

って よい シス テ ムで ある ことが 分 る。d,e,fは,PLATOと は 別 に,OA

な い しは電 子 メール シス テ ムが で き る こ とに よっ て あ る程度 カバー で きる に

して も,同 じ仲 間 とい う意 識 も貴 重 だ ろ う。

高 度 な学 生 に とって も有効 な教 育 シス テ ム と な り得 る もの なのだ ろ うか。

そ れ は,本 節(5)の ⑤ に挙 げ たSimulationの 例 に よっ て氷 解 した 。か な り高

度 な コー ス ウ ェアが作 れ る。先 程 の ピア ノの例 の よ うに,端 末 につ け られ る

周辺 機 の 開 発を すれ ば,も っ とい ろい ろ な,現 在 予想 で きな い よ うな教 育 の

応 用 が で きそ うだ,と 感 じた 。

Simulationmodel自 体 を 自分 で作 って い けば,し(く らで も高度 の 訓練 が

で きる。 た だ し,こ れ は現 在 の科 学技 術 計算 用 のTSSの 方 が 充実 して い る

か も しれ な い 。教 育,訓 練 とい う観 点 で,ど れ だ けそ れ が適 切 な もの にな し

うるか に よるで あ ろ うo

5,2PLATOに よる 日本 語 教 育

Unger夫 人 か ら説 明 を受 け たPLATOに よる 日本 語 教 育 シス テ ムの 一端 を紹

介 す る。

(1)日 本 語 用 コ ー ス ウ ェ ア のPLATOofferings

こ のoffering画 面 の コ ピー を 見 る こ と に よっ て,PLATOの 性 格 を 具 体 的

に 知 る こ と もで き る 。
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(2)コ ー ス ウ ェアの場 面 例

日本語 教 育 では,当 然 の こ とな が ら カタ カナ,ひ らが な,漢 字 の文字 を教 育

しな けれ ば な らない。 このた め,Unger夫 人 は苦 心 して これ らの文字 フ ォ ン ト

を用 意 して デ ィス プ レイ で きる よ うに して い る。 ここ らあた りは,日 本 の メー

カや 研究 者 が協 力 す れ ば,文 字 どお り朝 め し前 とい った感 じのす る ところ で あ

るo

文 字 の書 き順 を教 え る こと も必 要 なた め,大 きな文 字 フ ォン トを 用意 して,

書 き順 を示 す コー ス ウ ェア もある。 この よ うに,フ ォ ン トをい ろい ろ 用意 しな

け れ ば な らな い点 は,や は り日本 語 教 育 独特 の基 礎 努 力 で あ る。

a.ひ らが なの デ ィス プ レイ と"い ろは 、、にす るひ らが なの導 入 部

¶'いろ は
、、 を示 して,そ の歴 史 の 概 説 と,日 本語の書 き方の基本は,縦 書 きで

あ る こ とを説 明 して い る。

b.タ ッチパ ネル を利 用 した文 章 の 作成

ロー マ字 にす る表 現 で あ るがoこ れ の三 つ の単語 の組 み 合せ に よ り,単 純

な 日本 語 の 文章 を作 らせ る。

c.漢 字 に よる数 字 の学 習"東 亜 ポケ ッ トカル キ ュ レー タ(EastAs-

ianPocketCalculator)、 、

最 初 に左 に表 示 され た ア ラ ビア数 字 に相 当す る漢字 を,右 の表 か らタ ッチ

方 式 で選 択 す る。 そ れ が上 の枠 の 中 に表示 され る。

これが 成 功す る と,「 一」 キ ー と次 の 漢字 を タ ッチ入 力す る。 これ も正 し

く行 なわ れ る と,結 果 が漢字 で上 の枠 に表 示 さ れ る。 そ の結果 に対 して,学

生 は今 度 は ア ラビア数 字 で答 え る。 さ らに,そ の読 み 方 を ロー マ字 で 入 力 し

て,正 答 か ど うか確 か め る。
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Bソtouchingtheb◎xescon七ainingtanB

㎏!2三iinthelistshownbelowセhe

sentence,indicatewhich}～ 皇コ乙Li5u5e<4

Japanesephraseineachb◇ ×.

and十.he

problem

forセhe

Display#1:工nitiaidisplay

ハワイは

四つのちいさい

州 木

べい こ く

陸

島

の の 一 つで、

からなっています。

国 回 川 米

、

Di・p・・蜘2・ 眠 ・合 逗 ・。・Chl!29;ihasbe…ub曲 ・t・d・P・e睡 ・gf。 ・ 幽.

こ く ゆ うノ、ワイは 米

四つのちいさい

州 木

陸

島

でつ一

仁

の

ま

川

い

1

て
っ

回

なら

の

か

国

Displayti3:Kanzichosenisincorrect;hintisflashedonscreen

こ く ゆ うノ、ワイは 米

四 つの ちいさい

州 木

陸

島

の し の 一 つで、

か らなって います。

国 回 川

図5.12漢 字 に 選 択 に よ る 文 章 の 作 成
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こ こ に 示 した 例 は,最 も初 歩 的 な もの で あ る が,実 際 的 な 意 味 で 多 様 な表 現

の 学 習 も可 能 に な っ て い る。 た と え ば,次 の よ うな 表 現 もacceptableな 組 み

合 わ せ に な っ て い る。

Senseigakattahongaookii-desuo

Senseinokattahonnohoogaookii-desuo

Seuseigokattanogaookiihondesuo

■

φ
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5.3Hawaii大 学 に お け,る 情 報 処 理 教 育

(1)UHCC

Hawaii大 学 に はUHCC(TheUniversityofHawaiiComputingCen-

ter)が あ り,こ こ が,全 学 の研 究 者 と学 生 の プ ロ グ ラ ム 処 理 を行 な っ て い る。

設 備 は や や 古 く,TSSお よ び バ ッ チ処 理 の た め にIBM370/158が 設 置

さ れ て い るo

図5.13UHCC受 付付 近 の に ぎわい

■
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図5.14UHCCの パ ン チ室

図5.15は,た ま た まUHCCを 訪 れ た とき に あったNewsで あ る。 これ に

よれば,初 歩 的 な指導 か ら,パ ッケ ー ジの活 用 法 ま で,キ メ細 かい 活 動 を して

い る こ とが 分 る。 他 の・米 国 の先 進 的 大学 に比 べ れ ば,我 々に とっ て大変 親 しみ

の持 て る状況 で あ る と も言 え る。
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TheTlntvecsitY。fHavaiiC。MFutitl・JCenter亘duca"。nnLSe【ies

FALL 1981

TheUHCCpr。videsaneducaticnalservicet。pr・m・t∈theeffectiveuse・f

theCent二eエ ・sse【vicesandfacilities.ThisseロesterUHCCisoffeElng:

1}TNTEHPACE-ase・i.na【 。nvari鈍st。P・cst。a11・nterestedpe:scns。ftbe

un1V∈rsltYCO田 口unlty;

.2)・ 。・c・edit・ 。・k・b・P・t。f・c・1ty'・t・ff'・ ・dg・ ・d・atestudents;and
video'tapes.availablefoエvie冒inginSinclairLibra:yL■stentngCenteエ ●3}

Y。ursuggesU。nshelpinPlanningthec。uエses・Os・ .thesugqesti。nb。x。 【

justcalltoconveyyoursuggestioロsfortheOHCCEducat■onSer■es・

Fo=fu【the【details.pleasecallHelenCa【eyat9匂8-7351●

Ext:acop`iesofthisscheduleareintheblackplastic.pocketsnextto

theconsultant.sdesk;

.

I

N

T

E

F

A

C

E

1●

2.

3.

NTERpacE'
・ ・EvetyTbu工sday

・1:30-2:㎏5p● ㊤・

Keller203

1NTERFACEisaseriesofse居ina【scoveting皿anydiffereottopicsaロd

l:、:・::。:;,蒜。器;v:::lty1漂:';1;5P:llss:ぽ::蒜s::{呈ag:illlk呈:
Kelleエ203.roudonot!膓eedtosignupfo【thesese■inats.

We・11belookingformanyINTERestedPACEsinthe冨eeklyaudience.

IntetpretingYouエJobOutputNovember5

Sand【aOnizuka

Thisseロinaエvillexplain,1inebyline,theinforロationfound

onthepエintout、ofatypicaljobエunontheIB月370・ ▼ouvilllea【n

冨henandho冨thisiロformaticnisqeneratedandho冨itcanbeusedto

deter口inebouyourゴobpe【fo【 阻∈d.

UsitlqMaqneticTapeNove■ber12

SandraOnizuka

Tapesaエeaniロexpensi▼e冒aytostorealaΣqe▼01uロeofdata.

The,physicalfeatures。ft・pes'the田eanst。tellthesyste阻ab。ut
usingtapesattheOHCCy。urtapeusinqＬCL,andtheFエ。cedures£。丈

villbediscussed.AbasicunderstandingofJCLvillbeassu●ed●

OsinqDiskNo▼e但be【19

SaロdにaOnizuka

Tbeuseofdiskdatasεtsfo【stc=ingp【ogramsanddatavillbe

discussed.Physicaldisk▼cluロecharacteristicsandvariousorqani-

2ation頂ethodsandtheirapplicationsuillbementioqed.Tbecourse

vi】LIconcentにateontheJCInecessa【Yfo:ロanipulatiロq.datasets●

Utiliti.es,backupPr。cedu【es,1。calF。1iciesg。vetningdatasets'

and。theエ 【∈1atedt。pics冒illbet。uchedup。n・Akn。 冒1edge。fele-

mentarYJCLandsomep工09【amロinqexperienceisp£esu頂ed・

■

●

SHORT COOESES

Pa【ticipantsinthesh。 エtc。uにses皿ust【egiste【bycallingtbe;ecepti。 ロー

istat948-7351.Reserva具2』 § 」≡LeA1992:t!1gged2辿rVO.{2)ユ 幽 」蝕

§S!19SUtsg§ 上≦≧」睦 ≦…our§ 」皇◆Thisistohelpensuエethatthosevhosignupvill

shovup●Pieasecancelyourエese:vationifyoucannotattend,sinceenエ011-

●entsarε1i■itedto42pecple・

OHCCEducatiortalSeties-Fal11981 Page1

図5.15 (1)
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SCR工Pl

SCRIPT

SCRrPT

SCRIPT

SCRIPT

SCRrPT

SCRIPT

SCRIPT

SCRIPT

SCRXPT

SCRIPI

SCRIPT

Int【oductiorltoSCHIPI-aTextEditOt

Nov.2-b{Mon.,冒 ∈d.`Fri・)3meetil|～ ハsnelenCarey

2:30-4:00p楡 四.Kelle【20匂 .

SCRIPT.at∈ 買tfoエ.ロattinqF【og【amvhichopeにatesunderourt■ 皿e●

・h・ ・i・q・y・ ・e・,mkest・tkt-F・ ・cessi・q・ ・si…T。P▲csc・ ・eredt・
this

c。u【seincludec:e・tingatexts。uエcedataset・h・ch・nlalloピeasy

【evisi。n.basicSCロIPTcc輌ndsandfeatu・tes,andusinqSCRIPTt。

P【 ・cessy・uエte・tint・t・r・att∈d。ut叫'・hetheエitbeaに 。ughd【 ・ft
orfinalcopy◆ ノ

Totakethiscourse.youshouldbefa笛iliaruithTSO,especially

EDIT.TheUHCCdocumet.t・`Usingth∈ …Coロpute:toPrePareaPaper●.

εxplainshovt。use可SOandEDIT・

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

^

A

A

^

^

A

A

A

A

A

^

A

^

^

∩
…
A

^

^

^

^

瓦

A

A

^

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

S

SASatUHCC.

N,ov.9-20{Hon・ θF【i.・,Mcn・,'aed・,F【i●)5但eetingsStaff

1::I

S-,illl、::::。 、 、,a、y。i。Sy。,。__.、 。c。d・・sas:81211・ ・。 。…

statisticalFackageat'theU日CC●SASisaneasy-to-USeheavilyused

。y・temf。 ・d・t・ ・a・ip・1ati。 恥 ・a・ ・g・ ・e・ta・d・tatistic・1anglyEis・

Thedaもa犀anipulaticnincludest=ansfor口ations,エankinq,pr■nt■n9,

F1。t・inq,・ ・d・ 。tting.Tbε …as。fstaΩstic・1・ 叫y・iぶnc1"de

l:鑑::}0:;,㌫ 諾 蒜,of。:;【㍍;ξ…:。、1:::三:::i漂 と三'::::a::a:e・::二6
t・pe、t【ai・ 、i・g・.c。・rsef・c・SASエ ・stit・te・ 。・si・ti・q。f・ 日。・kb。 。kand

s】.xvideotapes・

tOS且S,Gett■nq

日O工king冒ithSAS

▼ideotapεpart

Kuykendall205

P門;11/16-11/20:

isthe'

Therevillalso

and2」 ↓f【o皿.

頂aybe

sites:【eadthe

SASat'OHCCand

availablef亡om

THISCOURSEIS－ －

availab■lity

be

1●30⇔2・30

PUtchased
two

T。P・csc。vεred・ntbes・x・ 。dlllesare二lnt【 。ducCi卯

YoUrDataintoaSASDataSet,PrOg:amProCeSS】 ・ng'

DataSets,Rep。rt日 ロting,andSASP【 。cedures・The

ofthiscouエse層illbeshownエnfive田eet■ngsat

duringthefcllowinqtimes-11/9and、11ノ ・13:1=00-2330

1:30-3:30PM.Theエeasonfortbistiロe,Scbeduling
・

。fthelarge-Sc・ee・ ・id・ 。pr・jeCti。1「nSySte・ ・

P【 ・gra‥ 。rk・h。FsinKellet203。 むN。v・1。 ・17'

.PH.The旬 。rkb。ckt。aCC。 叩anYthisc。urse'卯1y

fr。 。theOHCCreceεti。nistf。r$8・'00・Pre【eqUi'

UHCCd。cuロ εntεcnSAS.Theyare:礼8260)Osing

(L8261}UsinqSAS冒ithTSO・B。thd。cumentsaエe
thec"SUltant.』 工 鎚 旦q狸THATTHE-FOR

LINITモ1≧ 工ρ 』L5」 己互≦ユ工三よ』.・

ρ

SPSS

SPSS

SPSS

SPSS

SPSS

SPSS

SPSS

SPSS

SPSS

SPSS

Nov.16

2:30'

This

tistical

andsyntaxvitharev■ev

onddayvillco▼e【data

statisticalprocedurε ●

andtheassociatedゴob

spssjobontheIBM370.

sntSS(availablEinthe

●20{Hon◆,冒ed・o

〔↓:30P・ ロ・

sbo工tCOU【sevill

package・Thefi【st

SPSSatUHCC,

Fri.)3mEetingsM。nicaMcKay

Kelle=20匂

cove「theuseofSPSS,avidelyusedsta-

dayvillintroduceyoutoSPSSstructu【e

ofとsiロF】.estatisticalprocedu【e、 ・The・sec●

ロodification冨ithalookatanotheΣsiロple

Tbetbi【d、day■illco▼e【SPSSsyste田files

ccotエc1、1anguagestatementsrequiredtO【unan

P【erequisites;【eΨie冨UHCCd・cumentati。n。n

USE【slibraryoエfromtheconsultant)・

JCL

JCL

JCL

JCL

JCL

JCL

Int【o寸uctiontOJobCo!ltrolLanヨuage

N。v.23-27(門 。n.声ed..F【i.13田eetinqs.CraiqLee

2:30-4:30p.m・9、Keller20U

Thisc。urse冒illc。v∈rthebasicsofusingjobcontrollanguage

《」CLI.」CLi・the・ea・sby・hi・hy・U.req・est・ ・thelB‥70t。pe「f四

v・ 【k.Thefirstt冒 。dユysvillc。v∈r9εttingy・u【JOB・n・tothesyStem

UHCCEducaticna15eric・s-Fa1119B1 Paqe2

●

㎡

図5.15 (2)
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JCL

JCL

JCL

andpresentanovetvievoftheth[eemainJCLstatementtypes.Tbe

thiエdd～iYuillcovetin-st【eamdndc占talo●edprocedures.Pにe【equi-

sit.es:readthεUHCCJCLdccuロentation《avai▲ableintbeuse【1ibにa【y

o【f【omtheconsultant)・ .

GBAPH

GRkPH

GRAPH

GRA?H

GRAPH

GRkPH

GRAPH

GRAPH

GRAPH

GRAPH

UsingSAS/GRAPH

Nov.30-Dec● 尊{MoP・,日e .d・,F【i●)3meetingsHelenCarey

2;30-4:00P.m.Kelleに20"

S且S/GRAPHisadevice-iロtelligent,intetacti▼ecolo【gtaphicssys●

te皿cdpableofpにoducingcolotplots,ba【cha:tseq【aphs,slides,

thにee-di口eロsiona19taphs,aロdOtbe【displays

Plotteにs●SAS/GRAPHisaFartofSAS,atotal
vriting,statisticalanalysisanddata■"ageロent・

Thisse餌ina【 層illerplaiohOtito【eaddata

fo[manynecessa【ydatamOditicati卯,andtben

t冨oo庄th工eesi口PleSAS/GfiAPHstatements・

ongraphicsc:eensand

syste田usedfor【ePOにt

valuesintoSAStper●

P【oducedisplaysusing

▼工D20「rムP宮OLECTURES且V島 互工▲BL田1目SINCLAIRLIBRARI【

・

videotapεdlecturesarea▼ailablefoエuieuinginSinclairLibraty・To▼ieu

thevideotapes,cal1Sinclai江List百ingCente【at9り8-7316toピesetvetbe

▼ideot叩ePlaybackandthetape.

▲bandoutfoエthefirsttuovideotapesisa▼ailablefto庖thecoロsultaot・

AnyabstractofeachtapeislistεdintbeOHCC"D。cumentCatalo9"・'

The

1・
'2
.

3.

㎏・

●

●

5

6

tellowingtapesareavailable;・
"Pエog【am工ibra【yLoadModules"

,1houエ
"lotroductio駆toTSO",1hOU=

"JobCcnt【01Languag∈,㌧1hou【

nSAS曾i己eo「 『raining",asε 工iesofsi買1hou【tapes・FortheSAStopics

Cove【edseetheSho【tCoU【sesynopsisSASatUHCC・A日o工kboOktO

aCco●panythiscoursε 頂aybepuτcnasedfroロtheOHBookstore・Tσ ▼ieu

thiscou【se▼oumusthavea▼alidUHMo【E日CIDcardo丈aletteにof

clea【ancefに 〇四Ginge【Ca【 ∈y,UHCC,at9《68●7351●
●●BasiCEasytrie▼e".aSe工iesofth【eelhourtapes●

"rntermediateEasytrieve",as∈ 【iesoftbエeelhourtapes・Easyt=ie爬

isaCo回PleteInfor江aticnRetrievalandDataManagementSySte頂uhiCh

solves田aoyprobleロsfo【`eoFleuhoha▼eaneedfo【infor皿ation● 工t

canbeusedbyanyonebecausεitiseasytouse;yetitcanalsobandle

tbε ロostcoロpiextaskinvoluinqdata・Easytrieveisw:itteninfEee

fo工o・usingtheEnglishlanguage.Thereisnoneedtouseエepo【tfoに ロs

oに1ayoutsheets,becausethelanguaqeロakesthepにoqramlook▼e【yロuch

likeaVtitten工epO【t工eqUeSt.TOVieVthiSCOUrSeyOU■UStba▼ea

▼a】LidUHHorE冒CIDcardo【alette【ofclearancefro皿Ginge【Ca工ey.

UHCC・at9㎏8-7351.Uo工kbookstoaccoロpanybothEasytrieveccu【sesa工e

availableonloanfエcロGi牢ge【Ca【eyattheU日CC.

図5.15 (3)
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(2)1・f・rm・ti・nandC・nip・t。 ・S。i。nce、(ICS)の 講 座 概 要

Co11egeofArtsandSciencesに 属 して い る。 い ろ い'う な学 科 の 学 生 が 聴

講 可 能 で あ る。ComputerScieneeの 学 士 号 を と る に は
,そ の 中 の特 定 の 講 座

を 受 け る必 要 が あ る。 修 士,博 士 課 程 も 同 様 で あ る。

1601ntroductiontoComputerScienceI

BASICに よ る プ ロ グ ラ ミ ン グ

コ ン ピ ュー タの 応 用 とそ の 社 会 へ の 影 響

1601」 .IntroductoryComputerScienceLaboratory

プ ロ グ ラ ミ ン グ 演 習

2601ntroductiontoComputerScience皿

コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム の 働 き

二 進 法,コ ン ピ ュ ー タの 構 成 と構 造
,機 械 語 の プ ロ グ ラ ム,コ ン パ

イ リン グ,OS,歴 史

267 ,Algorit㎞andProgrammingI

プ ロ グ ラ ミ ン グ ス タ イ ル,デ ィバ ッグ と検 証 技 法 ,構 造 化 プ ロ グ ラ

ミ ン グ

BASIC,FORTRAN,COBOL,PL/1,RPGの 言 語

入 門 ・

3671nformationSystemTechnology

情 報 記 憶 の 装 置,速 度,容 量,フ ァ イ ル 構 造,分 類,検 索,情 報 シ

ス テ ム へ の 応 用

371ElementaryProbabilityTheory

集 合 か ら初 歩 的 な 推 定 ま で

443StatisticalDataAnalysis

推 定,検 定,回 帰 分 析 な ど

(コ ン ピ ュ ー タの ア プ リケ ー シ ョ ン を 念 頭 に 行 な う)
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`

4451ntroductiontoRandomProcess

線 型 シ ス テ ム,プ ー リ.工変 換,乱 数,相 関,ス ペ ク トル 密 度,ラ ン ダ

ム プ ロ セ ス の 線 型 変 換

ガ ラ ス の ラ ン ダ ム プ ロセ ス

467AlgorithmandProgramming

再 帰 手 続,文 字 列 処 理,リ ス ト処 理

PASCAL,APL,SNOBOL4,LISPな ど の 入 門

477DiscreteStructuresandAlgorithmAnalysis

集 合,グ ラ フ,ト リー を 中 心 と した ア ル ゴ リズ ム の 分 析 と設 計

デ ー タ構 造,探 索 と 分 類

複 雑 性 と正 当 性 の 分 析'.

487ModernDataSystem

情 報 検 索,デ ー タ ベ ー ス マ ネ ジ メ ン トシ ス テ ム,コ ン ピ ュ ー タ コ ミ ュ

ニ ケ ー シ ョ ン,分 散 処 理,デ ー タ保 全

490SoftwareSystemDesign ,

ソ フ ト ウ ェ ア工 学(特 に 人 間 工 学 的 に),ト ッ プ ダ ウ ン設 計,プ ログ

ラム 分 割

大 型 ソ フ トウ ェ ア 開 発

491VSpecia1Topics

49gVComputerProjectI

教 師 の 指 導 に よ る シ ス テ ム設 計 ま た は ア プ リケ ー シ ョ ンの 小 グ ル ー プ

プ ロ ジ ェ ク ト

604ComputerAlgorithm

ア ル ゴ リズ ム の 分 析 と設 計 一一 モ デ ル 化,比 較,評 価,応 用

620SoftwareSystemTheory

数 学 的 モ デ ル 化,分 析,最 適 化 一 合ソ フ トウ ェ ア シ ス テ ム の 理 論 的 学

習 へ の応 用

605TheoryofFormalLanguage
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621TheoryofFormalLanguage

言 語,文 法,オ ー トマ トン,等 に つ い て の 形 式 理 論 入 門

622TheoryandConstructionofCompilers

コ ン パ イ ラの 設 計 と 実 施 化

プ ・ グ ラ ミ ン グ 言 語 の 構 文 的 お よび 意 味 的 記 述

構 文 分 析 と 目的 コ ー ド生 成 の ア ル ゴ リズ ム

6271nformationStructures

処 理 とデ ー タ の モ デ ル 化,実 施 化,管 理 特 定 の 言 語 と処 理 系 で

6301nformationProcessingintheNervousSystem

神 経 の 細 胞,ネ ッ トワ ー ク,シ ス テ ム の 概 念,振 る舞 い,性 質

^感 覚 受 容 器
,神 経 の コ ー ド,神 経 の モ デ ル の 性 質

姿 勢,動 作 の ビ ジ ュ ア ル シ ス テ ム と 中 央 制 御

641DiscreteStateStochasticProcesses

マ ル コ フ チ ェ イ ン

ポ ア ソ ン過 程

行 列 理 論 とそ の 応 用

644PatternRecognition

パ タ ー ン認 識 と 判 別 の 問 題 の 性 格_各 種 ア ル ゴ リ ズ ム の 説 明

646ParametricMethodsinTimeSeriesAnalysissls

多 変 数 自 己 回 帰 式 へ の あ て は め手 法 移 動 平 均,予 測,な ど

648TheoryofInference

人 間 の 頭 の 中 に お け る推 論 過 程 の 形 式 的 お よび 定 量 的 学 習 とそ の コ ン

ピ ュ ー タ シ ミ ュ レ ー シ ョ ン

650TimeSeriesAnalysis

最 小 自乗 法 と最 大 理 論 一 定 常 的 お よび 非 定 常 的 時 系 列 デ ー タ の あ て

は め へ の 応 用

655AppliedRegressionAnalysls

直 線 の あ て は め,多 重 回 帰,仮 説 検 定,残 差 テ ス ト,多 段 回 帰 法,分
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散 分 析,非 線 型 推 定

コ ン ピ ュ ー タ処 理 演 習

661TheoryofAutomata

MealyとMooreの 遂 次 機 械 か ら,チ ュ ー リン グ マ シ ン と カ ノ ニ カ ル シ

ス テ ム ま で

663TheoryofComputability

機 械 的 に解 け る 問 題 の 範 疇 の 分 析computability,unsolvability,

k'よ び デ バ ッ ギ ン グ の 問 題,Godel理 論,チ ュ ー リン グ マ シ ン
,組 合 せ

系,再 帰 シ ス テ ム の 複 雑 性

6650peratingSystem

OSの 機 能,マ ル チ プ ログ ラ ミ ン グ,タ イ ム シ ェ ア リ ン グ,資 源 配 分,

デ ー タ管 理,優 先 ス ケ ジ ュ ー リ ン グ,最 適 化

670MultivariateAnalysis

行 列 代 数,多 重 お よび 偏 相 関,因 子 分 析,カ ノ ニ カ ル 相 関,判 別 法 と

そ の 応 用

671ArtificialIntelligence

人 工 知 能 とは,ヒ ュ ー リス テ ィ ッ ク フ=ロ グ ラ ミン グ,質 問 応 答 マ シ ン,

パ タ ー ン認 識 ,認 識 過 程 の シ ミュ レ ー シ ョ ン

680StatisticalDecisionAnalyis

不 確 実 性 下 の 選 択 理 論 の 検 討,統 計 量 に対 す る ベ イ ズ 流 ア プ ロー チ

ベ イ ズ 流 と古 典 統 計 学 と の 関 係

686ComputerSimulatian

研 究 と分 析 の 手 段 と して の コ ン ピ ュ ー タ シ ミ ュ レー シ ョン,モ デ ル 構

築 の 技 術 とそ の 利 用

690SeminarinInformationandComputerSciencces

先 端 的 研 究 上 の トピ ッ ク ス

693VSpecialTopicsinInformationandComputerSciences

699VDirectedReading
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700ThesisResearch

(3)そ の 他 の 学 科vak・ け る情 報 処 理 関 係 講 座 電 気 お よび 電 子 工 学 系 を主 と し

て,い く つ か のCollegek・ よ び 学 科 で,情 報 処 理 関 係 の 講 座 が あ る。

非 常 に 特 殊 な 例 と し て は,Linguistics(Ling:言 語 学 科)に お い て

631LanguageDataProcessing

コ ン ピ ュ ー タ 処 理 の た め の 言 語 デ ー タ の 整 理 法 一 既 成 の プ ロ グ ラ ム

の係 図 に よ る も の と,SNOBOL4に よ る処 理 ブ ・ グ ラ ム の 作 成

学 生 自 身 の 研 究 へ の 応 用

の 講 座 が 目 を ひ く。

次 い はi情 報 処 理 分 野 と密 接 な 関 係 が あb,今 後 実 務 面 で重 要 な 役 割 を果 す

と期 待 さ れ て い るCollegeofBusinessAdministrationのBusinessAdm-

inistrationCourseに お け る情 報 処 理 関 連 講 座 を 掲 げ る。

Accounting(ACC)'

609ComputersandAccountingforBusinessSystems

会 計 情 報 シ ス テ ム に お け る コ ン ピ ュ ー タ デ ー タ処 理 の 重 要 性 と 役 割 の

分 析

マ ネ ジ メ ン トの 意 思 決 定 を適 切 化 す るた め の 会 計 サ ブ シ ス テ ム と コ ン

ピ ュ ー タ利 用 と の 必 要 な 関 係 に 注 目す る。

Business(Bus)

6111nformationSystemsandOperationsResearch

意 思 決 定 を 支 援 す る経 営 情 報 シ ス テ ム の 概 念 と設 計

組 織 体 の 構 造 と マ ネ ジ メ ン トに 対 す る現 代 の 情 報 技 術 の 影 響

生 産,マ ー ケ テ ィ ン グ,お よび 財 務 に お け る意 思 決 定 の た め の コ ン ピ

ュ ー タ 利 用 型 オ ペ レー シ ョン ズ リサ ー チ の 活 用

DecisionSciences(DS)

3511ntroductiontoComputerandDataProcessing

コ ン ピ ュ ー タ の ハ ー ド/ソ フ トシ ス テ ム の 入 門,組 織 構 造 とそ の マ ネ
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ジ メ ン トに 応 え る コ ン ピ ュ ー タ の 影 響

バ ッチ 処 理 とTSSの7'ロ グ ラ ミン グ

352ComputerSystemsandApPlicationsinOrganizations

組 織 体 に お け る現 行 お よ び将 来 の コ ン ピ ュ ー タ情 報 シ ス テ ムの 検 証 と,

そ の 他 の コ ン ピ ュ ー タ利 用

会 計,財 務,マ ー ケ テ ィ ン グ,人 事,生 産,管 理 に 横 断 的 機 能 を 果 す

シ ス テ ム に注 目す る。

COBOLを 使 う。

360CurreutTopics-ManagementInformationSystems

経 営 情 報 シ ス テ ム の 構 造

現 代 情 報 シ ス テ ム,デ ー タベ ー ス/デ ー タ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョン の 組 織

体 へ の 適 用,k・ よ び コ ン ピ ュー タ に よ るMISの 開 発 に 関 す る現 在 の技

術 的 遠 境

683Computer-BasedInformationSystems

組 織 体 に お け る 情 報 シ ス テ ム の 性 格 現 代 の 情 報 技 術 の 影 響

・ コ ン ピ ュ ー タ ハ ー ドウ ェ ア
,デ ー タベ ー ス,ibよ び ソ フ トウ ェ ア の 概

念

組 織 体 が 必 要 とす る情 報 一 作 業 レ ベ ル,戦 術 レ ベ ル,戦 略 レ ベ ル そ

れ ぞ れ の 情 報 シ ス テ ム

684ManagementInformationSystem

経 営 情 報 の 概 念,中 央 デ ー タ ベ ー ス,フ ァ イ ル 構 成,デ ー タ マ ネ ジ メ ン

トシ ス テ ム,情 報 検 索,デ ー タ伝 送,リ ア ル タ イ ム シ ス テ ム

情 報 シ ス テ ム の計 画,統 制,技 術,お よび 利 益 分 析

686ComputerSimulationinBusinessandEconomics

(ICS686と 同 じ)
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この報告書は,日 本 自転車振興会の補 助金の交付を受

けて実施 した 「昭和56年 度上級情報処理技術者養成等

の補助事業 」の一環 として作成 した ものです。

'

曽

昭和57年3月 発行

財団法人 日 本 情 報 処 理 開 発 協 会

情 報 処 理 研 修 セ ン タ ー

〒105東 京都港区浜松町2丁 目4番1号

(世 界貿易センタービル7階)

TELO3(435)6511(代)

許 可な しに転載,複 製する ことを禁 じます。
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